









































29歳独身は異世界で自由に生きた……かった。10
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どうも、タイシです。

　空き巣狙ねらいの恥知らず共に色々と落とし前をつけさせたと思ったら、また駄神の手の平の上でコロコロと転がされたタイシです。ちくしょうおぼえてろよ。

『もう忘れたよ☆』

　ああ、その後マールに赤面させられて撃退されたからとっとと忘れることにしたんですね、わかります。いやぁ、あれは見事な逃げっぷりでしたね。

　俺と末永く一緒にいるためにあの手この手を使って俺を昇神させようとするリアルさん可か愛わいいっすわー。ええと、堕落と快楽を司つかさどる邪神でしたっけ？　純真と健けな気げさを司る女神の間違いかな？

『う、う、うるさいよ!?　そ、そういうキミこそ思いっきり動揺してたじゃないかっ!?』

　いやー、あの後根掘り葉掘り俺とお前との関係を尋問されましてね。俺の覚えている限りの全すべてのやり取りをゲロったというかゲロらされたんですわ。

『……は？』

　その結果、見事お前は嫁達から仲間判定を受けました。まさかお前がなぁ。ははは、声だけじゃなくて姿も見せてくれていいんだぞ？　来いよ、どこまでもクレバーに抱きしめてやる。

『なっ、なっ、そ、そんなんじゃないしっ！』

　奴やつの気配が消え失せる。勝った、第三部完ッ！　いや、第三部とか適当だけど。

「どうしたんですか？　急にニヤニヤして」

　何か面白いことでもあったんですか？　とか言いながら鳶とび色いろの頭部が視界内にフェードインしてくる。いや、別にこの書類に面白いことが書いてあるわけじゃないから。

　彼女の名前はマール。本名はマーリエル＝ブラン＝ミスクロニア。大陸東部に版図を持つミスクロニア王国の元第一王女で、俺との子供をその身に宿している最愛の妻だ。今はゆったりとした服を着ているためにあまり目立たないが、最近はお腹なかの膨らみが大きくなってきた。お腹の子供に響くかもしれないからそういう無理な体勢はやめなさい、ほら。

「駄神からの電波を受信したからマールのアドバイス通りに対応してみたんだ。見事に逃げ去っていったぞ」

「なるほど、リアルさんが来てたんですね！　どうせなら顔を出してくれればいいのに。可愛いですよね、リアルさん。あの綺き麗れいな髪の毛とか、真っ白でぷにぷにのお肌とか、きらきらのおめめとか。一回思い切りぎゅーってしてみたいです」

　俺の見ていた書類から視線を上げ、マールがにへらっと笑みを浮かべる。

　ここは勇魔連邦の首都、クローバー。その中央部にある領主館の執務室である。外部の様々な勢力が関係するゴタゴタはある程度片付けたわけだが、そうすると次に目を向けなければならないのは内側にある問題──つまり勇魔連邦自体が抱える様々な問題である。

　どちらかと言うと身体からだを動かして様々な破壊活動をするのが得意な俺はそういった内向きの問題の処理を優秀な嫁達にほぼ丸投げしていたわけだが、身重になっている嫁達にブラック企業も真っ青な労働をさせるわけにはいかない。というわけで、今日は朝から執務室に缶詰になってデキる嫁達の負担を減らすべく、絶賛手伝い中だ。

「それにしても、こうしてみると結構勇魔連邦も問題だらけだよなぁ」

「そうですねぇ。身体の大きさも、文化も、習慣も、寿命も、食生活も、何もかもが違う人達が寄り集まっているわけですから」

　唇に指を当て、視線を彷徨さまよわせながらマールが再び小首を傾かしげる。

　今、このクローバーに住む種族は全部で何種だっただろうか？　ええと、獣人、アルケニア、鬼人族、リザードマン、サハギン──サハギン？　河童かつぱ？　いや、とりあえずサハギンでいいや。サハギン、水すい棲せいの川エルフ、ケンタウロス、アンティール族、森エルフ、ドワーフ……あと、ごく少数だけどハーピィ、夜魔族、晶人族、翼人族、単眼族もいるか。それと人間。そういや妖よう精せい族なんかもいるな。あと厳密に言うと獣人族も大雑把に草食系獣人と肉食系獣人がいるよな。それも入れると、ええと……十八種族か。

「ざっと数えても十八種族だもんな。そりゃトラブルも起きるわ」

「そうですね。あとは農業や魔物素材を使った加工品の製造などを始めとした産業の立ち上げ、資源調査と採掘、クローバーや大樹海横断ルート周辺の魔物問題、クローバーと大樹海内に点在する集落との連絡手段の確保、法と税制の整備に……それに、あれももうじきですよね」

「もうじきって、何がだ？」

　俺の問いかけにマールの目がジトーっと細められる。あれ？　なんだろう、俺は何か悪いことを言っただろうか？　考えても心当たりが……。

「タイシさんがゲッペルス王国からぶんどったものが、そろそろ届く頃ころですよ？」

「おっ、おお……そうだな？」

「問題が山積みなのになぁー」

「反省してます」

　最愛の嫁に両手を合わせ、拝むように頭を下げる。

　ゲッペルス王国の地方貴族達が企てた勇魔連邦への侵略行為──その代償として俺がゲッペルス王国に要求したもの。それはゲッペルス王国に存在する全ての亜人奴隷の身柄だ。

　老若男女、種族は問わず、借金奴隷、犯罪奴隷、生まれながらの奴隷も問わず、ゲッペルス王国に存在する全ての亜人奴隷。それが戦争の対価として俺が要求した『戦利品』だった。

　別にこの世界の、というかこの大陸の奴隷制度に異を唱えたいわけじゃない。経緯はどうあれ、借金まみれになった人間が奴隷として使役されるのはそう悪いことではないと思うし、犯罪者が過酷な労働に駆り出されることに関しても特に文句はない。

　何な故ぜかと言えば、借金奴隷は辛つらい思いはするかもしれないが彼らの主あるじは十分な水準の衣食住を提供することが義務付けられていることによって一種のセーフティネットとして機能しているからだし、犯罪奴隷に関しては……まぁ実質死罪みたいなものなんだよな。その是非についてはなんとも言えない。基本的に解放されることはないらしいし、すぐに使い潰つぶされるものだそうだけれど、うちのフラムみたいな例もあるしね。冤えん罪ざい云うん々ぬんを言い始めるとキリがないし。死罪の代わりに犯罪奴隷、というシステムそのものを否定する気にはなれない。

　では何故わざわざ大量の亜人奴隷をウチで引き受けることを決断したのか、というと大森林で人間の奴隷狩りについて小耳に挟んだからだ。そうやって連れ去られた奴隷がいるなら、返してやりたいと思った。だがどこにそんな奴隷がいるのかはわからない……せや、いい機会だから今回の戦争のカタとして亜人奴隷を片っ端から貰もらったろ！　という短慮を起こしたわけです、はい。

　結果として内向けの仕事を司るお姫様三人に絞られました。物理的にも精神的にも色々と。ええ、色々と。もう許して。

「ま、いいです。色々と大変でしょうが、人が増えるのは現状ではマイナスばかりでもありませんし」

「うん、それはそうだな」

　実のところ、何につけても今は人手が欲しい時期なのだ。産業の立ち上げにせよ、建築にせよ、防衛戦力にせよ、貿易にせよ何にせよ、回していくには人が要る。

　未来に向けては単純な労働力だけではなく人材の育成も必要だ。その辺に関してはゲッペルス王国から来るであろう知識奴隷達にも多少期待していたりする。貴族や大きな商会で使役される奴隷の中には官吏や経理担当、教師や医師、職人などの専門的な知識や技術を有する知識奴隷と呼ばれるような者達がいる。そういった人材の獲得を期待できるから、というわけで俺は許されたのである。

　そんなことを考えていると、俺達が執務をしている机のすぐ横に設しつらえられた通信の魔道具が光と音を発し始めた。三つあるうちで、一番新しいやつだ。

「噂うわさをすれば、ですかね？」

「そうかもな」

　俺はそう言って口元を笑みの形に歪ゆがめながら受話器へと手を伸ばした。








第一話　～大量の元奴隷達をお迎えしました～









「というわけで、ゲッペルス王国から奴隷の第一陣引き渡しの通知が来たわけだが……」

　ゲッペルス王国からの一報を受け、領主館では緊急の家族会議──もとい、勇魔連邦運営会議が開かれていた。この場にいるのは俺の家族である嫁達だけでなく、クローバー内で様々な要職に就いている人材も交じっていたりするわけで、家族会議というのは少し無理があるな、うん。

「まずは現状の確認じゃな。ヤマト」

　どこか古めかしい物言いでクスハが場を仕切り始めてくれる。

　彼女は勇魔連邦が存在するこの大樹海に古くから棲すんでいたアルケニアと呼ばれる種族の長おさで、俺の嫁の一人だ。

　彼女の見た目はこの場にいる誰だれよりも人間離れしている。太ももの辺りから上は艶つややかな黒髪の美女だが、そこから下は凶悪な見た目の大おお蜘ぐ蛛もなのだ。この異形とも言える姿がアルケニア達のスタンダードなのである。

　上半身、というか人間と同じ太ももから上の身体は精々二十代半ばくらいにしか見えない若々しい容姿のクスハだが、その実年齢は軽く五百歳を超えていたりする。長年アルケニア達の長を務めていたということもあり、新米国家元首である俺としては非常に頼りになる女性だ。

　ちなみに、夜のアレは激しい。物理的に。ぶっちゃけて言うと血を見るレベルで。

　嚙かみつかれたのも十回や二十回ではすまない。爪つめで引っかかれたのは百回を超えるだろう。でもその逞たくましい大蜘蛛の前足、ごっつい攻撃腕で殴打するのはやめて欲しい。今はそんなことももうほとんどないけどね。お互いに慣れてきたので。

「はい、食料の備蓄は十分です。先日、ミスクロニア王国やカレンディル王国から供与された保存食や穀物だけでもクローバーの住人が三年は食べていけます。時空庫には新鮮な野菜や果物、肉も確保されており、少なくとも即座に食料危機に陥るということはないかと」

　一息で説明を終えたヤマトがブルルンと嘶いななく。うん、彼は馬なんだ。いや、正確には馬の獣人なんだが……顔も馬、足も蹄ひづめ、手や胴体は人間っぽいんだが、何にせよ大柄で馬がそのまま二足歩行しているように見えてしまう。

　しかし外見に騙だまされてはいけない、彼はデキる馬である。それこそ文字通りに朝から晩まで馬車馬のように働き、クローバーにおける物資の管理や流通を一手に引き受けてくれているのだ。元奴隷の中に使えそうな奴がいたら部下として彼の下につけて、その激務を軽減してやりたいと思っている。いればね。

「そいつは重ちよう畳じよう、俺もあちこち飛び回った甲か斐いがあったってもんだな」

「そうじゃな、お疲れ様であった。次はティナからの報告が良いかの」

　次にクスハに発言を促されたのはティナ──マールと似た顔立ちをしている彼女の本名はティナーヴァ＝ブラン＝ミスクロニア。ミスクロニア王国の元第二王女で、マールの妹で、俺の嫁の一人でもある。

「受け容いれ施設の準備と整備は万端ですね。捕虜の受け容れ施設を流用した形ですが、様々なパターンを考えてちゃんとプライバシーを守れるように改装してあるので、当面は問題ないと思います」

「ちゃんとした家もおいおい作っていかないとな。その辺の人材がいると助かるが」

「どうですかね？　その辺りの事情って私はよくわからないんですけど」

　マールが首を傾げる。まぁ、そうだよな。マールもそうだけど、ティナもネーラも正真正銘のお姫様だ。奴隷と関かかわり合いになることなんてほとんどなかったはずである。俺も興味を惹ひかれて一度奴隷市場に足を運んだが、精神的にボロボロになっていたフラムを見つけて引き取って以来、なんとなく苦手意識を持ってしまって寄り付かなかった。

　その他ほかのメンツはどうか？　というとエルフのメルキナ、エルミナさん、リファナは恐らく奴隷に関わることはあまりなかったんじゃないだろうか。メルキナは大森林の外を旅して食道楽をしていた時期があるから、もしかしたら知ってるかな？　獣人三人娘とデボラ、クスハはそもそも棲んでいた森や里から出て人と交わることがなかっただろうから知らないだろうな。

「私はあんまりよく知らないわよ？　売り飛ばされそうになったことが何度かあったし、基本的に奴隷市場の類たぐいには寄り付かなかったから」

　すぐ隣から向けられる俺の視線に気付いたのか、メルキナはそう言って首を振った。

　彼女も俺の嫁の一人で、出会った時はツンデレどころかツンツンツンくらいの塩対応エルフだったのだが、俺が有言実行で獣人達の世話をして、大樹海に新天地を用意したら急に嫁になる宣言をしてダダ甘のデレッデレになった。別人かと思うくらいの変わりっぷりに最初は大いに戸惑ったよ。

　でもまぁその、俺としてもそんなに慕われて悪い気がするわけもなく、マールとほぼ同時期に俺の子供をお腹なかに宿してくれた。大事な大事な愛妻の一人である。

「となると……」

　俺の言葉と共に奴隷と接する機会がそれなりにあったと思われ、なおかつこの面子メンツの中では比較的常識人枠であるフラムに視線が集まる。

「わ、私ですか？」

　全員から注目されたフラムがちょっと引き気味で身体を仰のけ反らせる。

　フラムは元々はカレンディル王国の騎士家の娘で、剣士としての腕が良かったのと、色々な不運が重なってカレンディル王国の暗部──暗殺部隊に所属していた。勇者として頭角を現しつつあった俺を暗殺するべく襲いかかってきたのだが、俺はフラム以外を返り討ちにして暗殺部隊を壊滅させた。フラムが生き残ったのは偶然だったが、その後色々あって犯罪奴隷として奴隷市場で売られていたフラムを偶然発見した俺とマールが引き取り、色々あってそういう関係になった。そして今では俺の嫁である。嫁の中ではマールの次に付き合いが長い間柄だ。

　最近判明したことなのだが、彼女も俺の子供をその身に宿してくれている。今までは防衛部隊の訓練や指揮、防ぼう諜ちよう活動などに精を出してくれていたのだが、それも今はお休み中だ。子供に何かあったら大変だからな。

「そう、ですね……私もそこまで奴隷市場に精通しているわけではないのですが、取引される奴隷の大半は農奴でしたね。知識奴隷の数は少なくて、かつその値段は農奴の五倍から十倍くらいだったと思います。必然的に、数もかなり少なかったですね。あとは上級貴族の間で獣人の愛あい玩がん奴隷が取引されていると聞いたことがありますが、私には縁がありませんでした。知識奴隷にも格付けがされていて、読み書き計算が最低限可能な者、十分以上にこなせる者、それらの教育ができる者の順に値段が跳ね上がっていきます。この辺りは大体商人や官吏などが借金によって奴隷になった者達ですね」

「なるほど。じゃあ新しく来る人達はだいたい元農奴で、特別なスキルは持っていないって考えたほうがいいわけだ。大工や職人は期待できそうにないな……希望者がいれば見習いとしてミスクロニア王国で学ばせてもらえるよう手配しないとな」

　もしかしたら大半の人々は再び土を耕す道を選ぶのかもしれないが、中には自分の夢を持っている人達だっているはずだ。武器を振るって誰かを守りたい、美お味いしい料理やお菓子を作ってみたい、武器や防具や服、装飾品を作ってみたい、本を書いてみたい、絵を描かいてみたい、歌を歌いたい……挙げ始めるとキリがないけど、そういう今までの自分とは違う何かになりたい人だっているんじゃないかね。

「どうした？」

「いえ、その……凄すごいことを考えているんだなと」

「そうかね？　上う手まくいくかどうかは別として、色々とやってもらいたいと俺は思ってるよ。何せ彼らはこの国に来た時点で奴隷じゃなく一国民になるんだからな」

　いきなり慣れない仕事をするのは無理だろうから、まずは簡単な仕事や馴な染じみのある仕事からやってもらうことになるだろうけどな。

「入ってくる人達を受け容れるにあたって衣食住の問題はとりあえずなさそうだ、ってことで良さそうかな？　衣類や寝具その他生活雑貨も当面は問題なさそうか？」

「はい、その辺りの備蓄もそこそこにありますので。ただ、毛皮はともかく布の備蓄が心こころ許もとないですね」

「布かぁ……綿も羊毛もゲッペルス王国の特産なんだよなぁ」

「そうですね。ミスクロニア王国やカレンディル王国でも生産はしていますが、やはり布製品や織物と言えばゲッペルス王国です」

　ゲッペルス王国とミスクロニア王国、カレンディル王国の三国は国土の広さそのものに大きな差はないのだが、人間が生活できる領域という意味ではゲッペルス王国が一番広い。どういう要因によるものかは不明だが、ゲッペルス王国の国土には強力な魔物の生息域が非常に少ないのだ。若干土地が瘦やせ気味な場所もあるが平野が多く、牧畜が盛んで大規模な農地も多い。魔物との戦闘が少ない分、兵が弱いという欠点もあるようだが。

「気は進まないが、いつまでもいがみ合っていても仕方ないしな。ここは一つ、こっちから歩み寄ってみるのも手か。断られたり、不利な条件を突きつけられそうになったりしたらミスクロニア王国やカレンディル王国に頼ればいいし」

　ゲッペルス王国にもある程度の利益供与を図ることで仲間、とまでは行かなくとも対等に取引できる相手を作っておくのは無駄にならないだろうと思う。商売を通じて関係性を構築するというのは悪くない手だろう。

「というかまぁ、伝つ手てを作るって言ってもその取っ掛かりがないんだけどな……また王城に殴り込むか？」

　あの沸点の低い冷血王子をからかいながら伝手の紹介を強ね請だるのも悪くない。むしろありなのではないか？　主に俺が楽しい的な意味で。

「おやめなさい。ちゃんと伝手はありますから」

　三度目の王城襲撃計画をポロリと漏らしたらネーラに窘たしなめられてしまった。

　煌きらめくような金髪と文字通り宝石のように美しい碧へき眼がんを持つ彼女の本名はカリュネーラ＝アーヴィル＝カレンディル。大陸西方部に領土を持つカレンディル王国の元王女で、俺の嫁の一人である。彼女ともフラムと同じようにそれはもう色々とあったのだが、ゲッペルス王国の王城に軟禁されていた彼女を助けたことを切っ掛けに外堀を埋められて嫁に迎えることになった。

　物言いが少しばかり高慢で高飛車な感じがする娘なのだが、心根の優しい恥ずかしがり屋で、からかうととてつもなく可か愛わいい。そして自分の仕事や役割にはものすごく真ま面じ目めで、苦労人でもある。

「ネーラの伝手って？」

「お姉さまですわ。前に少しお話ししませんでしたか？」

「おお、そういえば。ネーラのお姉さんがゲッペルス王国の貴族に嫁いでるんだっけ」

　そういえばゲッペルス王国の王城からネーラを助け出す時にそんな話を聞いた気がする。なるほど、それならなんとかなるかな？

「ふむ、では近い内に主あるじ殿とネーラはその姉君の下を訪問するということで予定を立てるべきじゃな」

「そうですね、それが良いと思います。あとは実際に元奴隷の人達を迎える際の段取りですね」

「段取り？　普通に連れてくるだけじゃ？」

　マールの発言に首を傾かしげる。転移門で向こうに行って、転移門で全員連れて戻ってくるだけの話だと思っていたんだけども。何かセレモニーでもやるつもりなんだろうか。

「タイシさん一人で迎えに行くのはちょっと見栄えが悪いですよ。転移門を使えるのはタイシさんだけですから、タイシさんが行くこと自体は仕方がないですけど、一人も随員を伴わないで行くのは良くないです」

「そういうものか。そうなると、マールとメルキナ、フラムとカレンは留守番だな」

　カレンのお腹にも俺の子供がいるからね。特に彼女は妊婦の中でも年若いし、獣人ということで妊娠から出産までが人間やエルフより短いらしいから色々と心配だ。

　空間魔法による転移がお腹の子供にどんな影響を与えるかわからないので、妊婦の転移は俺が禁じている。俺ですら一瞬意識が遠くなるような刺激をお腹の子供に与えるのはあまりにも怖い。人によっては転移酔いを起こすこともあるくらいだし。

「うむ。では誰がついていくかじゃが……」

「私はこっちで出迎え役をするわ」

　エルミナさんが機先を制するようにそう言って微ほほ笑えむ。彼女はメルキナの実の母で、俺の嫁さんの一人でもある。

　うん、みなまで言わないで欲しい。業が深いことをしているのは俺にもよくわかっている、わかっているのだが、彼女は神々にボコボコにされて大森林に落ち延び、彷徨さまよっていた俺をそれはもう色々とお世話してくれた女性なのだ。

　結構な長い期間を共に過ごし、また俺は嫁達から長期間離れざるを得ない事情があり、エルミナさんも夫を随分前に亡くして寂しかったというのもあり、そして行き場もなく彷徨っていた俺に旦だん那なさんの姿を重ねてしまったのもあり……と様々なことがあってそういう関係になったのだ。

　幸いなことにエルフ的にも嫁達としてもメルキナ的にもギリギリ許容範囲内ということで俺は許された。いや、許されたのか……？　結構こってりと絞られた気がするが、今現在無事なので許されたという判定でいいはず。

　当のエルミナさんは色々と経験豊富ということもあり、嫁達の間でも頼りにされているようである。色々と引け目があるのか、クローバーでは一歩引いた立場で皆みんなのサポートに回ってくれることが多く、皆の頼れるお姉さんという感じだ。最近はクスハですらエルミナさんに頼ることがあるくらいだしな。

「それじゃあ俺、クスハ、デボラ、リファナ、シェリーがゲッペルス王国に行って、エルミナさんとシータン、ヤマトはクローバーで出迎え、マールとメルキナ、フラムとカレンは留守番で、ティナとネーラは館やかたで執務ってことで」

　皆から了解の旨が返ってくるのを確認し、俺は頷うなずいた。よし、明日が本番だな。何事もなければいいけど……ないよな？　うん、そういう要素はないはず。ない。
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　翌日の朝、割と早い時間から俺達は動き出した。受け容いれ施設の最終確認と物資の用意、人員の手配に炊き出しの段取りに用地の確保、食材の下した拵ごしらえなどなど当日になってからやることがそれなりにあったからだ。特に大量の食材やら衣服やら寝具やらを運ぶなら俺が動くのがもっとも効率的かつ速く、安全だからな。

　ネーラは王たるものが些さ事じにかかずらうのは良くないですわ！　とプリプリ怒っていたが、誰だれも損をしないし、適材適所ということで納得してもらった。

「少し時間が余ったわね」

　炊き出しスープの下拵えをしている人々を眺めながらリファナが呟つぶやく。ピンと尖とがったエルフ特有の耳がピクピクと動いていた。この動きを見るとどうしてもむんずと摑つかみたくなるのだが、一回やったら涙目で蹴けられたので自重している。

　ちなみに、彼女も俺の嫁だ。どうだ、羨うらやましかろう？　しかもエルフはエルフでも褐色肌の銀髪エルフちゃんだぞ。更に言えばテンプレなツンデレ気質で可愛さは倍率ドン、更に倍って感じだ。

「炊き出しでも手伝ってきましょうか？」

　もっふもふな狐きつねの尻しつ尾ぽを揺らしながら狐娘のシェリーが首を傾げる。

　シェリーはカレンディル王国の森の中にあった獣人の隠れ里に住んでいた娘だ。獣人の隠れ里に来る前はカレンディル王国のどこかの貴族の愛玩奴隷だったようだが、奴隷紋を刻まれる前に羊娘のカレンと一緒に逃げ出してきたらしい。そのシェリーとカレンを街から連れ出して森に連れていったのがメルキナだと聞いている。

　まぁ、過去はどうあれ今は俺の可愛いお嫁さんの一人だ。カレンディル王国の貴族だろうが王族だろうがなんだろうが、今になって何かを言われても知らぬ存ぜぬで通すつもりである。それで納得しないようなら正面から殴ってぶっ飛ばす。俺は悪い魔王だからな、ははは。

「約束の刻限まで四半刻ときほどじゃ。手伝うにしても中途半端になるの」

「下へ手たに手を出さないほうがいいかもねぇ。結局混乱させることになっちゃうかもしれないよ」

　シェリーの申し出をクスハとデボラが却下する。デボラは熊くまの獣人で、俺の嫁の一人でもある。見た目は二足歩行する熊のようにも見えるが、彼女もれっきとした獣人である。顔にもモフモフの体毛が生えているからわかりにくいが、よくよく見てみると顔の造りは熊よりもかなり人間に寄っていたりする。

　面倒見の良い姉御肌な性格で、見た目通りに力も強いが嫁の中で一、二を争う家庭的な女性だったりする。うちの家族のご飯は大体彼女が作っているのだ。

　提案をクスハとデボラの二人に却下されてしまったシェリーの狐耳がふにゃっと萎しおれてしまったので、励ますようにそのモフモフな耳と頭を撫なでておく。よしよし、気を落とすことはないぞ。もふもふもふもふ。

　そうして撫でているうちに元気を取り戻したのか、再びシェリーの狐耳がピンと立って尻尾がゆらゆらと揺れ始めた。かわいい。

「主殿、今日はその格好でゲッペルス王国に向かうのか？」

「うん？　そのつもりだったけど」

　今の俺の格好は丁寧に鞣なめしたヒュドラ革のレザーパンツにクスハが自分の糸で織ってくれたシャツ、ドラゴン革ジャケットと、同じくドラゴン革製の剣帯に神銀製の長剣と短剣という出いで立ちだ。鎧よろいを着てはいないが、最低限の武装はしている。オフの日の冒険者とかこういう格好なんだよな。実際楽でいい。寛くつろぐ時は剣帯ごと長剣と短剣を外せばいいし。

「もう少しこう、威厳のある格好にしたほうが良いのではないか？　ほれ、この前ドワーフと作っておった鎧があったであろ？」

「えぇ、アレか？」

　数日前にこのクローバーで鍛か冶じ仕事を一手に引き受けてくれているドワーフのペロンさんを訪ねたのだが、その時にまた二人で変なテンションになって『魔王っぽい鎧・ばーじょんつー』を作ってしまったのだ。

　前回作った魔王っぽい鎧のコンセプトは魔力を遮断する黒鋼製の鎧でありながら、装着者が十全に魔法を使えるようにする、というものだった。黒鋼というだけあって黒っぽい金属だったということもあり、悪乗りしてデザインにドクロっぽい意匠を取り入れたり、特に特殊な効果はないけど禍まが々まがしい感じのオーラを発してみたり、兜かぶとにボイスチェンジャー機能を付けてみたりとやりたい放題で作った逸品だったのだが……。
















「別に構わないけど、怖がられるかもしれんぞ」

「最初は怖がられるくらいで良いじゃろ。王たる主殿が舐なめられて良いことなどないぞ」

「うーむ、それもそうかな？」

　親しみやすい王様ってのもアリだと思うが……それはおいおいってことで、とりあえず威厳のある、強くて怖そうな王様を演出するというのはアリかな？

　今回のコンセプトは『魔物素材を最大限利用しよう』である。

　大樹海には実に多種多様、かつ強力な魔物達が跋ばつ扈こしているのだが、その大部分は未知の魔物であったり、幻と言われるほど目撃例や討伐例が少ない魔物であったりする。言い換えれば、資源として使われてきた実績が少ない魔物達である。

　勇魔連邦の外貨獲得手段として特に有力視されているものの一つなのだが、実際のところその価値は未知数だ。何せ実績がない、未知の素材なのだから。最初は珍品、あるいは研究資料として高く売れるだろうが、供給が多くなるにつれてその価値は徐々に下がっていくのは間違いない。

　なので、我々としてはこれら魔物素材を有効活用する術すべを早急に開発しなければならないわけである。今回拵えた鎧は、その集大成とも呼べる逸品だ。

「それじゃあリクエストにお応こたえして……装着！」

　ストレージの機能を使って変身ヒーローよろしくスパパッと新作の魔物素材鎧を装着する。ククク……滾たぎる、滾るぞぉ！　主に魔力的な意味で！　今回のコンセプトは魔物素材の有効利用ッ！

　金属よりも遥はるかに魔力伝達能力の高い魔物素材で全身を包み込み、その上多数の魔晶石によって着用者の魔力や身体能力をアップさせる効果付きなのだ！　さぁ、新型鎧に身を包んだ俺を褒め称たたえろ！

「……黒いのう」

「……黒いねぇ」

「……黒いわね」

「……黒い、です」

　三者三様──いや、四人だから四者四様？──の感想に俺は大満足だ。ああ、大満足だとも。

「……他ほかの感想はありませんかね？」

「正直に言うとあまりに邪悪な感じで引いておる」

「なんか見てると寒気がするね」

「どう見ても悪の魔王的な感じよね」

「かっこいい、ですよ？」

　シェリーに気を遣われて泣きそうです。

「ちなみにそれ、なんの素材なの？」

「よくぞ聞いてくれました！」

「あ、面倒臭そうだからいいわ」

「いいから聞けよ!?　まず主な装甲は強力な昆虫型の魔物の甲殻でな、軽くて丈夫で魔力の通りがいい。胸の部分は瞳ひとみをイメージしているデザインなんだが、実はここにはテラーゲイザーの水晶体が入っていて、魔力を流すとこうなる」

　胸甲の部分がゾロリとスライドし、テラーゲイザーの水晶体が露出した。うんうん、この動きには拘こだわったんだよ。ぶっちゃけこの自然な動きを再現するのが一番時間かかったね。

「うわキモッ」

「気味悪っ」

　リファナとデボラがドン引きして後あと退ずさる。

「キモいとか言うなよ!?　この状態で更に魔力を流すと見たものを恐怖状態に陥れる精神魔法が発動するんだぞ！　かっこいいだろ！」

「いや、そのなんか生物的な動きで目が開くのは気持ち悪いわ」

「くっ、そこに拘ったビックリドッキリ機能なのに」

　どうやら俺とペロンさんの追求するロマンはリファナ達には理解されないらしい。ヒトは何な故ぜわかりあえないのか……。

「のう、主殿、それだけか？　何やら微妙に寒気がするんじゃが」

「はっはっは、よくぞ聞いてくれました。実はこの鎧には高位アンデッドの素材も使われていてな。ちょっと長いキーワードを唱えると周囲から魔力と生命力を吸い取る機能を発動させられるぞ」

「……範囲は？」

「歩いて五十歩くらいの全周囲かな？」

「それ、他の人に奪われたりしたら大変じゃない？」

「大丈夫だ、一定以上の魔力抵抗がないと着ただけで生命力と魔力を吸われて昏こん倒とうするから」

「のう、主あるじ殿。それは一般的に呪のろいの装備と言うのではないか？」

「おっとそろそろ時間だな。さぁ行こうすぐ行こう」

　クスハの指摘を遮るように大きな声を出しながら転移門を開くべく魔力を集中する。

　この鎧はストレージとか時空庫にしまわない場合は黒鋼製のケースに入れておかないとちょっと勝手に目が開いたり周りにいる人が体調不良になったりするけど、呪いの装備ではない。いいね？
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「はいとーちゃく、と」

　到着したのはゲッペルス王国の王都、その片隅……というのは無理があるか、王都の北側、王城のそばにあるゲッペルス王国軍の駐屯地である。その広さは数千人規模の軍が駐留できるだけのものであるから、王都の片隅というのはやっぱり少し無理があるな。うん。

　駐屯地の周囲は人の背の高さの二倍ほどの石壁と堀に囲まれており、王都の防壁が破られても更にここで防戦ができるようになっているようである。でもまぁ、ここにまで攻め入られたら実質的には負けだろうな。ここで防戦しても王都の街や王城は攻撃を受けるだろうし。

「ほう、ここがゲッペルス王国か。ふむ、大樹海よりも少し暖かく感じるな？」

　駐屯地の防備を眺めているとクスハが声を上げた。心なしか、額にある三対の赤い宝石のような複眼が輝いている気がする。クスハは意外と寒がりなんだよな。

「大陸の北側で、海から近いからな」

「すんすん……嗅かいだことのない匂においがします」

「ふんふん……これが潮の香りってやつかね？」

「流石さすがに私には何も匂わないわね。空気の質がぜんぜん違うのはわかるけど」

　獣人ノーズには何か感じるものがあるらしいが、エルフノーズには何も感じるものはないらしい。その尖とがったエルフイヤーでは何かを捉とらえているのだろうか。クスハは……スパイダーアイが凄すごいのだろうか？　なんか自分でも何が言いたいのかわからなくなってきたな。

　俺？　俺はノーマルな人間だからそういうのはないです。ただ、スキルのおかげで危険察知能力だけは高いよ。

「さて、あまり待たせても悪いし行こうか」

　俺達が転移門で現れた場所は駐屯地の真正面である。つまり、入り口を守る歩ほ哨しようからは丸見えの位置であり、こうして話している間にも入り口に詰めていた兵士の一人が駐屯地の中に向かって全力でダッシュしていった。恐らく上官に俺の来訪を告げに行ったんだろうな。

　駐屯地の入り口に近づいていくと、槍やりを手にした歩哨に声をかけられた。

「ピドナ駐屯地へようこそ。タイシ様、ですね？」

「いかにも。これなるは勇魔連邦の主、我らの王、タイシ＝ミツバじゃ。約定に従い、亜人達を貰もらい受うけに来た。案内せよ」

「ハッ、こちらです」

　俺が何かを話すまでもなく話が進んでいく。俺は黙って後ろをついていくだけだ。案内の兵もむやみに早足で歩くということがなかったため、割とゆっくりめなペースで駐屯地内を練り歩くことになった。

「ううむ、見られておるの」

「俺とクスハが注目の的だな」

　クスハはアルケニアというだけで目立つからな。単純に下半身の蜘く蛛も部分がでかいし、蜘蛛部分も合わせると俺よりも頭が高い位置にある。つまり、結構でかい。それにクスハは美人だしな。それで視線が集まっているって面もあるんじゃないかな。

　俺に注目が集まる理由？　そんなのはどうでもいいじゃないか。単に怖がられてるだけじゃないかな。もしかしたら鎧が目立ってるのかもしれないけど。

「あ、見えてきました。あの人達でしょうか？」

「そうでしょうね。武器も鎧も身に着けていないし」

　というか、そもそも亜人達ばかりなので遠目にも非常にわかりやすい。ゲッペルス王国にも亜人の兵士は全然いないからな。見た感じ服装や体格、その他諸もろ々もろが完全にバラバラだな。まさにカオス。一番多いのは身体からだのどこかに獣の特徴を持つ獣人達だ。次点でケンタウロス、あとはもうバラバラでよくわからないが、リザードマンは遠くからでもわかりやすいな。ドワーフも背が低いからわかりやすい。他にもいるのかもしれないが、ごちゃごちゃしててわからんな。なんかでかいのもいる。

「まるで統一性のない面子メンツじゃの。わかっていたことじゃが」

「だな。しかし、少数だけど身なりのいいのもいるな」

「そうだね。しっかりとした服を着てる人もいる。きっとああいうのが知識奴隷とかいうのなんじゃないかい？」

　しっかりとした紳士服を身に纏まとい、旅りよ行こう鞄かばんのような手荷物を持っている山や羊ぎ獣人の紳士、仕立ての良い服に身を包んだ有翼人の男性、商人風の服を着た矮わい軀くの鼠ねずみ獣人なんかがそういう感じの人達なんだろうな。ウサ耳メイドもいるが……メイドは知識奴隷なのだろうか？

「でも、ほとんどはボロを纏ってるわね。やっぱり早めに服を用意しなきゃいけないわ」

「そうですね。衛生面から考えても清潔な服や下着は必要です」

　シェリーが両手を握りしめてフンスと鼻息を荒くする。この前の争いで捕らえた捕虜達への対応や妊婦となった嫁達の世話で色々と考えることがあったらしく、俺から魔導具作製や彫金を習う一方でシータンと一緒に助産師さん達から医療技術について聞いてみたり、医療関係の本を読んでみたりと精力的に新しい知識を学んでいるのだ。このまま行くとシェリーはマールと同じような方向性に進んでいきそうだな。いや、色々な意味でマール二号になりそうなのは実はシータンなんだけども……あ、お腹なか痛くなりそう。考えるのをやめるんだ、俺。

「どうしたの？　急に顔色を青くして」

「いや、ちょっと一昨日おととい飲まされた薬のことを急に思い出してな」

「……あれは嫌な事件だったわね」

　リファナがそっと俺から目を逸そらす。とりあえず、俺の身体は産業廃棄物処理場とかそういうのじゃないので、調合に失敗した薬のような何かを軽い気持ちで飲ませるのはやめて欲しい。泣いてる子もいるんですよ、ここに。

　痛くなりそうなお腹にこっそりと回復魔法を使いながら亜人奴隷達に近づいていくと、文官風の男が走り寄ってきた。仕立ての良い服を一切着崩さずにきっちりと着ている真ま面じ目めそうな男だ。

「お待ちしておりました、タイシ様。私は今回王より人員の管理任務を賜ったルトナーです。どうぞよろしくお願いいたします」

「ああ、よろしく。長々と話すようなこともないし、さっさと済ませよう」

「はっ、今回集められた人員は総員で三百八十七名、うち三百十一名が農奴で、知識奴隷が二十三名、愛あい玩がん奴隷が二十名、三十三名が犯罪奴隷です」

「なるほど、人員のリストは？」

「こちらになります」

　ルトナーと名乗った文官が差し出したリストをパラパラと眺めてからクスハに手渡す。リストは名前、年齢、奴隷の種類、どんな作業に従事してきたかということが簡単に書かれたものだった。家族は家族で最後のほうでまとめて書かれている。

「なるほど、わかりやすいな。では貰い受ける」

「はっ、第二陣の準備が整い次第、またご連絡をさせていただく形となるとのことです」

「了解した」

　頭を下げるルトナー氏に頷うなずきを返し、こちらに視線を送っている亜人奴隷達の下へと向かう。

　俺が前に立つと、彼らは不安と期待の入り混じった視線を向けてくる。これから俺が背負う命達だ。その姿をしっかりと目に焼き付けておく。

「これから転移門を開く。整列して順番に入っていってくれ」

　彼らの姿を目に焼き付けた俺はすぐに転移門の発動を行うべく魔力の集中を始めた。メニューを開き、転移先にクローバーを指定する。魔力の操作も慣れたものだ。この世界に来てからどれくらいの月日が流れただろうか？　一年は過ぎていると思うが、今まであまり日付を意識して生きてこなかったな。それだけ生きるのに必死だったということか。

　程なくして黒い扉のようなものが出現した。いつ見ても威圧感あるよな、転移門。

　俺はすぐに転移門を潜くぐり、移動先に問題がないか確かめる。扉を潜って辺りを見るとちょうどそこは奴隷達の受け容いれ準備をしている場所の近くだった。概おおむねイメージ通りだな。離れた場所で受け容れ準備をしていたエルミナさんに手を振り、ゲッペルス王国に戻る。

「問題なく通ってる。リファナ、シェリー、先導を頼む」

「はい」

「わかったわ。それじゃあ皆みんな、私に続いてこの黒いのの中に入ってね。何も怖くないから、慌てず、騒がず、順番に」

　事前の段取り通りにリファナとシェリーが奴隷達を先導し、転移門の中に入っていく。やはり転移門の放つ異様な雰囲気が怖いのか、先頭だった奴隷は顔を青くしていたが、小さなシェリーも物もの怖おじせずに転移門へと足を踏み入れるのを見て決死の表情で転移門に飛び込んでいった。

　そうなると後の流れはスローペースながらもスムーズだ。特に詰まることもなく、粛々と転移門に人々が飲み込まれていくのをただ眺める簡単なお仕事である。

「……今回はいなかったから良かったけど、妊婦とかいたらどうっすっかね。俺が抱いて飛んでいくしかないか」

「それも刺激が強そうじゃがの。どちらにしても主殿は気にしすぎではないか？」

「それが原因でお腹の子供に何かあったら悔やんでも悔やみきれないだろう」

　ゲッペルス王国にも妊婦の奴隷がいた場合には無理に動かさず、とりあえず清潔で健やかにお腹の子供を育はぐくめる環境を提供するように伝えてある。その費用はこっち持ちだ。

　転移魔法が胎児に与える影響に関してはしっかり検証しないと駄目だな……まずはネズミとかで試したらいいんだろうか。過去にそういうのを調べた文献とかないのかね。

「うーん、どうにか調べてみないとな」

「神様に聞けないのかい？」

「……おお！」

　その手があった。あとでリアルに聞いてみるか。リアルが知らなかったら知ってそうな神様に聞いてきてもらおう。そうしている間に最後の一人が転移門に入っていった。

「これで全員だな。では、俺達も撤収する」

「はっ、お疲れ様でした」

　転移門の持続時間にも限りがあるので、ルトナー氏に挨あい拶さつをしてさっさと撤収する。別に閉じちゃったらまた作ればいいんだけどさ、魔力を無駄遣いするのもな。

　転移門を通ってクローバーに戻ると、奴隷──いや、元奴隷達が温かいスープを飲んでいた。スープの効果が出たのか、どこか緊張していた様子だった彼らの雰囲気も少しは落ち着いたようである。

　元奴隷達のうちの何人かが俺が現れたことに気付き、それを皮切りとして全員が俺と、一緒に戻ってきたクスハとデボラに注目した。どうにもこういうのは慣れないなぁ。しかし黙っているわけにもいかない。ここはできるだけ明るく振る舞ってみるか。

「はい、お疲れさん。ようこそ、クローバーへ！　俺の名はタイシ、タイシ＝ミツバ！　これからお前達の王になる男だ！　よろしくな！」

　人々の反応は……うん、全体的に困惑してるな。仕方ないね、急な話だからね。

「この後のことについてだが、スープを飲んで温まったらまずは仮設宿舎に移動してもらう。それから一人一人面談を行う。別に難しい話をするわけじゃない、今までどんな風に働いてきたのかとか、そういう話をするだけだからな」

　皆の顔を見回してみるが、特に何かを言ってくる人はいないようである。まぁ、この雰囲気で質問をぶつけてくるような根性のある人はそうそういないか。

「まずはここの環境に慣れる必要があるだろう。しばらくは面談を行いつつ、このクローバーで簡単な仕事をしてもらうことになると思う。何せこの街はまだできたばかりでな、仕事はいくらでもあるんだ。色々な意味で人手が足りない。やる気と、実力をつける根気があるならなんだってやってもらうぞ。今までは言われた仕事をこなすだけだったかもしれないが、もし希望があるなら様々な仕事についてもらうし、その支援もする。俺は勇魔連邦の主あるじとして、お前達を飢えさせはしないし、凍えさせもしない。そして住む場所を、仕事を与える。約束する」

　人々がざわめき始めた。期待か、不安か、それとも驚きか。一人一人にどんな感情が渦巻いているのかを知る術すべは俺にはないが、俺の考えを彼らに伝える方法だけは明確だ。手を挙げ、声を張り上げる。

「この勇魔連邦に来た時点でお前達は奴隷という身分から解放された！　お前達はこの勇魔連邦の国民に、俺の守るべき民となった！　お前達を縛り、操っていた鎖は外された。これからはお前達自身の意志と力で自分の生きる道を決めるんだ。躓つまずくこともあるだろう。転ぶこともあるだろう。もしかしたら力尽きることだってあるかもしれない。だが、お前達の隣には共に歩み、助け合う勇魔連邦の民が、仲間がいる」

　掲げていた手を下ろし、拳こぶしを作って自分の胸を叩たたく。胸甲と手甲がぶつかり、ガァン、と大きな音が鳴った。

「そして、困り果ててどうにもならないとなったら俺に頼れ。その時は俺がなんとかしてやる。俺からは以上だ」

　どこからかパチパチと拍手が鳴り始め、それは瞬く間に広がって万雷の拍手になった。いや、なんか照れるなこれ。

　拍手が静まったところでスープを配っていたエルミナさんが前に出てくる。

「じゃあスープを飲み終わった人はこっちに来てね。宿舎に案内するわ」

　こうして元亜人奴隷の第一陣はクローバーでの生活を始めた。さぁ、ここからが大変だ。





─☆★☆─






　さて、これからどう動こうかと思ったところでこちらに近寄ってくる女の子に気付いた。着ているのはボロだが、可か愛わいらしい少女だ。獣人のようだが、シェリーのように人間の比率が大きく、獣人らしい特徴は猫耳と尻しつ尾ぽくらいのように見える。ううむ。猫耳美少女、眼福だな。

「あの、貴方あなたは勇者様、ですか？」

「うん、そうだな。君は？」

「私はルミナです。その、お礼が言いたくて。勇者様のおかげで家族と離れ離れにならずに済んで、姉達ともまた会えました。ありがとうございます」

　ルミナと名乗った猫耳少女がちょこんとお辞儀をする。うーん、ちょっと反応に困る。まぁうん、嬉うれしいか嬉しくないかで言えば嬉しいことだけど。

「それは良かったな。今後も無理矢理家族と引き離すような真ま似ねはしないつもりだから、家族と一緒に頑張って幸せになってくれ」

「はい、ありがとうございます」

　顔を上げたルミナは微ほほ笑えみ、家族らしき猫獣人達の下へと帰っていった。父親と母親らしき二人がこちらにお辞儀をしてきたので、手を挙げて応えておく。

「ま、何にせよ感謝されて良かった。そればっかりじゃないだろうけどな」

「そうじゃの。元の場所に戻りたいと思う者も出てくるじゃろう。その時はその時じゃな」

「だな。まず最初の難関は身体検査か……女性はクスハ、頼んだぞ」

「うむ、任せておけ」

　身体検査、というのはそのままの意味のものではない。いや、普通の身体検査もするにはするが、俺とクスハが言っているのは鑑定眼を用いた身体検査のことである。

　鑑定眼でわかる情報は名前、レベル、称号、スキルの四つである。これらの情報を見れば今回入ってきた亜人奴隷の中にスパイや工作員の類たぐいがいないかある程度判別できるのだ。今までの経歴に即さない称号やスキルを持っている人物がいないかどうか、四百名弱の人物を俺とクスハで視みるのだ。

　男女別に身体検査自体は実施するつもりなので、それを利用するつもりである。

「あとは犯罪奴隷の扱いだな」

「犯罪奴隷ね……重犯罪者なのよね？」

「そういうことになってるな。どうだかわからんが」

　基本的にこの世界では貴族の権力が非常に強い。貴族の理不尽な要求に逆らって犯罪奴隷に落とされる人も一定数いたりするのだと聞いてもいる。しかし、今回ここに連れてこられた犯罪奴隷がそういった者達であるかどうかはわからない。特に手て枷かせや足あし枷かせを付けられていたわけでもなかったようだしな。

「ま、なんとかするしかないだろ。ここでも問題を起こすようなら見せしめになってもらうさ」

　幸いにも、今のところこのクローバーでは重犯罪に相当するようなことは起こっていない。つまり殺人や放火、強盗や強ごう姦かん辺りがまったく起きていないのだ。まだ人口も少ないし、皆顔見知りみたいなものだからかね。それとも、単に俺を始めとする絶対強者がいるからか。

　このクローバーにおける絶対強者は俺だが、クスハやエルミナさんは勿もち論ろんのこと、俺の私兵部隊であるソーン達も一般的な住人からすると絶対強者と呼べる領域にいる人物だ。というか、このクローバーで衛兵をやっているような連中は一般人から見れば全員絶対強者みたいなもんである。

　低レベルの一般人はレベル十五以上の存在にはまず殴り勝てないからね。これがレベル二十五と四十とかだと、才能とか修練とかによっては低レベル側が勝つ場合もあるんだけど。

「そこで見せしめにする、という言葉が出る辺りは流石さすが主殿よな」

「俺は別に善人じゃないしなぁ。酷ひどいこともするよ」

「うむ、それで良い」

　クスハは俺が何やっても全肯定してくれそうなところがあるからな。犯罪奴隷に関してはもう一度全員を集めてその対応を協議するか。基本的にはしっかりと面談して注視していく、って形になるだろうけど。

「面談は衛兵隊がメインでやるんだよな？」

「そうじゃな。流石に何百人も主殿が面談するわけにもいくまいて」

「それもそうなんだけどさ」

　ちょっとやってみたかったな、面談。でも俺は俺で色々とやらなきゃならないこともあるからなぁ。なんでもかんでも俺がやるってわけにはいかない。俺は俺にしかできないことをやって、俺以外でもできることに関しては部下に任せる。そういったことが今後は必要になってくるというわけだ。

「あれこれ自分でやらなくていいのは楽だけどなんだか落ち着かないな」

「慣れることじゃな。これからはそういうことが多くなるじゃろ」

「いいや、俺はやるね。生涯現役、現場主義だ」

　両腕を組んでふんぞり返ってやる。毎日毎日デスクワークで腰痛や痔じと闘うような日々はごめんだからな。いや、この身体からだでそうなるとは思えんし、腰痛も痔も回復魔法で治せそうだけど。でも毎日書類仕事で缶詰は絶対に嫌でござる。働きたくないでござる。

「それがタイシらしいかもね」

「ま、確かにタイシは玉座でふんぞり返ってるようなタマじゃないね」

　リファナとデボラが納得したように頷き、シェリーは困ったような顔で苦笑いをしていた。シェリー的にはクスハの意見を支持したいようだ。

「それじゃここで解散、あとは各自の判断で動いてくれ」

「主殿はどうするのじゃ？」

「そうだなぁ……連れてくるだけ連れてきてあとは知らんぷりってのも性に合わないし、ちょっと宿舎のほう見てくるかな。リファナ、悪いがちょっと頼まれてくれるか？」

「いいわよ、何？」

「マールとネーラに布の調達の件がどうなってるか聞いてきてくれ。今日中に動けることがあるなら動いておきたいし」

「わかったわ、じゃあ宿舎でね」

　ニコリと微笑み、リファナが領主館のほうに向かって飛んでいく。いや、跳んでいく。前に建物の上をピョンピョン跳んで歩いたのが楽しかったのか、よくああやって町中を移動してるんだよな。なので最近のリファナはクスハの糸で織ったショートパンツをよく穿はいている。下からは見えないのだ。何がとは言わないけど。

「私は炊き出しの後片付けを手伝ってくるよ」

「私もお手伝いします」

「妾わらわは街を見回ってくるとしよう」

「そっか。一通り見て回ったら屋敷に戻るから、何かあったら宿舎か屋敷に来てくれ」

　了解の旨を返してくる三人に手を振り、てくてくと歩いて宿舎へ向かった元奴隷達の後を追う。流石にこの鎧よろい姿じゃ威圧感あるか。ストレージを使ってぱぱっと普段着に着替えておく。この動作も慣れたもんだよな。

　歩いているとすぐに移動中の彼らの最後尾に追いついた。最後尾を歩いているのはちっちゃい猫耳達だ。

「あ、勇者様？」

「おう。ルミナだったか、さっきぶりだな」

　最後尾を歩いていたのは先程俺に挨拶をしてきた猫耳少女だった。ちっちゃい猫耳達は弟とか妹かな？

「まおーさま、よろいきてないの？」

「おう、ずっと着てると疲れるからな。あと家具とかに擦こすると傷がついたりして怒られるんだ」

「まおーさまもおこられるの？」

「ああ、嫁さんには頭が上がらないぞ。お前達の父ちゃんはどうだ？」

「とーちゃんもかーちゃんにおこられてるー！」

「だろ？　かーちゃんは強いよな」

　目をキラキラさせてじゃれついてくる小さい猫耳をあやしながらダラダラと元奴隷達の後ろについていく。なんかルミナにガン見されてるな。

「どうした？」

「いえ、その……なんでもないです」

「なんか普通だ、と思ったか？　勇者とか魔王とか呼ばれても、俺もただの人間だぞ。可愛い嫁さんには頭が上がらないし、人並みに欲もあるから基本的には自分のためにしか働かない。お前達を助けたのだって俺には俺の企たくらみがあるんだからな」

「企みですか？」

「ああそうだ。喧けん嘩かを売ってきたゲッペルス王国を困らせてやるついでに、勇魔連邦の国民を増やして国力アップだ。そして俺はお前達を働かせて家でのんびりゴロゴロするのさ。悪い魔王だからな」

「わるいまおー？」

「そうだ、俺は悪い魔王だぞぉフハハハハ。お前達に毎日三食腹一杯飯を食わせて動けなくしてやる」

　首を傾かしげる小さい猫耳達をくすぐってやると二人はきゃーと笑い声を上げてもっと前を歩いている両親らしき猫耳夫婦の下に駆けていった。子供達の笑い声に気付いた両親が俺を振り返って笑いながら会釈をして前を──向かずに二度見三度見して目を剝むいた。うん、すまない。俺だ。

　気にするな、という意味を込めて手を振るとなんだか二人は恐縮した様子で何度も振り返りながらも子供達をがっしり確保する。ああん、小さい猫耳が。

　ちょっと残念な気持ちを抱えながらすぐ傍そばのルミナに視線を移すと、なんだか不思議なものを見る目でじっと見つめられていた。なんだよそんなに見つめて、照れるじゃないか。

「そんなにガン見されると居心地が悪いんだが」

「すみません。私達にそんなに気さくに接するご主人様というのは珍しい、というか……」

「そうなのか？」

「私達は生きているだけの道具だったので。道具に気さくに接する人などいませんでした」

「Ｏｈ……」

　表情に一点の曇りもなくそう言い切るルミナに思わず絶句する。教育が行き届きすぎだろう、前のご主人様……いや、両親の教育か？　どっちにしろ徹底しすぎである。

「でも、ここでは違うんですよね。私は料理人にも、お菓子屋さんにもなれるんですよね？」

「おう、いえす。そうだ。努力は勿論必要だが、何にだってなれるさ」

「そうなんですね……私、頑張ります」

「ああ、頑張れ。暫しばらくは宿舎に世話役を置く予定だから、相談してみろ」

「世話役、ですか？」

　世話役、というのは元奴隷達の自立支援を行うべく特別に配備する人員だ。とりあえずは三十人ほどを割り当てており、クローバー内における仕事の割り当て、各種情報の提供、苦情や陳情があった場合の連絡役などを担ってもらう。人員は老若男女、やる気のある人々をクローバー内で集めてみた。獣人やケンタウロスだけでなく川の民やアルケニア、鬼人族に妖よう精せい族も交じっている異種族混合メンバーだ。いずれ開設する予定の役所の職員候補でもある。

「なるほど、困ったことがあったらその世話役の方に相談すればいいんですね」

「そうだな。家族や知り合いにも教えてやってくれよ」

「はい」

　そう返事するルミナはいつの間にか俺の三歩後ろを歩いていた。

「なんでそんなに後ろを？」

「奴隷が主人と並び立って歩くなどとんでもありません」

「いや、もう奴隷じゃないから。あと、俺は君の主人じゃないから」

「そうですね。でもやはり勇者様は私達の王、主あるじ様ですから」

「意外にガッツあるな、君」

　職人に向いているのではないだろうか。いずれこの子が料理人なり菓子職人なりになったら是非ご馳ち走そうしてもらいたいものだ。

「お、着いたな。家族とはぐれないようにしろよ」

「はい」

　頭を下げるルミナにヒラヒラと手を振って宿舎の振り分けをしている世話役達のところへと向かう。そこには世話役達だけでなく、エルミナさんもいた。

「やっぱり来たわね」

「読まれてましたか」

「きっとタイシくんなら来ると思っていたわ」

　エルミナさんがにっこりと花のような笑みを浮かべる。うーん、とびきりの美人に満面の笑みを向けられるとなんというか、未いまだにちょっと照れる。美女、美少女に囲まれて過ごしてもこればかりはなかなか慣れないな。

「それで、ここで何をするの？　見守るだけ？」

「いや、面談に参加しようかと」

「面談されるの？　大丈夫？　弾はじかれない？」

「いやするほうだよ！　されるほうじゃないよ！　されても弾かれないよきっと！」

　よし、面談の流れを想像してみよう。




『特技は極大爆破とありますが？』

『はい、極大爆破です』

『極大爆破とはなんのことですか？』

『魔法です』

『え？　魔法？』

『はい、魔法です。敵全員にダメージを与えます』

『その極大爆破は当勇魔連邦において働く上でなんのメリットがあるとお考えですか？』

『はい、敵が襲ってきても守れます』

『素敵！　抱いて！』




　完かん璧ぺきだ、なんの問題もないな。

「何か変なことを考えている時の顔だわ」

「完璧です。俺の人生は薔ば薇ら色いろですね」

「意味がわからないわよ……」

　なんか引き気味のエルミナさんと一緒に世話役達の仕事ぶりを眺める。

　捕虜を収容していた時には一棟に大部屋一つ二十人の収容量だった建物を一棟を四部屋に区切り、四人部屋を四つ作った。基本的には男女で分け、夫婦や家族は同室に割り振るように予あらかじめ指示してある。今のところはスムーズにいっているようだ。

　エルミナさんと雑談をしながら作業を見守ること小一時間ほどで宿舎の振り分けが終わったようで、昼飯を挟んでから面談を行う流れとなった。

「旦だん那な様、やっぱりここにいたんですね」

　もふもふ系わんこ少女が尻しつ尾ぽを振りながら走り寄ってくる。

　彼女はシータン、彼女も俺のお嫁さんの一人で、獣人三人娘の一人である。全身もふもふ、ケモ度は少々高め、非常にラブリーで夜は野生を発揮する。底なしである。つよい。

　元々料理や裁縫を得意としていて割と手先の器用な娘であったのだが、最近はマールの指南で錬金術を習得している。たまに怪しい薬を作ったりするのはご愛あい嬌きよう。でもそれを俺の胃袋に投棄するのは切実にやめて欲しい。

「シータンはまた炊き出しか？」

「はい！　私こういうのが得意ですし、楽しいので！」

　シータンがそう言ってブンブンと尻尾を振る。うん、可か愛わいいけどその、抱えてる寸ずん胴どう鍋なべ下へ手たしたらシータンより重くない？　中身も重そうな未調理の野菜が詰まってるし。意外と力持ちなんだよね。この子。

「じゃー俺らも手伝いますかー。あ、いや、やっぱエルミナさんはいいです」

「ぐっ、わ、私だってちゃんとやればそれなりに料理はできるわよ？」

「塩と砂糖を間違えたり乾かん麵めんを茹ゆでるどころか燃やしたりする人はちょっと……」

「うぐぐ」

　美人でそつなくなんでもこなすように見えるエルミナさんだが、料理の腕だけは壊滅的だ。同じ材料を使って同じ手順で同じものを作っているはずなのにこの世の地獄を顕現させることがある。まさに暗黒料理人である。

　暗黒料理人には隅っこで体育座りをして待機してもらって、シータン達炊き出し班を手伝って昼飯を作る。今日のメニューは薄切り肉と野菜の炒いためものを薄焼きパンで挟んだケバブサンドのようなものだ。元奴隷達は肉がどっさりと使われた食事に驚きよう愕がくしていたが、クローバーではこれが平常運転である。なんせ狩られる魔物の数が数なので、どちらかと言えば肉よりも野菜のほうが貴重なのだ。

「そんなに拗すねないでくださいよ、エルミナさん」

「拗ねてないもん」

「もん、とか可愛すぎて悶もん死ししそうなのでやめてくださいマジで」

　いつも大人の余裕を見せているエルミナさんが子供のように拗ねている姿が可愛すぎてヤバい。これは写真に撮って是非保存しておきたい……！　今、この手に記録結晶さえあれば！　くそっ、なんで俺は有り余る金を使って手に入れておかなかったんだ！　今度イルさん辺りに相談して調達を頼もうかな……いや、自作するのもいいな。考えてみるか。

　今度お散歩に付き合うということでエルミナさんには機嫌を直してもらい、いよいよ面談の開始である。ちなみにお散歩というのは凶悪な魔物が跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする大樹海を縦横無尽に動き回って狩をするというエクストリームスポーツである。素人しろうとにはおすすめできない。

　面談は基本的には一人ずつ、幼い子供は親と一緒に面談を行っていく。面談の内容は予めある程度決めてある。基本的には今までどんな仕事をしてきたか、帰りたい場所はあるか、これからやってみたい仕事はあるか、という内容だ。

　もし故郷があり、帰りたいというのであれば奴隷身分から解放した上で帰郷の支援を行う。あるいは元の主人のところに戻りたいということであればその支援も行う。今すぐに判断できないということであれば、最大一ヶ月間その判断を保留できるように計らうつもりである。

「今日はよろしくお願いしまーす」

　面談用に割り振られた部屋に行くと、見覚えのある兎うさぎ獣人がいた。前に金ピカ勇者のアーネストを取調べした時に俺の補佐をしてくれた奴やつだ。

「おう、よろしく」

「私が書記をやりますんで、適当にやってください」

「あいよ」

　そんなやり取りをしてすぐに一人目の面談者が入ってきた。ピシッとした紳士服に身を包んだ山や羊ぎ獣人の紳士だ。彼は俺の顔を見て目を見開き、すぐさま胸に手を当てて一礼した。

「お初にお目にかかります、タイシ様。私はクリムト、ゲッペルス王国デリオーン領の領都において太守の補佐をしておりました」

「丁寧にどうも。タイシ＝ミツバだ。こっちは俺の嫁のエルミナ。座ってくれ」

「はっ、恐縮です」

　クリムトと名乗った山羊獣人は頭を上げ、俺の指示に従ってすぐに椅い子すに腰掛けた。

「さて、早速始めるか。まずは今までどんな仕事をしてきたか、ということについて聞きたいんだが、太守の補佐というのは主にどんな業務なんだ？」

「そうですな……陳情や苦情の処理、予算の管理が主な業務でしたな」

「……それはほぼ全業務では？」

「ははは」

　クリムトは俺の質問を笑って流した。今いま頃ごろ彼の主人とその領民達は阿あ鼻び叫きよう喚かんなのではないだろうか。

「なるほど、よくわかった。それで、どこか帰りたい故郷はあるか？　もしくは、元の主人の下に戻りたいとかでもいいんだが」

「いえ、特にそういうのはありませぬな。しかし、希望すれば帰していただけるので？」

「そのつもりだ。俺が欲しいのは国民であって、奴隷じゃないんだよ」

「なるほど。ですが私にはその気遣いは無用です。この勇魔連邦で働かせていただきたいと思っております」

「そうか。この宿舎の世話役を務めている奴らがいるんだが、いずれはその世話役達を中心にこのクローバーの役所を立ち上げるつもりだ。やる気があるなら彼らに加わって働いてみてくれ」

「畏かしこまりました」

「エルミナさんからは何か？」

「いえ、特にないわ」

　書記を務めていた兎獣人の彼にも視線を送ってみるが横に首を振ったのでクリムトとの面談はそこで終了することにした。面談記録には世話役、行政関連での労働が妥当と追記してもらっておく。

「有能そうな男だったな」

「そうね、目を見ても嫌な気配はなかったし大丈夫じゃないかしら」

「なるほど。なら安心だ」

　エルフの固有スキルか何かなのか、目を見ると相手の悪意とか邪気とかそういったものを測ることができるらしい。感覚的なものらしいのだが……魔眼の一種なのかね？　ステータスを見てもそれらしいスキルはないんだけどな。不思議だ。獣人の超嗅きゆう覚かくがスキル欄に載らないのと同じようなもんなのかな。

「次の方どうぞー」

　兎獣人が部屋の外に顔を出して次の面談者を呼ぶ。

「あ、あの……失礼いたします」

　次に入ってきたのはウサ耳メイドだった。どこかオドオドとした様子で、耳がぺたんと垂れてしまっている。うーん、なんというかこう。見てて嗜し虐ぎやく心をそそられる娘だ。これはいけませんよ。

「エルミナさん、パス」

「そう？　それじゃ私が聞くわね。こんにちは、私はエルミナよ。こっちはタイシ、私の旦那様」

「は、はいっ、私はラフィルです。どうぞよろしくお願いいたします」

　男の俺ではなくエルミナさんが面談をしてくれることに少し安心したのか、ラフィルと名乗ったウサ耳メイドの耳がピンと立った。感情をストレートに表現するなぁ、あの耳。

「座って頂ちよう戴だい。何も怯おびえることはないわ。ここに貴女あなたをいじめる人はいないから。ねぇ？」

「はい、勿もち論ろんです」

　俺の代わりに席に座ったエルミナさんの斜め後ろに立ち、背筋を伸ばして返事をする。なんだかエルミナさんの声が少し平へい坦たんだ。コワイ！

「そういうことだから安心してね。それじゃあ、今までどんなお仕事をしてきたのか教えてもらえる？」

「は、はい。私はその、ご主人様お付きのメイドをしておりました。お召し替えを手伝ったり、傍そばに付き従ったり、お部屋のお掃除をしたりです」

「そうなのね。料理やその他の家事は？」

「あ、あの、そういうことは専門の、別のメイドが……後はその、ご主人様の夜よ伽とぎなどを……わ、私は愛あい玩がん奴隷で……でも！　なんでもします！　お仕事も覚えますから！　ですからここに置いてください！」

　ラフィルが必死にそう言って目に涙を浮かべる。なんだか妙な感じというか、必死すぎるな。愛玩奴隷というのは、所いわ謂ゆるまぁ、そういう奴隷だ。彼女は可愛らしい上に男好きするような身体からだつきだし、そういう風に扱われてきたんだろう。しかし随分となんというか、妙な感じだ。

　流石さすがに彼女の様子に戸惑いを覚えたのか、エルミナさんがこちらに視線を向けてきた。

「大丈夫だ、君が望まない限り元の場所に戻すことはない。勇魔連邦の主あるじとして約束する」

「ということよ。王様が直々に約束するから、安心して頂戴」

　そう言ってエルミナさんがラフィルの手を取り、そっと包み込む。そうするとラフィルは目から涙をポロポロと零こぼし始めてしまった。うーん、これは面談どころじゃないな？

「エルミナさん、その娘を頼みます。面談は落ち着いてからにしましょう。後日でもいいですし」

「そうね。行きましょう？」

　涙を流して嗚お咽えつするラフィルに優しく声をかけ、寄り添うようにしてエルミナさんが退出していった。部屋には俺と書記の兎獣人が残される。

　彼女があそこまで必死だった理由は……まぁ想像に難くないな。元いた場所がよほど嫌な場所だったとか、主人がとても嫌なヤツだったとかそんな感じだろう。ああいう娘が少しでも幸せになってくれれば、俺も暴力を振るった甲か斐いがあるってものだが……まぁ自己満足だな。いいじゃない、自己満足で。偽善でもなんでも救われている人が一人でもいれば。

「あー……可愛い娘だったな？」

「そうですか？　私はもう少し毛深いほうが好みですね」

「なるほど、深いな」

　彼は顔も兎、全身モッフモフのケモ度高めの兎獣人である。彼にとってはもっとケモ度の高い娘のほうが好みらしい。俺は可愛いと思うけどな、ケモノ要素が耳と尻尾だけの獣人も。

　この後も面談は続いた。基本的にはやはり農奴だった人が多く、今後も農作業をしていきたいという人が多かった。ただ、やはり年若い人達は農業以外の仕事にも意欲があり、できれば色々とやってみたいという人もいた。

　途中でリファナがゲッペルス王国の布の件を教えに来てくれた。どうやら王都のピドナにある分は明日にでも引き取れるらしい。そのことを伝えるとリファナは何か用事があるのかすぐにどこかに行ってしまった。エルミナさんも戻ってこないので、書記兎と二人きりで面談続行である。

「次の方どーぞー」

　呼ぶのもだいぶぞんざいになってきたな、書記兎。呼ばれて次に入ってきたのは人相の悪い、ヒョロリと細い体たい軀くの犬か狼おおかみの獣人だった。目は爛らん々らんと光っており、どこか追い詰められた野良犬か、飢えた狼じみた雰囲気を放っている。

「座ってくれ。俺はタイシだ、あんたは？」

「ベルクだ」

　書記兎に視線をやると、彼はパラパラとリストを捲めくって一番後ろの方にある一点を指した。なるほど、元犯罪奴隷か。

「元犯罪奴隷か」

　俺の言葉にベルクはその目の光を一層強くした。もはや燃え盛っているかのような眼光だ。

「何をした？　盗みか？　殺しか？　火付けか？　それとも犯したか？」

「盗みと殺し、火付けもやった」

「なるほど、重罪だな。どうしてそんなことを？　食うに困ったか？　それともただやりたかったからか？」

「……」

　ベルクは答えず、ただ俺の目を睨にらみつけていた。この燃えるような目はあれだな、憤ふん怒ぬだ。こいつは怒ってる。何に怒っているのかは……なんとなく想像はつくな。

「復ふく讐しゆうか。仲間か？　それとも家族か？」

「……家族だ」

「果たせたのか？」

「……いや」

「そうか。辛つらいな」

　俺がもしマール達のうちの誰だれかを殺されて、その復讐も果たせぬままに囚とらわれて犯罪奴隷として生きることになったとしたら……無念で憤死するかもしれん。

「相手はわかってるのか？」

「……ああ」

「そうか、そのうち詳しく話を聞かせてくれ。お前がその気になったらな。何かできそうなら協力してやる」

　ベルクは怪け訝げんな表情で俺を見た。まるで理解できないという顔だ。

「俺にも家族がいる。もし家族が殺されて、殺した奴がのうのうと生きていたとしたら俺も我慢できん。ただ、俺だって暇じゃないし安くない。まずはお前がここで果たすべきことを果たせ。俺がお前のために動いてもいいと思うくらいとことんやれ。俺を助けろ、そうしたら俺もお前を助けてやる」

「……わかった」

「男と男の約束だ」

　手を差し出すと、ベルクは俺の手を取った。固く握り、握手をする。

「よし。お前の経歴は？」

「元冒険者だ。ミスクロニア王国で生まれた。得意武器は斧おのと鈍器だ」

　ザッと鑑定眼でステータスを見る。レベルは25、申告通りに斧ふ術じゆつと鎚つい術じゆつがそれぞれレベル３、その他ほかに盾術が２、珍しいことに身体強化スキルが１ある。他にはメインで使ってはいなかったんだろうと思われる短剣術や投とう擲てき、格闘が１とか２とかだな。不屈って見たことのないスキルも持っているようだ。

「暫しばらくはよく食って、身体を動かして身体の調子を戻せ。そうしたら俺の私兵部隊に入れてやる。俺直属の遊撃部隊で、大樹海の魔物を狩り回る部隊だ。キツいぞ、死ぬなよ」

「ああ、わかった」

「じゃあ、面談は以上だ」

　俺の言葉にベルクは席を立ち、頭を下げてから退出していった。

「いいんですか？」

「生粋のクズじゃなければ立ち直ればいい。もしここでもやらかすなら魔物の餌えさにするだけだ」

　多分あいつは大丈夫だと思うけどな。他にもいるんだっけ、犯罪奴隷。全員がああいう奴やつなら……良くはないが、まだなんとかなりそうなんだがな。どうしようもない奴はまぁ、大樹海に消えてもらうとするか。縁もゆかりもない犯罪奴隷の命よりも勇魔連邦の国民のほうが大事だからな。





─☆★☆─






「お疲れ様」

　一通り面談を終えて領主館に帰ると、カレンが出迎えてくれた。彼女は羊獣人の女の子で、獣人三人娘の最後の一人である。いつもどこか眠たげな目をしていて、奇矯な言動の多い不思議ちゃんだが頭の回転は非常に速い。そして、フラムと同じくマールとメルキナに続いて俺の子供を身み籠ごもってくれた大事なお嫁さんである。背は小さいが、これでもれっきとした大人だ……俺と結婚したからな。彼女の年齢？　大人だよ？　この世界ではね。うん。

「安静にしてたか？　身体の調子はどうだ？」

「うん、見て」

　ふとカレンのお腹なかを見ると、服の上からでもわかるくらいぽっこりと膨らんでいた。

「!?」

「また蹴けった。元気」

　カレンが愛いとおしそうに自分のお腹を撫なで、頰ほおを染める。そ、そんな馬ば鹿かな!?　朝見た時はまだぺったんこだったのに……つわりだってまだ始まったばかりで……!?　獣人は出産が早いって言ってたけど、こんなにか!?

「うそぴょーん」

　俺が動揺して固まっていると、カレンは服の下から毛糸玉を取り出してブイッとピースをキメてくれやがった。クソッ！　騙だまされたッ！

「グォァーッ！」

「わー、タイシがオオカミになった」

　逃げようともしないカレンを抱き上げ、抱きしめてぐるぐると回る。いや、お腹の子供に良くないかもしれない。二回転くらいでやめておこう。抱っこしたまま首元に顔を埋うずめてスンスンしてやる。あー、なんかいい匂においするわー。

「タイシ、変態っぽい」

「いいじゃないか、可か愛わいい嫁さんを堪たん能のうさせてくれ」

「ゆるす」

　カレンを抱っこしたまま居間に向かう。居間に入ると、カレン以外の妊婦組がいた。

「タイシさんおかえりなさい」

「おかえり、タイシ」

「おかえりなさいませ、ご主人様」

「ただいま」

　カレンを下ろし、それぞれ抱きしめて頰にキスをしていく。マールとメルキナはもうつわりも治まって元気だが、フラムはつわりが酷ひどくてグロッキー気味のようだ。すっかり憔しよう悴すいしている様子のフラムの頭を撫でてやる。

「カレンは滅め茶ちや苦く茶ちや軽いよな」

「うん、軽い。でもやたらと唾だ液えきが出るしちょっと気持ち悪くなることもある」

「だよな……とにかく、あまり無理はするなよ」

「「「はい」」」

「カレンもだぞ」

「うん」

　素直に頷うなずくカレンの頭を撫でる。そうしていると結局全員集まってきて頭を撫でることになった。犬か何かか、君達は。

　その後は各所から戻ってきた嫁達と夕食を取り、いちゃついてからすぐに寝た。そうそう、こういう生活を俺は求めていたんだよ。ほどほどに働いて、嫁達とイチャコラして過ごす。これほど幸せなことはないね。








第二話　～ゲッペルス王国でデートをしました～









　白い、光に満ちた空間で目が覚める。ここはどこだ？

「……」

　寝転がったままボーッとしていると、誰かが俺の顔を覗のぞき込んできた。冗談のように整った顔立ちの美少女だ。見る角度によっては虹にじ色いろにも見える銀髪がサラリと俺の顔にかかる。神秘的、かつどこか浮世離れした雰囲気を放つこの少女の正体は『自称』この世界に残る唯一の真なる神、古代文明を滅ぼした邪神にして、今の世界を創つくり出した創生神。俺がリアルと名付けた女神である。

「なんだ、夢の中の逢おう瀬せとは随分とロマンチックだな」

「実体で行くとマールにいじられるからね」

　俺の顔を覗き込んでいた少女がそのまま俺の首元に顔を埋め、その小さな身体全すべてを使って覆い被かぶさってくる。俺もそれに応こたえて彼女の華きや奢しやな身体をそっと抱きしめた。

「神様が小娘を恐れてコソコソするなんて恥ずかしくないのか？」

「いいかい？　何事にも相性ってものがあるんだよ。特に、世界の法則たる神という存在はそういったものに強く影響されるんだ。ボクにとってあの娘は天敵だよ」

「……それらしいこと言ってるけど、単に苦手なだけだよな？」

「……あの子強すぎじゃない？」

「強いってか、お前のペースに全く吞のまれないのは凄すごいよな」

　駄神のペースに吞まれないだけでなく、こいつが赤面するような一言を的確に抉えぐりこむので攻防共に完かん璧ぺきである。

「それで、どうした？　ただ甘えに来たのか？」

「それでもいいけどね。ほら、妊婦に対する転移魔法の安全性について気になってたみたいじゃないか。だから教えてあげようと思ってね」

「それでわざわざこれか。そりゃ頭が下がるな、ありがとう」

　小さくて柔らかな身体からだをぎゅっと抱きしめる。なんだかんだいってこいつはこういう可愛いところがあるんだよな。

「な、なんか素直に喜ばれるのも慣れないね」

「まぁその、俺も慣れない。でもお前も俺の……な？」

「ぐぬぬ……」

　互いに抱き合いながらも顔も合わせられない。あー、頰が熱い。ここって夢の世界みたいなもんだと思うんだけど、しっかり頰が熱くなったりするんだな。

「と、とにかく。影響だけど、やっぱりあまり良くないね。即アウトってわけじゃないけど、控えたほうがいいよ。寒さや暑さ、飢えなんかのストレスは母体が胎児をある程度守ってくれるけれど、転移魔法で胎児にかかるストレスは母体の保護を無視して直接かかるからね。よほどやむを得ない状況を除けばやめておいたほうがいい」

「そうか、わかった。やっぱ良くなかったか」

　リアルの腰の辺りをスリスリと撫でながら考える。こいつもそうなんだろうか？

「あ、いや、その、まぁ、うん」

　ボッ、と効果音が鳴りそうなくらいリアルの顔が真っ赤になった。おお、いいぞその反応。実に新鮮だ、そそる。

「で、でも今はそれどころじゃないからね！　ボクはコントロールできるし、そうはならないよ！　そういうのはキミがちゃんと神になってからね！」

「ほう、神になれば産む気はあると」

「ちょっ、手付きがやらし……っ!?」

「まぁまぁまぁまぁまぁ」

「どこ触って……脱がすなぁっ!?　うわ……わぁっ!?」
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「はぁ……」

　朝食の席で焼き立てのパンに野の苺いちごのジャムを塗りながら嘆息する。朝から色々とやりすぎた。だるい。あいつと致すとエロ漫画みたいになるからほんと危ない。人間の身体はそんなに出るようにできてねぇから。干からびるわ。

「朝から大きな溜ため息いきですね、タイシさん」

「ああ、なんか朝からちょっと疲れてな」

　昨晩は週に一度の一人寝の日で良かった。誰だれかと同どう衾きんしてたら危ないところだったな、色々と。生活魔法の浄化を使って証拠は完璧に隠滅済みだ。

「ふーむ……？」

「あぁー……」

　マールが後ろから俺の両肩に手を置き、魔力を流し込んで極めてゆっくりと循環させ始める。急激にやると気持ち良すぎて頭がフットーしちゃうよぉ！　状態になるこの魔力循環だが、極めてゆっくりな速度で循環させるとマッサージのように作用して大変気持ち良い。

「なんか起き抜けにしてはこう、精気が薄くありません？」

「よぐわがんにゃいです」

　惚とぼけておく。まさか夢の中でリアルとイチャコラしていろいろ放出したとか言いたくないし。黙秘だ、黙秘。しらばっくれるのだ。

「うーん？　まぁ、タイシさんがそう言うならいいです。今日は布類の受け取りがありますけど、誰か連れていきますか？」

「んー、金額はもう決まってるんだろ？　なら一人で現金だけ持ってサクッと回収してくるかな」

「お姉さまの屋敷がピドナにありますから、私も連れていって欲しいですわ。暫く顔も出していませんし」

　ネーラが半熟卵を食べる手を止めてそう言う。彼女はエッグスタンドを使ってスプーンでお行儀よく半熟卵を食べるんだよな。殻をバリバリ剝むいて一口で食う俺とはやはり育ちが違う。

　ちなみに、エッグスタンドを使うのはネーラとティナとフラムの三人だけである。マール？　俺と同じく手で殻を剝いてむしゃむしゃするよ。

「お、そうか。じゃあティナも行くか？　たまには気分転換に外に出ようぜ。ネーラもティナもいつも領主館で政務漬けじゃ参ってしまうだろ？」

「でも、政務が……」

「大丈夫ですよ、私がやっておきますから！」

「妾わらわも手伝おうかの」

「微力ながら、私も手伝います」

　顔色を曇らせるティナをマール達がフォローする。普段はマールとティナとネーラの三人で政務を回しているのだが、今日はネーラとティナが抜ける穴をクスハとフラムが埋めてくれるようだ。特にティナは普段から領主館に缶詰になって仕事をしてくれているからな。こういう機会に羽を伸ばさせてやりたい。

「良いのでしょうか？」

「勿もち論ろんです。今日はたくさんタイシさんに甘えてきてください」

「ほほ、ティナは主あるじ殿に甘えるのが下へ手ただからの」

「私はお姉さまとゆっくりお茶でも飲みますから、今日はタイシと二人でゆっくりとデートでもしてくるといいですわよ」

　ネーラがそう言いながら俺の顔を見てニヤニヤする。マジか、ピドナとか前に少し酒屋とか雑貨屋巡っただけでオススメのデートスポットとか何もわからんぞ。ううむ、ノープランで行くしかないか？　うーむ……おお、閃ひらめいた！

「よし、任せておけ。ワクワクすること間違いなしのデートにしてやろう」

　きっとティナも気に入るはずだ。間違いない。

　朝食を済ませて外行き用のドレスに着替えに行くネーラとティナを見送りながら、俺も自室に向かいながらストレージの中身を確認する。うーん、どれも今一つ今回の目的に合わないな。いっそ全部向こうで揃そろえるか？

　あー、冒険者カードどこやったっけな？　暫しばらく使ってないからどこにいったかわかんねぇなこれ。いいや、再発行するか。二重登録とかできるのかね？

　俺は俺で何を着ていこうか迷う。ネーラのお姉さんとその旦だん那なとも顔を合わせるわけだし、あまりラフすぎる格好も良くないか。うーん、そうだな。クスハに仕立ててもらった詰襟で行くか。色を黒で統一してもらったからどことなく学ランっぽさもあるが、前に着た時にはマールやフラムにも好評だったから大丈夫だろう。帽子は苦手だからいいや。これにマントを羽織れば……なんだろう、この溢あふれる大正感。腰にずっと前に作ったミスリル製の刀を提げて、制帽を被ると……某ゲームの悪魔召喚士かな？　流石さすがにここまでやるとコスプレの領域だな。やめやめ。

　詰襟にマント、ちょっと装飾を凝らしてあるミスリル剣でいいだろう。ああ、義ね姉えさんの旦那さんはどんな人なのかね？　うーん、手土産は……同型のミスリル剣でいいかな。俺の作った刀剣は大だい氾はん濫らんの時にカレンディル王国だけでなくゲッペルス王国やミスクロニア王国にも出回って、かなり重宝されたらしいし。きっと喜んでくれるはず。

「タイシ、どっちのドレスが……？」

　と、悪魔召喚士スタイルのままミスリル剣を品定めしていたら二着のドレスを手に持ったネーラがノックもなしに入室してきた。振り返ってみると、何な故ぜか俺を見て固まっている。

「どうした？」

「そ、その、とても似合ってますわ」

「そうか？　前に見せたことなかったっけ。帽子は苦手だから置いていこうと──」

「そのままで」

「えっ」

「そのままで。衣装の調和を乱すような着こなしは良くありませんわ」

「あっはい」

　物もの凄すごい気迫に思わず頷く。そうするとネーラは持っていたドレスをベッドの上に放ほうり捨て、俺の周りをぐるぐる回りながら頭の天てつ辺ぺんから足の先まで仔し細さいにチェックし始めた。やだ、目がマジだ。ちょっと怖い。

「見たことのないデザインですわ……この肌触り、クスハさんの織ったものですわね？　クスハさんがこれを？」

「いや、俺の住んでた世界のデザインだな。結構前にクスハが目新しいデザインがないかって相談してきたから、俺が教えて作ってもらった」

「他ほかにもありますの？　女性用は？」

「ええと、クスハが知ってるんじゃないかな？」

「そうですか。では聞いてきますわ」

　走ってるわけじゃないのに凄い速度でネーラが退室していく。うーん、急いでいても優雅。これがマールならドタバタと走っていくところなんだろうが、流石は生粋のお姫様だな。いや、マールも生粋のお姫様なんだけどね？

　このままのスタイルで行けと言われてしまったので、仕方なくこの格好のまま居間へと戻る。

「あら、凛り々りしいわね」

「ふわぁー……」

「かっこいい」

　居間に残っていたエルミナさんとシータン、カレンにばっちり目撃されてしまった。エルミナさんはテーブルでシータンと何か話し合っていたようで、カレンはソファにぐでーっと寝そべっている。カレンはつわりはないって言ってたけど、身体がダルいのかな？

「衣装に着られてる感があるんだけどな」

　帽子を取り、テーブルの上に載せてエルミナさんとシータンと同じテーブルの席に着く。普段マントなんて着用しないからこういう時どうすればいいのかわからんな。脱いでどこかに掛けるべきなのかね？

「そんなことないわ、似合ってるわよ。その凛々しい黒衣はタイシくんの黒髪にピッタリね」

　エルミナさんの評価にシータンとカレンは無言でコクコクと頷うなずいている。カレン、いつの間にこっちに来たんだ。自分では微妙かと思ってたけど、皆が似合うって言ってくれるならいいかな。

「ペロンと一緒に作った変な鎧よろいよりもずっと威厳がある」

「なん……だと……？」

　カレンの言葉に愕がく然ぜんとする。新型魔王鎧よりも詰襟バンカラスタイルのほうが威厳があるだと……？　そ、そんな馬ば鹿かな。あれは俺とペロンさんの渾こん身しんの作だというのに。噓うそだと言ってよバーニィ。

　俺が三人の評価に戦せん慄りつしている間にティナとネーラも居間に現れた。

　今日のティナはマールと同じ鳶とび色いろの髪を下ろしてちょっと大人っぽいヘアスタイル。それに白を基調とした清せい楚そなドレスを着こなし、お姫様というよりは落ち着いた大人の女性を演出している。

　対してネーラは長く美しい金髪を活動的なポニーテールにして、まるで大正時代の女学生のような袴はかまスタイルだ。矢や絣がすり模様の上着に濃い赤の袴、そして革のブーツ。うん、ハイカラですね。というか金髪に女学生スタイルはどうなのよ、と思ったけど似合うな。ネーラが美人だから何着ても似合うだけかもしれんけど。

「二人とも綺き麗れいだ。このまま絵にして残したい」

「ふふ、ありがとうございます。旦那様も凛々しくて素敵ですよ」

「絵、いいですわね。今度肖像画でも描かいてもらいましょうか」

　ああ、やはり記録結晶の確保か写真機の開発は急務だな。こういう大事な瞬間を是非残していきたい。しかし今はやるべきことをやらねばならんな。テーブルの上に置いておいた制帽を被かぶり、席を立つ。

「それじゃ、俺達はピドナに行ってくる。確か引き渡し場所は昨日と同じだったよな」

「はい、ピドナの王国軍駐屯施設に集積してあるそうです」

　魔力を集中し、メニューからマップを開いて移動先を指定する。三人なら転移門じゃなくて直接の転移で大丈夫だな。両腕でそれぞれティナとネーラの腰を抱く。

「いってらっしゃい、気をつけてね」

「いってらっしゃいませ！」

「いってらー」

「行ってくる。お土産に期待しててくれ」

　エルミナさん達に見送られながら俺達はゲッペルス王国の首都、ピドナへと転移した。
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「うう、この感覚はやはり慣れませんわね」

「そうですね、なんだかゾワゾワします」

「わかる」
















　一瞬の視界の暗転と浮遊感、そして目の前には昨日ぶりのゲッペルス王国軍駐屯地。うーむ、兵士達の視線が凄すごい。突如現れてびっくりしたというのもあるんだろうけど、それ以上にティナとネーラが目を引いてるんだろうな。二人とも可か愛わいいからね。でもこれは俺のだ、やらん。

「勇魔連邦のタイシだ。物資を引き取りに来た、案内してくれ」

「は、はっ！　少々お待ちください！」

　あとの流れは昨日と同じである。今日も担当はルトナー氏だった。この人はゲッペルス王国で俺担当ということにされたんだろうか？　聞いてみた。

「はっ、当面の勇魔連邦関係の案件は私が担当することになっております」

「そうか、じゃあ付き合いが長くなるかもしれないな。これからよろしく頼むよ」

「こちらこそよろしくお願いいたします。ご婦人方もどうぞお見知りおきを」

　うーん、身のこなしにそつがないというかなんというか、これが瀟しよう洒しやってやつなんだろうな。俺もこんな立ち居振る舞いができれば男が上がるのかもしれないが、無理だな！　やはり立ち居振る舞いの稽けい古ことかするべきなんだろうか。いわゆる礼儀作法ってやつ。今度マールに相談してみるか。

　ルトナー氏に案内されて現物を確認し、代金を払って契約書にサインをする。契約書についてはティナとネーラの二人にもよく確認してもらったが、特に問題はなかった。ゲッペルス王国は布を提供し、勇魔連邦が対価を貨幣で支払う。ニコニコ一括現金払いである。

「では、これで失礼する。妻達と一緒に義あ姉ねの邸宅を訪ねる予定でね」

「奥様の……よろしければ馬車を廻まわしましょうか？　すぐにご用意致しますし、先触れも出しますが」

　ふむ、馬車と先触れか。確かに必要なのかな？　ネーラとティナに視線を向けると二人とも頷いていたので、ルトナー氏に馬車と先触れを頼むことにする。ネーラから義姉さんの屋敷の場所が告げられ、早馬に乗った兵が凄い速度で駐屯地を走り去っていった。

「義姉さんとその旦那さんってどんな人なんだ？」

「お姉さまは、そうですわね……優しい方ですわよ。義に兄いさまは……情熱的な方ですわ。ゲッペルス王国の使節団がカレンディル王国に訪れた際に開かれたパーティでお姉さまに一ひと目め惚ぼれして、それはもう熱烈に求婚したのですから」

「へぇ、そりゃまたなんというか、剛ごう毅きな人だな」

　ネーラのお姉さんということは、カレンディル王国の第一王女である。その第一王女に一目惚れして熱烈に求婚とは……なかなかブッ飛んでるな。普通は身分差とか職務とか柵しがらみとかが邪魔してそうそう行動に移せないと思うんだが。割と猪ちよ突とつ猛もう進しん気味な人なのだろうか。

　そんな話をしながら待つこと数分でそこそこ豪華な箱馬車が到着し、ルトナー氏に別れを告げて馬車に乗り込む。ネーラに聞いてみると、どうやらここから馬車で二十分くらいはかかるらしい。歩いていこうとか言わなくて良かったな！　俺はともかく、二人にはキツそうだ。

　異国情緒溢あふれるピドナの風景を楽しみながら馬車に揺られる。ゲッペルス王国は東西に広い領土を持っていて、地域によって建築様式やファッションがかなり異なる。西側には不毛な荒野が多く、日干し煉れん瓦がを使った建築が主流だ。人々の格好も元の世界で言うところの中東風な感じで、白いローブのような服装にターバンを巻いている人が多い。逆に中央部から東部にかけては肥ひ沃よくな平野や穏やかな丘陵が多く、建物の建材も石材を使ったものが多い。服装に関しては男性はシンプルなシャツとパンツ、女性は赤いワンピースドレスを着ている人が多いな。流は行やりなのだろうか？　民族衣装とかかな？

　馬車で街の風景を楽しんでいる間に偶然お目当ての建物を見つけたので、マップにマーキングしておく。ネーラのお姉さんに挨あい拶さつを終えたらティナとデートだからな。だいたいあの施設の周辺には必要なものが揃う店が集まっていることが多いから丁度いいだろう。

　馬車は大通りを進み、程なくして貴族街らしき区域に辿たどり着つき、更に奥に進む。そうして辿り着いたのは中々に大きな邸宅だった。門構えも立派だし、敷地面積もかなり広い。庭も手入れが行き届いているな。

　馬車を降りて門を潜くぐると、俺達を出迎えるように大勢のメイド達が前庭に立ち並んでいた。

「大歓迎じゃないか」

「当然ですわ。彼女達にとって私達は主人の奥方の妹とその夫ですもの」

「そうですね。それに私とネーラ姉様は嫁いだ身とは言え元王族ですし、タイシさんも勇魔連邦の国家元首ですから」

「……おお、そういえばそうなのか」

　勇魔連邦は新興国家とは言え、ミスクロニア王国とカレンディル王国の姫が嫁いで成立した国だ。

　両国が後ろ盾となっていると考えるのが自然であるし、事実良い関係を築いている。それに国家元首である俺はゲッペルス王国の人間にとっては泣く子も黙る暴虐の化身である。丁寧な対応になるのも当然といえば当然なのか。自覚が全くなかったぜ。

　壮年の執事に先導されて屋敷の扉の前に立つ。うーん、なんか少し緊張するな。

　扉が開かれると、玄関ホールには二人の男女が佇たたずんでいた。一人はどこかネーラと似た雰囲気の綺麗な女性で、もう一人は……一見小さな男の子である。童顔で、多分俺より頭一つ半くらいは背が低い。素直に言えば、まだ十五歳にもなっていない男の子にしか見えない。

「初めまして、勇者殿。お会いできて嬉うれしいです。私の名はヘリアン＝ベルン＝オーフェルヴェーク。ゲッペルス王国で伯爵位を賜っています。どうぞよろしく」

「私はレイレーラ＝ベルン＝オーフェルヴェーク。ヘリアンの妻です。カリュネーラの姉でもありますわ。よろしくお願いしますね？」

　マジか。この小さいのが旦だん那なさんで、しかも伯爵なのか。確かに子供にしては大きすぎるし、義理の弟って距離感でもないとは思ったけどマジか。と、びっくりして固まっていると左右から肘ひじでつつかれたので、咳せき払ばらいをしてから自己紹介を始める。

「ええと、タイシ＝ミツバです。爵位は特にありませんが、勇魔連邦の長おさです。どうぞよろしく」

「私はティナーヴァ＝ブラン＝ミスクロニアです。元ミスクロニア王国の第二王女で、今はタイシさんの妻です」

　うん？　ティナの自己紹介を聞いて一つ疑問が浮かんだ。

「こっちの世界だと名字──あー、家名ってどういうタイミングで改めるんだ？」

「普通は結婚した時に、ですわね」

「ということは？」

「あ、ええと……ティナーヴァ＝ミツバです」

「私もカリュネーラ＝ミツバですわ。あまりこうやって名乗ることはありませんから、まだまだ慣れませんわね」

「初々しいわねー」

　レイレーラさんが頰ほおに手を当ててにこにこしている。ああ、なんかネーラとはだいぶ雰囲気が違うな。なんかフワッとしてる。

「立ち話もなんだ。お茶でもいかがかな？」

「ご馳ち走そうになります」

「勇者殿、私を相手にそんな丁寧な言葉遣いは必要ないよ。なんせこんなナリだしね」

「あー、まぁ、その。そういうことなら、遠慮なく。俺もそういうのは苦手なんで、そちらも楽な言葉で頼むよ」

「勿もち論ろんだとも。世に名だたる英雄が僕の義理の弟になるなんてね。正直に言うとその話を妻から聞いた時は嬉しさのあまり飛び上がったくらいさ。僕はほら、こんなだろう？　昔から英雄譚たんには目がなくてね」

　前を歩くヘリアンが大げさに身振り手振りをしながら目を輝かせる。後ろではレイレーラさんとネーラ達が何か話しながら楽しそうにしていた。

「そうか、なら喜んでもらえるかな。実は手土産に俺の打ったミスリル剣を持ってきたんだ」

　ストレージから鞘さやに収まったままのミスリル剣を取り出して見せると、ヘリアンは剣を見て立ち止まり、たっぷり五秒くらい固まった後に喜びを爆発させた。

「本当かい!?　本当にいいんだね!?　ああ、嬉しい！　凄く嬉しいよ！　天にも昇る気分とはまさにこのことだ！　この剣はオーフェルヴェーク家の家宝にするよ！　今日は抱いて寝よう！　わぁい！」

「お、おう。そこまで喜ばれるとは思わなかった」

　剣を胸に抱き、柄つかに頰ずりしながらぴょんぴょんと飛び跳ねるヘリアンには流石さすがの俺もドン引きである。

「あら大変、私の旦那様が貴女あなたの旦那様の剣に寝取られてしまいそう」

「何を言ってるんだレイラ！　君が一番だよ！」

「でも、今日は私ではなくその剣を抱いて寝るのでしょう？」

「それは言葉の綾あやってやつさ！　剣と君、比べるまでもないじゃないか！」

「うふふ、ありがとう。流石は私の旦那様ね」

　そう言ってレイレーラさんがヘリアンを抱きしめ、額にキスをする。レイレーラさんは結構背が高め、ヘリアンは子供みたいな背丈だから立ったままだとあれが限界なんだろうな。

「砂糖を吐きそうですわ」

「ネーラさんもタイシ様と同じようなことをしていますよ？」

「その言葉、そっくりそのまま返しますわよ」

　確かに、屋敷だとあれくらいのスキンシップはしょっちゅうだな。というか、俺がよく膝ひざ枕まくらとかを所望するからね。俺は甘えたり甘えられたりするのが大好きだからな。はっはっは。

　程なくして落ち着いた雰囲気のリビングに到着する。調度品はどれも高品質でありながらギラギラとしたところのない趣味の良いものばかりで、この館やかたの主あるじのセンスを感じさせる。ヘリアンのものか、それともレイレーラさんのものかはわからないが。

　席に着くと、すぐに紅茶とクッキーのような焼き菓子がテーブルの上に用意された。うん、美お味いしい。

「今日はゆっくりしていけるのかい？　良かったらタイシ殿の武勇伝を是非聞かせて欲しいな」

「あー、すまない。挨拶を終えたらティナとデートに行こうかと思っててな」

　ティナに視線を向けると、彼女は微ほほ笑えみながらうっすらと頰を染めた。ここのところずっと働き詰めだったし、楽しんでくれるといいんだけどな。

「それは残念ね、私も聞きたかったのに。ネーラはゆっくりしていけるの？」

「ええ、お邪魔しては悪いですもの。お姉さまの都合が良ければ一緒にお買い物に行きたいですわ」

「タイシ殿が出掛けて、レイラまで妹殿に取られてしまったら僕は一人になってしまうじゃないか！」

　大げさに嘆くヘリアンにネーラが口の端をわずかに持ち上げる。ネーラ、悪い顔になってる、悪い顔に。お前は乙女ゲーの悪役令嬢か何かか。

「大丈夫ですわ。お義兄さまは忙しくてそれどころではなくなりますから」

「どういうことだい？」

「勇魔連邦ではまだ布の生産体制が整っておりませんの。差し当たって緊急に必要な分についてはゲッペルス王家を頼りましたが、これからもずっとそうするわけにはいきません。そこで、オーフェルヴェーク家を頼ろうかと思いまして」

「それはつまり、勇魔連邦に卸す糸や布の商いをうちに任せるってことかい？」

「そういうことですわ。ね？」

「ああ、可能であれば」

　ネーラの言葉に頷うなずく。勇魔連邦としても生活必需品と言える布や糸が安定供給されるようになるなら助かるし、個人的にもネーラの親族とはしっかりとしたコネクションを持っておきたい。血の絆きずなというのは強固なものだが、その上で金銭的な繫つながりもあればその関係は盤石なものとなる。

「勿論可能だよ！　うちの領地の特産品は羊毛と亜あ麻まなんだ！　知っているかもしれないけれど、大樹海からも結構近い位置なんだ！　こちらから頼みたいくらいだね！」

　聞いてみると、大樹海に隣接した位置に領地があるらしい。クローバー侵攻軍が大樹海の突入路を切り拓ひらいた位置からは離れているが、大樹海に近い位置ってのは都合がいいな。

「大樹海横断街道の影響でオーフェルヴェークの領地でも隊商が減っていましたの。旦那様が王都に詰めているのも、領地の産品をどうにか王都方面で売れないかと動き回るためでしたのよ？」

「レイラ、やめないか。そんなことはタイシ殿達には関係のない話だ」

「あら、恨み言の一つや二つは言っても良いのではなくて？」

「それはお門違いというものだよ。タイシ殿は自らの民のために最善手を打っただけだ。その煽あおりを受けて損をしたからと文句をつけるのは僕の流儀じゃない」

「そうね、ごめんなさい。ね、かっこいい旦那様でしょう？」

　顔を綻ほころばせながらへリアンを抱きしめるレイラ、中々のサイズのお胸に小さなお顔が埋まって暴れるも、離してくれず諦あきらめるヘリアン。なにそれ羨うらやましい。帰ったらクスハかフラムにやってもらおう。

「痛いです」

「随分熱心に見てましたわね？」

「そういうのは良くないと思います」

　左右から抓つねられた。

「ああいうのも実にいいと思って見ていただけだ。帰ったら二人にやってもらおうかな？」

「そ、それはまぁ、そう言うなら吝やぶさかではありませんけれど」

「私ので足りるでしょうか……」

　何かを言うとろくなことにならなそうなので沈黙しておく。こういう時は慰めの言葉をかけたつもりでも地雷を踏みぬく可能性が高いからな。俺から言わせてもらえば大きければ大きいに越したことはないけど、小さいのは小さいので大好きだから気にしないで欲しいと思う。大きさに関係なくおっぱいは男を救うのだから。

「さて、それじゃあ短い時間だったけど俺とティナはここらで一度御お暇いとまさせてもらおうかな。そうだな、夕方頃ごろに迎えに来るよ」

「わかりましたわ」

「夕食は食べていってくれるのでしょう？」

「ええと……」

　ティナとネーラに視線を向けると二人とも頷いた。

「ご迷惑でなければ」

「勿論迷惑だなんてことはないわ！　うふふ、楽しみね」

「布の件については私がお義に兄いさまと詰めておきますから、お二人ともごゆっくり」

「わかった、ありがとうな」

「ありがとうございます、ネーラ姉さま」

　二人で礼を言ってリビングから退室する。ヘリアン？　レイレーラさんの胸で息絶えてたよ。いや、生きてるとは思うけど精神はどっかに飛んで逝ってたね、間違いない。

「今日はどこに連れていってくれるんですか？」

「多分、ティナが一度も見たことがない場所だな。ワクワクドキドキするぞ、きっと」

「うーん？」

　ティナが首を傾かしげる様子にほくそ笑みつつ、馬車を出してもらうのも断ってオーフェルヴェーク家を出る。どこか良い場所は……あったあった。ティナを連れて屋敷の敷地と敷地の間にある人通りの少ない細い路地に入り込んだ。

「えっと、タイシ様？」

「いいか、ティナ。ここから先は俺を様付けで呼ぶのは禁止だ。それ以外なら好きに呼んでいい。呼び捨てでもいいし、マールみたいにさん付けでもいい。ただ、様はダメだ」

「？　はい、わかりました」

「あとは……まぁいきなり立ち居振る舞いを変えるのは無理だよな。まぁそこは適当にいこう」

「はい、あの話が見えないのですが……」

「まずは服と装備だな……」

　ストレージを操作し、詰襟にマント、制帽にミスリル刀のスタイルから地味で丈夫なリネンのズボンとシャツに着替え、鉄製のダガーだけを装備する。うん、どこからどう見てもそこらにいる貴族の従者って感じになっただろう。

　急に地味な服装になった俺を見てティナの目が丸くなる。

「ではお嬢様、お召し物を買いに行きましょうか」

「え、ええと？」

　ティナの手を取り、予あらかじめ開いてあったマップからマーキングした地点へと転移する。

「ここは……？」

「ピドナの中心街、冒険者ギルドの近くさ」

　路地裏からティナを連れ出して辺りを見回す。お、あの子供がいいかな。すぐ近くで人の流れを見ていた少し小汚い感じの子供を手招きして呼び寄せる。あんまり幼すぎてもダメだからな、恐らく十三かそこらくらいの子供を選んだ。

「なんだい、にーちゃん」

「こちらのお嬢さんを目立たない格好にしたいんだ。冒険者御ご用よう達たしの服屋に案内してくれるか？　高くてもいいから質の良い服を扱ってるとこな」

　懐から取り出すふりをしてストレージから取り出した大銅貨を見せながらそう言うと、子供はニヤリと笑って手を差し出してきた。その手に大銅貨を握らせ、歩き出した子供の後を追う。勿論、はぐれないようにティナの手を握りながらだ。

「あの？　タイシ……さん？」

「今日のデートは一日冒険者体験ってのを考えてるんだ。どうだ？　ワクワクしないか？」

　困惑を宿していたティナの瞳ひとみがやにわに輝きを帯び始める。

「……ワクワクします！」

　胸の前で拳こぶしを握って鼻息荒くフンスフンスし始めるとやっぱりマールの妹だなぁって思う。なんかこう、犬耳と尻しつ尾ぽが幻視できそう。

「ここだよ、にーちゃん」

「おう、ありがとな」

　少年を見送り、大通りに面した中古服屋に入る。見た感じどの服もちゃんと綺き麗れいに洗ってあるし、ほつれなんかも几き帳ちよう面めんに直してある。この店は当たりだな。

　おばちゃん店員に冒険者向けの丈夫な服の上下を選んでもらい、それぞれ着替える。

「ちょっと地味ですね」

「パーティーに行くわけじゃないから地味なほうがいいのさ」

　可か愛わいい＝目立つだからな。普通の冒険者稼業を体験するならそういうのはちょっと選べない。マールが派手で可愛いドレスアーマーを着てたのは大だい氾はん濫らんの戦場で味方の騎士達がわかりやすいよう目立つ必要があったからだからな。

　おばちゃんに代金を支払い、今まで着ていた服はストレージにしまいこむ。やっぱりこういう収納系の能力は珍しいのか、おばちゃんが感心していた。

「次は防具だな」

「はい！　でも、武器じゃないんですか？」

「武器よりも先に防具を揃そろえたほうがいいな。剣帯とか矢筒とかを先に買って鎧よろいと合わなかったら二度手間だし」

「なるほど」

　次に向かったのは二軒隣の防具屋である。中古服屋のおばちゃんのオススメなので、恐らく品質に問題はあるまい。

「うっ、独特の臭においがしますね」

「革と鉄の臭いってやつだな」

　ここでも店主お薦めの品を聞いてみる。この世界に来たばかりの頃ころとは違って金に余裕はあるので色々見せてもらったが、魔物素材の防具が高いな。聞いてみると、ゲッペルス王国ではあまり強力な魔物が出ないので、魔物素材の革鎧はお高くなるらしい。逆に金属製の鎧のほうがお手軽感があるくらいだ。

「どれがいいでしょうか？」

「ティナは身軽なほうがいいだろうな。体格的にも、体力的にもガチガチの金属装備で固めるのは無理があるし」

　トロール革のソフトレザーアーマーがあったので、本当はこれがいいんだが……調整に時間がかかるからな、こういうのは。牛革のソフトレザーアーマーがいいだろう。

　俺は冒険者としては一般的な体格なので、色々選べる。まぁ、そこまで頑丈な装備は要らないな。というわけで俺のほうはチェインメイルと牛革の鎧の裏地に長方形の金属片を打ち付けて作った鎧──所いわ謂ゆるブリガンダインを選ぶことにした。クロースアーマーの上にチェインメイルを着込み、その上にさらにブリガンダインを装備する。上腕を守るハードレザーのプロテクターや篭こ手て、爪つま先さきに金属を仕込んだレザーブーツも購入する。

「動きづらいところとかないか？」

「大丈夫です！　いっきにそれっぽくなってきましたね」

「まぁ本物だからな」

　それっぽくも何も、ガチの本物の防具なんだからそれらしく見えるのも当たり前である。次は武器屋へと向かう。これも防具屋の店主のオススメ以下略だ。

「ティナは何か武器の扱いは習ったことがあるのか？」

「うーん、一応護身術として少しだけ剣を習いましたけど……」

「身にならなかったのね」

「はい……」

「マールも最初はへっぴり腰だったんだぞ。ゴブリンと戦って漏らしたりもした」

「もっ……ぷふっ！」

　ティナが驚きよう愕がくの表情をしたあとに噴き出す。まぁうん、あまり触れてやるなよ。あと俺から聞いたとか絶対に言わないで欲しい。間違いなくやべーことになる。

「うーん……」
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　久々にティナのステータスを見て思わず唸うなる。見事に戦闘向きのスキルがない。水魔法がレベル２なのがせめてもの救いか。

「魔法の発動補助効果のある武器がいいな」

　となると、最低でも魔鉄、できればミスリルを使用した武器である。刃筋を立てるのは難しいと思うので、鈍器が良いだろう。数々ある武器の中から俺が選び出したのは──。

「これはメイスですね？」

「うん、メイスだ。ミスリル製の逸品だな」

「うーん、やっぱり私は剣のほうが……」

「いやいや、鈍器はいいものだぞ？　実用的で、大概の生物に有効で、扱いも刃物に比べれば比較的容易だ。何より頑丈で、切れ味の鈍りや刃こぼれを心配する必要がない。それにこれはミスリル製だから魔力の伝導性も高い。魔法も使うなら良い選択だと思う」

　俺の説明に納得したのか、ティナはミスリルのメイスを買うことに決めてくれたようだ。俺の武器？　剣ならなんでもいいんだが、ポキポキ折れるのは困るんだよな。そうなるとミスリルか？

「お、これにするかな」

「兄さん、そいつは展示用の品なんだが……」

　俺が選んだのはバカでかい刀身の大剣だ。普通の鋼鉄製だが、幅は広く、刀身も分厚い。一応刃はついているようだが、鈍いな。重さで叩たたき切る感じか。

「タイシさん、それは街中を歩く時に邪魔では？」

「む、それは確かに」

　片手で持って重心を確かめているとティナにそう言われたのでやめておくことにする。別に一日冒険者体験って言ってもこんな武器が必要になるような相手と戦うつもりはないしな。

「じゃあどうっすっかな……これでいいか」

　俺が選んだのは大型のファルシオンである。峰がまっすぐで、切っ先に行くに従って幅広になっていく片刃の刀剣だ。普通は短めに作られるものだが、これは中々長大な作りだな。質はそんなに良くもないが、研ぎは悪くないし頑丈そうだ。

「なんだかこう……悪そうな剣ですね」

「悪そう!?」

「山賊っぽい感じが……」

「ああ、うん……いかにも蛮刀って感じだよな、ファルシオンって」

　確かにこういう扱いが楽で、刃が鈍っても重さで叩き切れるからメンテナンスをサボってもそこそこ使える武器っていうのは山賊とかに好まれるんだよな。とにかくこれで装備は揃った。どこからどう見ても今の俺とティナは駆け出し冒険者……というのはミスリルメイスのせいで無理があるかもしれないが、とにかく見た目だけは冒険者である。

「じゃあ、満を持して行くか」

「……はい！」

　メイスを握りしめてフンスと鼻息が荒いティナを宥なだめ、メイスを腰からぶら下げるように言いつけてから武器屋を出る。街中で抜き身の武器を握りしめて歩いてたら完全に不審者だからな。

　武器屋から少し離れた場所にあった冒険者ギルドに入る。うん、冒険者ギルドっていうのはどこも似たような造りなのかね？　入って正面に長いカウンター、右に掲示板、左手のほうは酒場が併設されている。出入り口に居座っていても邪魔なので、俺はすぐにカウンターへと向かった。向かうのは、真正面の新規登録受付カウンターである。依頼状の張り出された掲示板に近い右側が依頼の受付カウンターで、左手側は依頼終了の報告カウンターであるようだ。やっぱり造りはどこも同じようなもんなんだな。

「冒険者の新規受付ですか？」

「ああ。俺は経験者なんだが、暫しばらく活動してなくてな。冒険者カードも紛失してしまったんだが、新規登録でいいのか？」

「再発行できますが、手数料は銀貨五枚ですね」

「別に金は惜しくないんだが……いい意味でちょっと俺の名前は有名すぎてな。色々と面倒事は避けたいから新規発行、ってのはアリなのか？」

「お受けいたしかねます」

「ですよねー。じゃあ俺は再発行で、こっちのティナは新規登録だ。ただ、一つだけ約束して欲しいんだが」

「はい？」

「騒がないでくれ、いいな？」

「はぁ……？　と、とりあえず再発行申請書と新規登録申請書にご記入いただけますか？」

「あいよ」

　俺は自分の名前を書き、ティナには正式名称ではなくティナとだけ書くように言っておく。ええと、最後に冒険者として活動した場所……？　多分カレンディル王国の王都アルフェンだな。前にマールとデートした時には身分証として提示はしたけど、冒険者ギルドで活動はしなかったし。

　ええと、得意な戦闘方法？　剣と魔法でいいか。

　ティナの新規登録用紙を覗のぞき見みてみると、得意な戦闘方法は水魔法と書いてあった。うん、まぁ妥当だな。出身地はミスクロニア王国、と。問題はなさそうである。

「書けたぞ、これを頼む」

「はい……はい？」

　受付のお姉さんが俺の顔をガン見してくる。うん、まぁそうなるよね。

「あの、再発行手続きで虚偽記載をして、他人の冒険者カードを発行しようとすると結構な罪になるのですが……それをわかってのことですか？」

「そうなのか？　それは知らなかったが、俺には何も後ろ暗いことはないぞ。血液で魔力照合すればわかるよな？」

「は、はい……只ただ今いま照合機を用意します」

「お姉さん、大事にならないように頼むぞ」

「ええと……鋭意努力します」

　受付のお姉さんが頰ほおを引き攣つらせながらカウンターの奥へと消えていく。

「大事にしないようにってのは無理だと思いますが……」

「いやぁ、まぁそうかもしれないけども」

　二度も王城を襲撃し、過去には大氾濫の撃退で八はち面めん六ろつ臂ぴの活躍をした人が『身分証なくしたんで再発行してください』とかいきなり訪れてきたらびっくりするよな。多分騙かたりもそこそこいるだろうし、騙りに正規の身分証を発行したりしたら大問題だ。かといって、露骨に疑って機嫌でも損ねたらそれはそれで大事である。相手は単身で王城に殴り込みをかけて無事に生きて帰ってくるやべー奴やつである。もしかしなくても冒険者ギルド壊滅の危機だ。

「お、お待たせしました。お二人とも、こちらに指をお願いいたします」

　顔面蒼そう白はくな受付のお姉さんが持ってきた魔導具に指を入れて血液から魔力を照合してもらう。ティナの場合は魔力パターンの登録だな。同じ作業を一つの魔導具でできる。実に機能的だね。この魔導具と冒険者カードの発行・管理技術は是非モノにしたいな。裏から表から権力をフルに使って手に入れてみようかな？

「ええと……はい、確認できました」

「確認できましたか」

「はい、残念ながら確認できてしまいました」

　残念ながらってなんだよ。ツッコミを入れたい気持ちをグッと抑え、懐から硬貨を何枚か取り出す。

「ええと銀貨五枚だっけ。登録は一枚だったよな？」

「はい、全部で六枚ですね。少々お時間をいただきますので、こちらの番号札をお持ちください」

「はいよ、よろしく」

　番号の書かれた木札を手渡しで受け取り、ティナに視線を向ける。ティナは冒険者ギルドが珍しいのか、ちょっと興奮した様子でキョロキョロしてるな。冒険者ギルドに入ったことなんてないだろうし、珍しくも感じるか。

「よう兄ちゃん。いい女連れてるじゃねぇか」

　さて、時間を潰つぶしに酒場スペースへと移動しようかと思ったところでそんな声をかけられた。

「ウッソだろお前……」

　げんなりしながら声の方向に振り向くと、酒が入っているのか赤ら顔をした野卑な雰囲気の男がこちらへと歩み寄ってきている。その後ろからも同じような雰囲気の男が四人ほど、ニヤニヤとしながらこちらの様子を窺うかがっていた。

「タイシさん？」

「まぁなんだ、冒険者ってのにも色々いてな。礼儀正しい真ま面じ目めな奴もいれば、あんな感じのチンピラに毛が生えたようなのもいるんだよ。それに酒が入るとああなるわけだ」

「なるほど」

「冒険者ってのはアレだ、腕っぷしはあるけど普通の働き口じゃまともに働けないような奴らの受け皿でもあるんだよ。勿もち論ろん魔物や魔物を倒して人の役に立とうとか、自分の才能を活いかすためってまともな奴らもたくさんいる。全員が全員ならずものってわけじゃないから勘違いはするなよ」

「はい！」

「無視してんじゃねぇっ！」

　男が殴りかかってきたが、気配察知と危険察知のおかげでどこを目掛けて殴りかかってきたのかなど視線を向けるまでもない。男の拳こぶしを手の平で受け止め、払って少し強く押す。

「ぐぼぁっ!?」

　それだけで男が真後ろに吹き飛び、後ろでニヤニヤとこちらの様子を見ていたお仲間達に突っ込んでいった。弱い。

「でな、ああいう手合いは基本的に雑ざ魚こだ。向上心もなく、日銭を稼ぐのがやっとで、昼間っから安酒を飲んでくだを巻いては新人冒険者に絡んで憂さを晴らすようなアホどもだからな」

「てんめぇ……安物のなまくらを腰に下げてるくせに吹くじゃねぇか」

　吹き飛ばされたアホとそれを受け止めたアホ共が額に青筋を浮かべながら自分達の得物に手を伸ばす。あー、なんかこういうの前にもあったよなぁ。カレンディル王国の王都アルフェンでも同じようなことあったわ。あの時はメイスを握り潰してやったんだっけ。

「今ならまだ許してやるが、得物を抜いたら容赦できんぞ？　とても無様な姿を晒さらすことになる」

「うるせぇー！　くたばりやがれーッ！」

　最初に絡んできた男だけでなく、他ほかの四人もナイフやら剣やらを抜いて斬きりかかってきた。そう来るのであれば仕方があるまい。我が奥義で葬ってやろう。

　両手に魔力を込め、拳を振るって男達の武器を叩き折る。よほど質が悪い武器だったのか、折れるというか砕け散るものもあった。お前らこそなまくら使ってるじゃねーか。

「ば、馬ば鹿かな!?　素手で剣を折るだと!?」

「まとめて逝け」

　チンピラ共の身体からだの中心に一発ずつ拳を振るい、ぶっ飛ばす。ぶっ飛ばした先はちょうど冒険者ギルドの出入り口付近だ。勿論、狙ねらってあそこに飛ばした。

「うわらばっ!?　……ってあまり痛くない？」

「お前達はもう死んでいる……社会的にな！」

　そう俺が言った瞬間、男達が弾はじけ飛んだ。極めて残酷に、体中を覆っているモノが千切れ飛び、おぞましいその中身が曝さらけ出だされる。そう、この秘ひ拳けんは魔力撃の応用で対象の体表面に浸透し、外側への衝撃を発生させる社会的殺人拳──その名も、被服爆砕拳！

「キャー!?」

「へ、へんたいだー！」

「なんじゃこりゃぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　身体中の装備と服が弾け飛び、後に残るのはムサいおっさん達のあられもないＺＥＮＲＡ姿……場は阿あ鼻び叫きよう喚かんである。ティナ？　もちろんティナにあんな汚いものは見せられないから後ろに回って目を塞ふさいでいるよ。

「あの、タイシさん？　何も見えないんですけど」

「アホ共が無様な姿を晒してるだけだから。見る価値もないぞ」

　できれば俺も見たくない。流石さすがに全裸はやりすぎだったな……次は下着姿くらいまでにしておこう。俺の全裸神拳を受けた男達は両手で股こ間かんを隠しながらギルドの外へと走り去っていった。頑張れザコ冒険者ども。衛兵に見つからないといいな！　ＨＡＨＡＨＡＨＡ！

「あの……できればギルド内をゴミだらけにするのはやめて欲しいのですが」

「むしろゴミ掃除をしたんですがね」

　後ろから声をかけてきた受付嬢に木札を渡し、俺とティナの分の冒険者カードを受け取る。

「はぁ……用件はこれで終わりですか？」

「そうだな。この辺りで初心者にオススメな手て頃ごろな獲物っているのか？」

「そうですね──」




「はい、というわけであちらがティナの初陣の相手、ミニチュアウルフです」

「あの可か愛わいらしい生き物ですか……？」

　俺の指さした先にいるのは灰色の毛玉である。灰色で少し小汚い感じではあるが、つぶらな瞳ひとみに巻き尻しつ尾ぽを持つ子犬の如ごとき毛玉である。アレで一応成体であるらしい。

「確かに可愛らしいかもしれないが、穴を掘って畑は荒らすし、鶏とりを集団で襲うしという感じで農家の皆さんにとっては許されざる存在であるらしいぞ」

　俺達の現在地はゲッペルス王国の王都ピドナ、その東側に広がる農地の脇わきにある林である。俺の気配察知で獲物を探し、風下の茂みに潜んで待つこと五分、標的のミニチュアウルフ達が俺達の目の前に姿を現していた。

「小さくてすばしっこいから、待ち伏せして遠距離攻撃で倒すのがセオリーだそうだ」

「うぅ……気は進みませんが、これも生存競争ですね」

　ティナがミスリルメイスを取り出し、鎚つち頭がしらだけを茂みから出して魔力の集中を始める。俺に比べると扱う魔力も少ないし収束も遅いが、ティナの性格をそのまま表すかのように実に丁寧な魔力の構成だ。

　掲げたミスリルメイスの鎚頭の周辺にいくつもの拳大の水の塊が現れる。

「アクアアロー！」

　水の塊が矢のような形になってミニチュアウルフ達に向かって飛んでいく。魔法名を叫んだティナの存在には気付いたようだが、時既に遅し。回避行動を行う間もなく襲いかかった水の矢がミニチュアウルフ達を貫いていく。

「流石に何匹かは逃げたな」

「最近魔法の練習はしていませんでしたから」

　茂みから出てティナの魔法で倒されたミニチュアウルフ達の下へと移動する。即死しているミニチュアウルフは少数で、まだほとんどのミニチュアウルフ達が生きているようだった。でも、どのミニチュアウルフも深手を負っているし、放っておいても全部死ぬだろうな。

「トドメは俺が刺そうか？」

「いえ、私が……」

　小声で『ごめんね』と謝りながらティナがミスリルメイスを振り下ろす。程なくして全すべてのミニチュアウルフにトドメが刺された。

「討伐証明部位は尻尾だな。肉は臭いし量も少ないしで人気が低く、毛皮もあまり利用価値がないみたいだ。一応魔物らしいけど、魔核を持ってる個体はほとんどいないらしいな」

「となると、尻尾だけ切り取って死体は処分ですか」

　ティナがなんだかもの悲しげな表情をする。まぁ、殺されたのに食われるでもなく、その毛皮を利用されるでもなく、ただ尻尾だけ切り取られて処分されるってのは哀れではあるよな。

「でもこれで被害に遭う畑も鶏も減ったわけだ。少々哀れではあるけど、これも生存競争だからな」

「そうですね……気持ちを切り替えていきましょう」

　その後はティナの魔力が尽きたら俺が始原魔法で補充し、また狩りをして、ストレージから出した料理で昼食を済ませてまた狩りをして……という流れで、午後三時過ぎくらいまでに三十八匹のミニチュアウルフを仕留めることができた。

　ミニチュアウルフの討伐は尻尾一本につき大銅貨一枚の報酬なので、銀貨三枚に大銅貨八枚の報酬だ。三十八本もミニチュアウルフの尻尾持っていったら冒険者ギルドの人驚いてたけどね。新人冒険者だと上う手まくいっても一人三本から五本くらいが関の山なんだとか。俺の気配察知で索敵してティナの水魔法で常に先制攻撃したからな、こんなもんだろう。

「というわけで、これがティナが稼いだお金だ」

「ふわぁ……なんだか感慨深いですね。はい、どうぞ」

　ティナは自分の手に銀貨一枚だけを残し、残りを俺に手渡してきた。

「タイシさんのお膳ぜん立だてがあっての成果でしたから。これでも私が貰もらいすぎなくらいだと思います」

「別にいいんだけどなぁ……まぁ、そう言うなら貰っておこうかな？」

　これで何か食べ物でも買って帰ってティナの稼いだお金で買ってきたんだぞーと、皆みんなに言ってやろう。

「よし、それじゃこいつをパーっと使ってから屋敷に戻ろうか」

「使ってしまうのですか？」

　ティナはなんだかちょっと残念そうな顔をする。恐らく、ティナはその銀貨を記念にとっておくつもりなんだろうな。

「ああ、皆への土産をな。きっと驚くぞ」

「……それはいいですね！」

　残念そうな表情から一転して輝くような笑顔を見せるティナに俺も笑みを返し、冒険者ギルドを後にする。午前中にあった事件を耳にした者が多いのか、絡んでくるような奴はいなかった。いたらまた社会的に死んでもらってたけどな。

「何がいいかな？」

「形に残るものでもいいですけど……やっぱり食べ物が無難でしょうか？」

「どうせならこの街ならではってのがいいよな」

　二人で楽しくお喋しやべりをしながらショッピング、という典型的なデートを楽しみながら屋敷に帰ることにする。夕暮れまでにはまだ時間があるし、ゆっくりと買い物ができそうだった。





─☆★☆─






「あんな格好で帰ってきて。何事かと思いましたわよ」

「とても楽しかったですよ」

　プリプリと怒っているネーラとは対象的にティナはにこにこと満面の笑みである。あの後、細々としたお土産を買い終えた俺達は転移魔法でオーフェルヴェーク家へと戻ってきた。俺はともかくティナが着替えられるような場所はなかったので、駆け出し冒険者スタイルのままでだ。

　オーフェルヴェーク家の門番が優秀だったため、格好が変わっていても俺達だということにすぐに気付き問題なく屋敷へと迎え入れてくれたのだが、ネーラは俺達の格好を見るなり眦まなじりを吊つり上げて怒り始めた。仮にも一国一城の主たるものが云うん々ぬん、その妃きさきたるものが云々、とカンカンである。

　しかしそこはレイレーラさんとヘリアンがネーラを宥なだめてくれてすぐにその場は収まった。しかしその後、夕食の席に着いた後もネーラの不機嫌は継続中である。本気で怒ってるわけじゃないみたいだし、どっちかと言うとティナが物もの凄すごく楽しそうだったから拗すねてるんだろうけど。

「今度はネーラとどこかにデートに行くか」

「……約束ですわよ？」

「良かったわね、ネーラ」

　まだ少し拗ねた表情だったが、機嫌は取れたようである。レイレーラさんも俺とネーラのやり取りを見て満足そうな感じだ。

「それにしても、ゲッペルス王国の料理は美お味いしいな」

　羊肉をスパイスの効いたスープで煮込んだ料理がメインで、主食はナンのような薄焼きパンだ。その風味や味はスープカレーに近い。その他にも中華料理らしきあんをかけた炒いためものや、子羊の半身をグリルにしたものなどが並んでいる。どの料理も手が込んでいるし、香辛料もピリッと効いていて食欲をそそる。

「食文化はゲッペルス王国の自慢だからね！　ミスクロニア王国の勇者料理も美味しいけど、ゲッペルス王国の料理も引けをとらないと思うよ」

「珍しい香辛料や調味料を使えばそれでいいというものではないと思いますけれど、確かにゲッペルス王国やミスクロニア王国の料理に比べると、カレンディル王国の料理は素朴なものが多いですわね」

「ハズレもないけどな。ミスクロニア王国南東部の魚の塩漬けとかあれ悪臭兵器だぜ」

「ああ、あの臭においは凄すごかったね……しばらく王城に近づきたくなかったよ」

　ヘリアンが遠い目をする。そうか、あのシュールストレミング攻撃の後に城に行ったのか。それはなんというか、ご愁傷さまだったな。





─☆★☆─






「それじゃあ、今日はこの辺りで御お暇いとまするよ」

　楽しい一時を終え、俺達はオーフェルヴェーク家を後にすることにした。お土産も買ったし、布や糸を仕入れる話もまとまった。ネーラはレイレーラさん達との時間を満喫することができたようだし、俺とティナも一日冒険者デートで楽しめた。今日は良い一日だったな。

「泊まっていってくれてもいいんだけどね」

「流石にそれはな。家には身重の妻達も待ってるし。でもまぁ、一度来た場所には魔法で転移してくることもできるからな。そのうち突然お邪魔するかもしれない」

「そうか、その時は歓迎するよ。領地のほうには早馬を飛ばしておいたから、五日もすれば物資の用意もできているはずだ」

「わかった。五日後以降に訪ねるよ」

　ネーラ達に視線を向けると、あちらもレイレーラさんとの別れが済んだらしく、こちらへと歩み寄ってきた。

「それじゃあ、レイレーラさんもお元気で。またいつかお邪魔します」

「はい、また。今度は他ほかの子も一緒に連れてきてね」

　左右の腕にネーラとティナを抱き寄せ、魔力を集中する。行き先は勿もち論ろん、クローバーの領主館だ。

「了解です。では、また！」

　視界が一瞬ブラックアウトし、浮遊感に見舞われる。まさに瞬まばたきのような一瞬で俺達はクローバーの領主館前へと帰還した。クローバーのほうがピドナよりも西にあるためか、まだこちらでは夕ゆう陽ひが落ちきっていないようである。

「明日からまた忙しいな」

「そうですね。でも、今日一日でとっても良い気分転換になりました」

「大丈夫ですの？　冒険者として一日働いたのでしょう？」

「大丈夫ですよ、歩き回って魔法を使っただけですから。最近運動不足だったので、丁度良かったくらいだと思います」

「でも、慣れないことをしたわけだからな。身体からだの調子が悪くなったらすぐに休めよ？」

「はい」

　領主館の扉を開けると館やかたの奥のほうから賑にぎやかな気配がした。うっすらと漂う料理の匂においから考えると、ちょうど夕食の最中なんだろう。念のために俺達三人に浄化をしっかりとかけてから食堂へと足を向ける。

「あ、おかえりなさい！　タイシさん！」

「ああ、ただいま」

　真っ先に声をかけてきたマールの頭を撫なで、食卓の上に用意されている料理を眺める。おかゆに、何かの薄切り肉の冷しゃぶ、カットした果物、サラダにパンにスープってところか。希望者には何かの肉のステーキがついているようだ。

「おかえり。夕食は？」

「あちらでいただいてきましたわ。でも、そうですわね。ワインだけいただこうかしら？」

「はい、今用意してきますね！」

「ああ、いいいい。俺が持ってくる。ゆっくり食事をしててくれ」

　席から立とうとするデボラやシータンを押し留め、厨ちゆう房ぼうからワインとチーズ、何かの干し肉の塊を持ってくる。そうしたら後は歓談タイムだ。布の取引が上手くいきそうだという話や、ティナが一日冒険者として働いてきた話をしたり、今日のクローバーや領主館であった出来事を聞かせてもらったりする。

「細々としたトラブル、か。まぁ予想通りだな」

「そうですね。元奴隷の人達は気迫に欠けるというか、どうしても受け身というか……露骨に言えば奴隷根性とでも言うのでしょうか？　そういうところが既にこのクローバーに住んでいる人達とは合わないみたいで」

「そっか……まぁ、こればかりは一朝一夕でどうにかなるもんじゃないな。根気強く付き合っていくしかないだろう。後々、差別とかに繫つながらないように注意深く見守っていくべきだろうな」

　差別を禁じる法を作ることも考慮すべきだろうか。全ての勇魔連邦民は法の下に平等である、とかそんな感じで。法というよりは基本理念として広く知らしめるべきか？

「良いと思います！　タイシさんがこの国を興したそもそもの理念を明文化するわけですね！」

　話してみると、皆の反応は概おおむね好意的なものだった。

「この国の興りを皆に今一度知らしめるのは良い考えじゃの。特に、脳のう味み噌そまで筋肉が詰まっておる鬼どもにはよく伝え聞かせるべきじゃろうな。我らもそうじゃが、彼奴きやつらは特に強さを尊ぶ性質じゃから、元奴隷達を惰弱の徒と見なす可能性はある」

「アルケニアは大丈夫なのか？」

「妾わらわ達は大樹海に迷い込んだ人間を保護していたのでな。弱者だからと言って蔑ないがしろにするような者はおらぬよ。強さを尊ぶのは鬼どもと同じじゃがな。それよりも問題は鬼どもよ。奴らは主あるじ殿に心より臣従しておるわけではない。言わば利害関係の一致によって手を組んでいる間柄じゃからな。今後のためにも今一度腹を割って話し合うべきじゃろう」

　そう言われると確かに。川の民やアンティール族、それに獣人達やケンタウロス達というのは、俺の庇ひ護ごが必要だから俺に従っているのだ。アルケニアや鬼人族は本来、独力でなんの問題もなく大樹海で生きていける人々なのである。

　アルケニアに関しては俺が最初に力で制圧した上に、絶対的な長おさであるクスハが俺に嫁いだからこそ俺に臣従しているわけで、鬼人族と俺との間には血の縁もなく、ただお互いの利害関係だけが存在しているだけなのだ。

「鬼人族の方はあまりクローバーにも移り住んでいませんね。鬼人族の中でも所いわ謂ゆる変わり者と言われるような方々だけが半ば物見遊山な感じで住み着いているだけですし」

「うーん、鬼人族かぁ。蔑ろにしていたつもりはなかったが、距離を取りすぎていたかな？」

「そうですね。少々の人の行き来と物資のやり取りはしていますが、川の民やアルケニアほどには交流はできていないかと。物理的な距離の問題もあるんですけどね」

「距離の問題か。確かに鬼人族の村は遠いよな」

　以前は俺が転移門による定期便を運行していたのだが、帰ってきてからはゴタゴタしててそれもできてなかったしな。アルケニアの里はまだなんとか徒歩で行き来できる距離（ただしアルケニアに限る）だし、川の民の居住地との間には運河ができているから問題なく行き来できるんだよな。

　妖よう精せい族？　あんな不思議生命体のことなんか心配するだけ無駄だ。爆発四散してもケロッと復活しそうな奴らだし。

「あいつらと手っ取り早く懇ろな関係になるのって何がいいんだろうな」

「主殿が鬼人族から嫁を取るのが一番手っ取り早いじゃろ」

「いや、それはちょっと……俺にだって節操というものが……もの、が」

　メルキナと目が合う。

「母さんとリファナに手を出して連れ帰ってくるタイシが言うと説得力があるわね？」

「ぐはぁっ！」

　メルキナの言葉と笑顔が俺の心に深々と突き刺さる。完全に致命傷だ。

「そ、それは私にも刺さるわねぇ……で、でもほら。ここは一つ、今後のためにも必要なことだし、ね？」

「選択肢の一つとして、ですね。こちらから言い出すのは良くないので、あちらから提案があった場合は受ける方向で考えておいてください。勿論相性というものもあるでしょうから、何がなんでもってわけじゃありませんけど」

「……善処する」

「皆さんも、良いですね？」

　マールの言葉に全員が頷うなずく。俺の女性関係のあれこれに関してはマールに全権が委ゆだねられているのだ。彼女が是と言えばそれで決定なのである。それにしても君達聞き分け良すぎない？　大丈夫？

　こういう案件に関しては俺が口を出しても良いことは何もないんだろうけどさ。

「というか、鬼人族から嫁を取るならケンタウロスとか川の民とか妖精族からも一緒に嫁に取ったほうがいいんじゃないの？　アンティール族は流石さすがに無理でしょうけど」

　えっ？　メルキナさん？

「ふむ、それもそうじゃの。選定を進めておくか」

　えっえっ？　クスハさん？

「そうですわね。鬼人族だけとなると不満が出かねませんわ」

　えっえっえっ？　ネーラさん!?

「わかりました、その方向でいきましょう」

「スタァーップ！　待って。待ってください。これ以上増やすのはどうでしょうか？　私の身体は一つなわけで、これ以上増えてしまいますと、一人一人と過ごす時間があまりにも減ってしまうと思うのです。身体だけの関係というのは良くないと思いますし、私といたしましては皆様との情愛を育はぐくむ時間が減ってしまうのはとても悲しい！」

「タイシさん……私達のことを想おもってくれてとても、とても嬉うれしいです」

　マールが頰ほおを紅色に染めて微ほほ笑えむ。が、すぐに真顔に戻った。

「でもそれはそれ、これはこれです。これも国生みの痛みですから、私達は我慢できます」

「いやそのですね？　俺が大丈夫じゃないと思うんですけど？」

「タイシさんなら大丈夫です！」

「なんら根拠のない信頼が重い！　助けてクスハえもん！」

「えもんてなんじゃい……とにかく、必要なことじゃ、諦あきらめろ」

「そんなー」

　誰だれか俺の味方になってくれる人はいないかと皆みんなの顔を見回してみるが、誰も俺の味方になってくれそうな人はいなかった。なんということだ。

「タイシならみんな幸せにできる。みんな一緒なら絶対に大丈夫」

「そうよ、タイシくん。あなたが皆を幸せにするんじゃないのよ？　皆で幸せになるの。全すべてをあなた一人で背負う必要なんてないんだから、心配しなくていいわ」

「というか、色んな相手と取っ替え引っ替えできるんだからいいじゃない。男はそういうのに憧あこがれるんでしょ？」

「リファナ。夢は夢だからいいんだよ……」

　俺という個人に一生を捧ささげてくれる相手なんて、俺にしてみればマールとフラム、ティナの三人でも手に余るくらいだったんだ。それがあれよあれよという間に増えに増え、今じゃそんな相手が十二人もいる。十二人の人生を背負うなんて、正直俺には重すぎると思っている。その上これ以上増やしたりしたら、俺は潰つぶれてしまう。

　と、そんな感じのことをとくとくと語ってみせたのだが。

「別にそんなに思いつめる必要なんてありませんわよ。膝ひざ枕まくらや抱き枕が増えるくらいの感覚でいいのですわ」

「本当にタイシさんはそういうところ、出会った時から変わりませんよね。責任なんて深く考えずに女の子増えるヤッターくらいでいいんですよ？」

「えぇ……」

　カレンディル王国とミスクロニア王国の元王女様達がとんでもないことを言い始める。

「私は女性に対して誠実なタイシさんのこと、立派だと思いますし好きですよ」

「そうね、私もそう思うわ」

　ティナとリファナは俺を支持してくれるようだ。俺の周りの数少ない常識人枠である。

「ほ、主殿ほどの英傑であれば黙っていても女などいくらも寄ってくるものじゃ。妾はもっと奔放にあちこちで種を撒まき散ちらしても良いと思っておるぞ」

「ケンタウロス族とか川エルフとかにもタイシが好きな娘はいっぱいいる。その気があれば選より取り見取り」

「この際あの娘達も正式に愛人にしちゃったら？　ほら、タイシくんが悪徳貴族から助けて、この街に囲ってる娘達がいるでしょ？　それにステラちゃんもね。あまり焦じらすのは可哀かわい想そうよ？」

　クスハ、カレン、エルミナさんという嫁達の中でもこういった方面に特に奔放な三人がとんでもないことを言い始める。いや、急きゆう先せん鋒ぽうはマールなんだけどさ。

「待って、君達の中の俺という存在と現実の俺という存在の間の乖かい離りヤバくない？　俺そんな性欲モンスターじゃないよ？」

　あの娘達というのはミスクロニア王国の悪徳貴族に囚とらわれていた違法奴隷の亜人娘達のことだろう。夜魔族とか翼人族、晶人族にハーピィなんかのレアな亜人からドワーフやエルフ、獣人族なんかのよく見る亜人まで様々な種族の娘達を集めていたクソ野郎だったんだが、強制的に行方不明になってもらった際に助け出した彼女達をこのクローバーで保護したんだよな。

　なんやかんやあった末にほぼ全員から好意的に思われているのはわかってはいるが、俺もその時には既にマール達と婚約済みだったわけで、そういう関係にはならなかった。

　そしてステラというのはネーラの侍女である。ネーラの親しん戚せき、というか従い姉と妹こにあたる女性で、顔立ちもよく似ている。同じような服を着て並んだら間違いなく姉妹と思われるであろう容姿だ。つまり、カレンディル王国の宝石とまで言われていたネーラと同等の美人さんである。性格も明るく、お茶目な娘で俺も彼女のことは嫌いじゃない、というかネーラとの初夜の時なんか一緒にどうぞとまで言われたのだが……いや、惜しくないし。

「というか無理、物理的に無理、転移魔法と俺の身体能力をフルに駆使しても無理。今でさえ皆と接する機会が偏ってて申し訳ないのにこれ以上増えたら無理だって！」

「タイシさん」

「はい」

「諦めたらそこで終了ですよ」

　マールがビシィッ！　とサムズアップしてウィンクをキメてくる。ここでその名言が出てくるのかー。

「タイシ」

「うん？」

　今度はカレンか。なんだ？

「やってもいないのに無理というのは甘え」

　マールと同じくビシィッとサムズアップしてくる。なんで君はいちいちブラックなネタを突っ込んでくるのか。これがわからない。

　その後、俺はこれ以上の増員を見合わせるように訴え続けたがまともに取り合ってくれる嫁は一人もいなかった。なんでや……。








第三話　～国是の発布を行うことにしました～









　数日が過ぎた。

　俺としてはすぐにでも鬼人族の里に行くつもりだったのだが、それはマール達に止められたのである。

「伝えるべき理念、いや国是ですね。国是をまとめ、練り上げてから行ったほうが良いと思います」

　そう言われれば確かにその通りである。意気揚々と乗り込んだは良いものの、伝えるべき言葉をまとめていなくてしどろもどろになったりしたらかっこ悪いし。

　そういうわけで、勇魔連邦の全ての民に向けて発布される国是をどういうものにするか検討を重ねたわけだ。最初はマールやネーラを中心に難しい言葉を多用した荘厳なものが作られたのだが、そこでデボラから待ったがかかった。

「いや、国の方針とかそういうのだから、難しい言葉を使うのはわかるよ？　でもさ、そんな難しい言葉を皆に伝えても、皆よく理解できないんじゃないかい？」

「なるほど、一理も二理もある。言葉を飾らず、簡潔に、明快にってのは大事だな」

「むむ……そう言われれば確かに」

「確かにそれもそうですわね。でも、格式も必要だと思いますけれど」

　デボラの言葉に俺は素直に納得できたが、マールとネーラは難しい顔をしている。そこで、俺は二人に向けて両腕を広げて見せた。

「俺の国だぞ？　単純で、他ほかの国から見れば稚拙に見えるくらいで相応だよ。難しい言葉遣いのものはそれはそれで残しておいて、簡単に嚙かみ砕くだいたものも作ろう」

　という俺の発言で二人もなんとか納得してくれてできたのがこちら。




・勇魔連邦の国民は皆平等、皆仲間です。出自や種族、力の強弱で差別をするのはやめましょう。

・勇魔連邦の全ての国民は勤労の権利を有し、また義務を負います。皆で頑張って働きましょう。

・全ての国民は義務を果たす限り、健康的で文化的な最低限度の生活を営む権利があります。困ったら相談しましょう。




「うん、わかりやすいんじゃないか。難しい言葉で書いたほうよりも俺はこっちのが好みだな」

　黒板にチョークで書き出された三ヶ条を見て頷く。本日の領主館会議室に集まっている面子メンツは俺、マール、ティナ、ネーラ、エルミナさんの五人である。フラムとカレンはまだつわりが治まっていないからお休み中。メルキナは難しい話はやだ、とボイコット。それ以外の嫁達は領主館内の細々とした仕事や、クローバー内での仕事に出払っている。

「そうね、私もいいと思うわ。お姫様達は難しい顔をしているけど」

　俺の言葉にエルミナさんは同意してくれたが、マール、ティナ、ネーラの元王女三人は難しい顔をしている。

　今回のエルミナさんはほぼ場を見守るだけのオブザーバー役である。最近、こういった国の方向性を決めていくような会合に関しては俺と元王女三人がメインで行い、その他のメンバーから一人か二人がオブザーバーとして会合の進行を見守るというスタイルになっている。

　国是の簡素化はデボラがオブザーバー役をしていた時に出てきた意見なので、今のところは良い結果を出せているように思う。今後は俺達だけでなく、他の里の長おさなんかも参加させたほうがいいんだろうか？　後々その辺も相談してみよう。

「いえ、理念としては前にもタイシさんから聞いていましたし、納得はしていますよ。ただ、それを今後ずっと実行していくとすると、財源の確保や状況の把握に使う労力、その他諸もろ々もろのコストが嵩かさんでくるのがわかりきっていますから」

「今は問題ありませんが、勇魔連邦の国民が一万人、十万人、百万人……となってくるとどこまでカバーできるものか、と考えてしまいますね」

「こんな試みをしたことのある王など今までいませんものね。前例がありませんから、予測も立てづらいですわ。手探りでやっていくしかありませんわね」

　元王女の三人は単純に予想される困難に対しての心配をしているだけのようである。まぁうん、それは確かにね。この三ヶ条には俺が元々住んでいた世界の考え方が多分に盛り込まれている。福祉の概念を盛り込んでいるというのは、この世界においてはかなり先進的なのではなかろうか。

「あとの問題はー……怠け者対策ですかね？」

「そうだな。まぁ、今の住人達がいきなり働かなくなるってことはないと思うがね。第三条についてはあくまでも怪け我が人や病人や妊婦、それに働く能力のない老人や子供がターゲットだからな。第二条が大前提なわけだから、働く気のない穀ごく潰つぶしまでは面倒見ないぞ」

「当然ですわね。それに、怠け者対策はありますわよ」

「ほう、流石さすがはネーラだな。具体的には？」

　まさか怠け者を見つけて罰するために密告制度を作るとか、専門の捜査局を置くとか言い出さないだろうな……ディストピア一直線だぞ。ネーラはどちらかといえば常識人枠なんだが、たまに突飛もないことをやらかすからな。

「ヴォールト神殿ですわ。ヴォールトは法と裁きを司つかさどる神で、王族や貴族、騎士や衛兵などがよく信仰しているのはご存ぞん知じですわね？」

「うん、知ってるな」

　実はフラムが割と敬けい虔けんな信者だったりするらしいのだが、俺とヴォールトの間に因縁というか悪縁があるので、普段はあまりそれを表に出したりはしない。俺は気にしなくてもいいって言ってるんだけどな。そりゃちょっとは複雑な気分になるけど、聞いてみればヴォールトの教えというか教義そのものには頷うなずけるところも多い。

　おっと、今はそれよりも怠け者対策だな。

「ヴォールト神殿をクローバーに招致して、保護を受ける者達にはヴォールト神殿での奉仕を命じれば良いのです」

「なるほど？　そのこころは？」

「ヴォールトの神殿にちゃんとした神官が赴任していれば、神殿内はそれだけで一種の神域になるのですわ。怠けてやろう、楽をしてやろう、という感じで邪よこしまな考えを持っている者は、神域に入るだけでも全身がピリピリと痺しびれて痛がります。それに、ヴォールト神殿の神官は噓や邪気を見破る神聖魔法を使うこともできますから、利用しない手はないですわよ？」

「マジか、ヴォールト神殿すげぇな」

　悪人や怠け者をそんなに簡単に判別できるというならそりゃ便利だな。王や貴族、騎士なんかの『民を統べる側』から絶大な支持を得るのも納得である。

「しかし、ヴォールト神殿とは正直言って仲悪いというか、お互いに印象が悪いよな。そんな状況で神殿を誘致なんてできるのかね？」

「そこでアーネストさんが役に立つわけですよ」

　ティナがニッコリと黒い笑顔を浮かべる。

　アーネストというのはミスクロニア王国のなんとかという街のヴォールト神殿が囲っていた勇者である。正義感が強く、善良で、人を疑うことを知らない……まさに勇者って感じの男だ。

　馬ば鹿か正直に俺を暗殺しに来たので、拘束して詰め所でお話を聞いたりしたわけだが……問題なのは、ヴォールト神殿に属する正式な勇者が、ミスクロニア王国とカレンディル王国がその存在を認める勇魔連邦の長──つまり俺の暗殺を企て、実行したという一点に尽きる。

　勿もち論ろん、笑って済まされる問題ではない。この件についてはマールがミスクロニア王国の王家を通してヴォールト神殿に正式に抗議をしている。返答の内容如何いかんによってはまた俺が直接出動することになるだろう。

　うん？　つまりそういうことか。

「アーネストの件を盾に恫どう喝かつするのか。なるほど」

「タイシさん、恫喝なんてそんな物騒な物言いはいけませんよ。真しん摯しにお願いするだけです」

　心外だ、とでも言いたげな表情でマールが頰ほおを膨らませる。うーん、つつきたいがちょっと遠くて手が届かんな、残念。

「母さま経由でですが、正式に勇魔連邦として抗議はしておいたのでそろそろ反応が返ってくる頃ですね。母さまのことですから、この一件をこれ幸いにとヴォールト神殿を相当締め上げているでしょう」

「ママはそんなだからミスクロニア王国の魔女とか裏の王とか真の王とか言われるんですよ。私は影のようにそっと裏から支えているからそんな風には呼ばれませんね！」

　そう……かな？　結構交渉事には絡んでるし割と八はち面めん六ろつ臂ぴに活躍してると思うんだが。

　俺と同じように考えているのか、ティナもネーラも苦笑いである。ですよねー……遠からずマールにもイルさんみたいな異名がつくんじゃなかろうか。

「ええと……じゃあ、とりあえずはこの三ヶ条を各集落に持っていって、内容を通告してくるってことでいいな？」

　今回の会合の参加者を見回し、全員が頷いたのを確認して俺も頷きを返す。

　この三ヶ条が後の歴史でどう語られることになるのかはわからないが、生存権を大陸で初めて明文化した、ということで評価されるといいな。死と破壊を撒まき散ちらした稀き代たいの魔王が何な故ぜこんな三ヶ条を？　とか思われないように自重しよう、色々と。

　取り急ぎ、字を書くのが綺き麗れいなネーラとティナとに清書を頼み、三ヶ条の書かれた紙を三枚ほどストレージに入れておく。

　俺は読むことができても書くのは致命的に下へ手ただからね！　ちなみにマールも気合を入れないと俺とどっこいどっこいだったりする。

「よし、早速行ってくるかな」

「鬼人族の里ですか？」

「うん、早いほうが何かといいだろう」

　後回し、後回しに……ってやっているとどこまでも延び延びになりそうだしな。

「あとはー……俺一人で行くのはやめたほうがいいよな」

「そうですね。私とフラムは駄目ですから、エルミナさんと……クスハさんがいいんじゃないですかね」

「クスハは相性が悪いんじゃなかったかな。元々敵対関係だったとかいう話だし」

「だからこそ、じゃないですか？　これからは勇魔連邦の同胞になるんですから、そういういざこざの芽は摘める時に摘んでおくべきですよ」

　なるほど、確かに。これからは一緒にやっていくんだから、いつまでもお互いに避けていても仕方がないか。

「じゃあエルミナさんとクスハに同行してもらうか。エルミナさん、いいですか？」

「ええ、勿論。鬼人族の里にも興味があるしね」

「ああ、鬼人族の里は結構見どころが多いですね。ここらであの建築様式はまず見ないですし」

　日本の古き良き田舎の村って雰囲気だったもんな。畑は整ってたし、随所になんか神社っぽい建物があったりしてこの世界の人にしてみればかなり異国情緒に溢あふれてる感じなんじゃないだろうか。





─☆★☆─






「よく来たな。久々にお前の顔を見た気がするよ」

「ああ、長らくご無ぶ沙さ汰たしてたな」

「蜘く蛛ものも久し振りだな」

「そうじゃな、久し振りじゃな。妾わらわの織った着物を大事にしてくれているようで何よりじゃ」

　鬼人族の里を訪れた俺達を出迎えてくれたのはイロリ──鬼人族の里の長であるエンキの妻──だった。童女のように小柄で可か愛わいらしい女性なのだが、これで中々の猛者であるらしい。少なくとも旦だん那なのエンキは殴り合いで勝てないのだそうだ。

　以前も見事な刺し繡しゆうの施されたアルケニア製の黒い着物を着ていたが、今日は薄紫色の生地に何かの植物の柄が染め抜かれている着物だ。紫色の着物は着こなすのが難しいと聞くけど、見事に着こなしているように見えるな。

「そちらの耳の長い女性は初めてだな。私はイロリ、この里の長の妻だ」

「エルミナよ。タイシくんの妻の一人です」

　イロリとエルミナさんが互いに微ほほ笑えみあう。そこはかとなく緊張感が漂ってるんですけど、一体何が起こってるんです？

「……ふむ、中々の使い手のようだ。蜘蛛の、お前よりやるんじゃないか？」

「まだ一度も本気でやりあってはおらぬが、与くみし易やすいとは口が裂けても言えぬな」

　そんなやり取りをするイロリとクスハをエルミナさんはにこにこと微笑んだまま見つめている。

「ええと、エルミナさん？」

「うふふ、ちょっと楽しくなってきちゃった。いるところにはいるものね」

「ひぇっ……」

　エルミナさんから闘気のような何かが迸ほとばしっている気がする。強つわ者ものは強者を知る、ということだろうか。イロリとエンキに関しては以前鑑定眼で見ようとしたらなんらかの妨害をかけられたので、それ以降鑑定眼で見ようともしてないんだよな。いや、正確にはエンキを見ようとしたら妨害されて、その仕組みを理解してそうなことをイロリが仄ほのめかしていたから見ようとも思わなかったんだけどさ。

「エルミナさんってそんな戦闘狂でしたっけ」

「別にそんなのじゃないわよ。でも、自分と同じくらいの強さの相手を見つけるのってワクワクするのは確かね。色々と張り合いが出るし」
















「そういうものですか」

　俺にはどうもピンとこない感覚だな。圧倒的優位でいいじゃない。楽だものって感じだ。正直ヴォールトだのディオールだのといった奴やつらと戦うなんてゴメンだ。痛いし装備は壊されるし良いことが一つもない。

「それにしても蜘蛛のといい、耳長といい、お前の女の好みはあれだな。年とし増まが好みなのか？」

　ニヤニヤと人を食ったような笑みを浮かべてイロリがそんなことを言い出した。ビシリ、と場の空気が凍ったのが感じられる。ああ、いけません！　いけませんお客様！　あー！　いけません！

「妾が年増ならお主も年増じゃろうが？　おぉ？」

「私は身の程を弁わきまえて旦那と随分前に結婚したからな。おぼこを拗こじらせた蜘蛛のと一緒にされてもな。それにしてもお前はよくこんな面倒臭い女を娶めとったものだ。生傷が絶えんだろう？」

「それはまぁ、気合で」

　やめろ！　俺に話を振るな！　エルミナさんの反応がないのが怖い……と思ったらいきなりエルミナさんが腕に抱きついてきた。クスハやフラムほどではないが、なかなかの柔らかさ。ああ、幸せはここにあったんだ。

「羨うらやましい？　戦っても強いけど、タイシくんは夜も強いわよ？」

「おお、熱い熱い。新婚には敵かなわないな。さて、これ以上の立ち話もなんだ、旦那のところに案内しよう」

　呵か々かと笑ってイロリは踵きびすを返した。そんな飄ひよう々ひようとした振る舞いにクスハは嘆息し、エルミナさんは抱きついた腕に力を込める。ちょ、ちょっと痛いですよ？

「よく我慢したの」

「あんな安い挑発に乗らないわよ。年増なのは自覚してるし、ね？」

「エルミナさんもクスハも綺麗ですし、歳としとかどうでもいいですね」

　そもそも寿命の違う相手に歳が云うん々ぬんとか言っても不毛である。そんなこと言ったらエルミナさんどころかメルキナでさえ元の世界の俺の母親と同い年くらいとか下手したら年上とかだし、多少はね？

「主あるじ殿の器の大きさは流石じゃな」

「そうね、本当にね」

「そんな大げさな話じゃないと思うんだけどなぁ」

　こんなことで器が大きいとか言われても困る。それが女性の好みとなれば尚なお更さらである。俺はストライクゾーンがちょっと広いだけだと思うんだ。ただの女好きと言えばそうかもしれない。

　先を歩くイロリの後を追い、里と外界を隔てる関所の如ごとき門を抜けると目の前に鬼人族の里の風景が広がった。広大な畑と、素朴な茅かや葺ぶき屋根の木造住宅、それに各所に建つ赤い鳥居のような構造物や社、門から続く目抜き通りのような道のずっと先には以前の『話し合い』で使われていた相撲すもうの土俵の如き特設リングのようなものと、一際大きな建物も見える。あれは集会場として使われている建物であるらしい。

「確かに見たことのない建物が多いわね。あの赤いのはなんなのかしら？」

「俺の世界にあったのと似てますけど、鬼人族がどんな意味で建てているものなのかは聞いたことないですね。俺の世界ではああいうのを鳥居って言って、確か神様の遣いである鳥がとまるためのものだとか、神様の世界に繫つながっている門だとか、神域と俗の世界を隔てる結界みたいなものだとか、色々な意味があったような気がしますけど、正直うろ覚えです」

「ふぅん、神聖なものなのね？」

「俺の知っているものと同じものとは限らないですけど、概おおむねそういう感じのものでした。この里にも複数ありますし、魔ま除よけとかですかね？」

「妾もあれの来歴は知らんの。昔からあるようじゃがな。鬼人族の里以外では妾もとんと見た覚えがない」

　クスハに視線を向けてみるが、彼女はそう言って首を横に振った。俺も鬼人族の里でしか見たことがないし、なんなんだろうな、あれ。もしあれが本当に鳥居だとしたら、鬼人族の祖先に元の世界の日本人とかが関かかわっている可能性はあるな。独自に発祥した文化なのかもしれないから決めつけることはできないけど。

「あれは結界の楔くさびだ。私は詳しい理屈はわからないが、正しい方向に鳥居と社を建立することによって、里に魔物を寄せ付けない効果があるらしい」

　俺達の会話が耳に入ったのか、イロリが前を向いたまま説明をしてくれた。やはり鳥居と社なのか。俺の結界魔法のスキルではあの鳥居と社にそういった効果があると判別することはできなかった。根本的に技術体系が違うのかもしれない。

　正しい方向……方角？　風水術みたいなものかな。あるいは陰陽術とか？　うーん、オカルトはよくわからんなぁ。いや、魔法をバンバン撃ってる身で何言ってんだって感じだけど。技術的な話はさっぱりだよ。

「大きな建物ね」

「集会所みたいに使われてる建物だそうで」

「ふむ、妾は初めて見る建物じゃの」

「この集会所を建ててまだ十年ほどだからな。蜘蛛のが前にうちの集落を訪れたのは五十年くらい前の話だろう？」

「そんなに経たつか。刺激のない日々は過ぎるのが早いの」

　五十年とかスケールのでかい話をしてるな……半世紀とか随分な年月だと思うんだけどな。長命種の彼女達にとってはほんの数年前、みたいなイメージなのかもしれない。俺の寿命はどうなってるんだろうな？　なんか色々と常人離れしちゃってるから、人間らしい寿命なのかどうかも正直自信がないな。これも今度リアルに聞いてみるかな。

「面子メンツはもう集会所に揃そろえてある。今日はとことん話し合おうじゃないか」

「言葉で？　拳こぶしで？」

「どちらでも良いぞ。拳のほうが色々と早いがね」

「じゃ、最終手段として使わせてもらおうかね」

　できれば言葉で解決したいが、拳で語るほうが早いとなれば活用するのも吝やぶさかではないな。

　集会所に入ると、イロリの言っていた通り鬼人族の主だった面子が揃っていた。里の長おさ、つまり鬼人族の長であるエンキを始めとして大鬼族のまとめ役でエンキの右腕に当たるギュウキ、小鬼族のまとめ役でイロリの血縁だというゲンキ、鬼人族の戦士団をまとめるセンキ、農地の管理をまとめているソウガイ、陶器や酒造りの職人や大工職人達をまとめるテツザン、あとは名前を知らない鬼人族の若い男や女が数人。まとめ役達の腹心とか右腕とか後継者とかまぁそんなところだろう。

　鬼人族は大きく分けて大鬼族と小鬼族に分かれ、更に肌の色も様々だ。真っ赤な肌の者もいれば、青い肌の者もいるし、人間とさほど変わらない肌色の者もいる。黒や紫なんてのもいるし、本当に様々だ。角の数も一本だったり二本だったり生えてる場所が微妙に違ったりするしな。

「俺達のことなんぞ忘れ去られたかと思っていた頃ころだったんだがな？」

「なんだ、寂しかったのか？　残念ながら俺はノンケだしヒトのモノを盗とる趣味は──」

　脳裏に『結果として』婚約者を二人……いや、ネーラも入れると三人か？　を搔かっ攫さらわれる形になった哀れな冷血野郎の顔が思い浮かぶ。

「──あんまりない。少なくとも能動的にやろうとは、思ってないよ？」

「主殿、説得力がないのう……まぁそれは置いておいて、じゃ。主殿とてこの里を蔑ないがしろにしていたわけではない。長く空けて最初に訪れたのもこの鬼人族の里じゃし、今回の話し合いにおいて最初に訪れたのもやはり鬼人族の里じゃ。そこは汲くんで欲しいものじゃの？」

「ふん……いいだろう。それで、今回はなんだ？　俺としては実入りのある話だと嬉うれしいんだがな？」

「実入りのある話、ねぇ。俺としてはいつも良い話を持ってきてると思うんだがな。実際、鬼人族は今まで得こそすれど損をしたことはないだろ？」

　そう言って俺はこの場に集まった鬼人族達の顔を見回す。まとめ役衆はほとんどその表情を動かすことはなかったが、若い衆は納得したような表情を浮かべている者が多かった。

「ここらで俺のお願いを聞いてもらいたいと思ってな。何、難しいことじゃない。勇魔連邦として掲げる三ヶ条を策定してきたから、それに同意して遵守してもらいたいって話だ。今まで通りの自治権は勿もち論ろん認めるが、この三ヶ条だけはしっかりと守って欲しい」

「自治ってのは、里のことは俺達で全部決めていいってことだろう。お前はそれを破って、上から決まりごとを押し付けようってのか？」

「勇魔連邦は自治を認める。鬼人族は勇魔連邦の一員としての責務を果たす。俺は何かおかしいことを言っているか？　それと、文句を言うのは提案の中身を見てからにしたほうがいいと思うんだがな。鬼人族にとっても悪い内容じゃないはずだぞ」

　ストレージから三ヶ条の書かれた紙を取り出し、剣けん吞のんな気配を放ち続けるエンキへと突きつける。エンキは赤ら顔をしかめつつ、受け取った紙の内容に目を通してからすぐ隣に座るイロリへと紙を手渡した。三ヶ条が回し読みされていくのをしばし待ち、全員が目を通したのを確認してから口を開く。

「全員目は通したな？　俺が今回持ってきたその三ヶ条は今後、勇魔連邦が掲げていく国是だ。つまり国としての目標、国民への約束みたいなものだな。生まれや種族に対する差別をなくし、よく働き、老若男女が健やかに暮らしていけるようにしようってことだ。この三ヶ条は勇魔連邦内全域に対して有効になる。つまり、この里でも、クローバーでも、アルケニアの里でも、川の民の領域でも、妖よう精せい族の里でもだ」

　俺の発言に対し、鬼人族達はしばし黙り込んだ。三ヶ条の内容を反はん芻すうしているのか、それとも俺の言葉に対する反論を考えているのか……最初に口を開いたのはエンキではなく、その妻のイロリだった。

「内容的にはどれも問題ないと言えば問題ないが……我々として引っかかるのは第一条だな。我々は強さを尊ぶ。弱き者は弱き者の領分を弁える必要があると思う」

「うーん……まぁ、そうだよな。その言い分はわからないでもない。命を張って戦っている奴に、安全なところからやいのやいのと言ってくるような奴は俺も嫌いだし。戦士は敬われるべきだ」

　治安は守られて当然、税金で飯食ってるんだから市民に尽くすのは当たり前、休憩なんぞけしからん、みたいな言葉を外敵や災害、犯罪者や火事なんかから皆みんなを守る人達に投げかける社会にはなって欲しくない。

「でもな、俺は体を張って魔物やなんかの敵と戦う者だけが戦士ってわけじゃないとも思うんだよ。例えば職人は日夜自分の相手となる素材や仕事と戦ってる。鍛か冶じ師は自分が作った不出来な武具のせいで誰だれかが死ぬかもしれないなんて思いと戦ってるし、大工は自分が不出来な仕事をしたらちょっとした大風や地震で家が崩れるかもしれない、って思いを持っているんじゃないかと思う。誰しもが自分と、家族と、それ以外の誰かのために戦ってるんじゃないか？」

　俺の言葉に頷うなずく鬼人族が数人。職人や農作業者をまとめる立場の者達だ。

「まぁ、鬼人族の里の中だけの話じゃない。勇魔連邦っていう大きな組織の中にいるのは鬼人族やアルケニアだけじゃない。獣人やケンタウロス、リザードマンにエルフ、アンティール族、今は数はそんなにいないけど、いずれは人間だって増えてくるだろう。そんな中で、鬼人族やアルケニア、あとは妖精族も種としての力が突出しているんじゃないかと俺は思っている。里の外に出れば、鬼人族よりも『弱い』連中なんて掃いて捨てるほどいるような状況になるだろう、将来的にな。そんな人々と関わる時に、無用な軋あつ轢れきを生んで欲しくないと俺は思っているわけだ」

「私達に我慢を強いるわけか？」

「別に無礼を許せとか、そんなことを言うつもりはないぞ。ただ、互いに敬意を持って接して欲しいって話だ。自分達は他ほかの奴らより強い、だから偉い、って振る舞いはしてくれるなよって言いたいんだ、俺は」

　イロリの言葉に俺は首を振って答えた。俺は単に鬼人族が傲ごう慢まんに振る舞い、その結果鬼人族以外の種族から嫌われるような事態にはなって欲しくないだけである。

「そうは言うが、弱者は弱者だろう？　強き者の庇ひ護ごがなければ生きられないのだから、相応の振る舞いをするのは当然ではないかな？」

　薄ら笑いを浮かべながらそう言うイロリは果たしてどこまで本気でそう思っているのだろうか。どうにも、イロリのペースに乗せられているような気がしてならない。

「どれだけ腕っぷしが強くても独りでは生きられないだろう。武具、酒と飯、寝床、そういったものを用意してくれる人々がいるからこそ戦士は力強く武器を振るえるはずだ。持ちつ持たれつの関係なんだから、互いに敬意を持つべきなんじゃないかって話だよ。一斉にそっぽを向かれたら干上がるのは戦士のほうだろ？」

「その時は力で従わせれば良いだろう？」

「はい出ました、脳筋発言。力こそ正義、ってのは俺は好きじゃないね。言葉と心で通じ合い、互いに敬意を払って生きていくのが文化的な生活ってものだろ。それに」

　ぐるりと集会所の中を見回す。

「その理論で言えば俺に意見できる人なんて誰もいなくなっちまうじゃないか。力が強いものが正しいってんなら、俺が何よりも誰よりも正しい絶対正義ってことになるぞ？　イロリ、それが鬼人族の見解、総意だということでいいのか？」

　この一言で集会場内の空気が変わった。怒り……いや怒りじゃないな。なんだろう、この空気。

「よく言った！　では存分に『話し合おう』じゃないか！」

「あっ」

「見事に嵌はめられたの」

「ちょっと？　こうならないための補佐じゃないの？　ちょっと？」

「手っ取り早くていいじゃないの。タイシくんが負けるなんてことはないだろうし」

「じゃろ。そもそもこやつら相手に理屈を捏こねること自体が間違いよ。こやつらはなんでもかんでも殴り合いで解決する生粋の脳筋じゃぞ？」

「うがーっ！　そういうのをやめさせたいから理屈捏ねたんだよぉ！」

　感情のやり場に困って思わず頭を搔かき毟むしる。そんな俺を見てイロリが呵か々かと笑い声を上げた。

「はっはっは、我々ももう長いことこの流儀を通してきたんだ。今更やめろと言われてもはいわかりました、とはそう簡単にはならないよ。今まで避けてきたツケが回ってきたと思って諦あきらめてくれ」

　いつの間にか隣に立っていたイロリが俺の背中を叩たたいてくる。結構強く叩かれたけど、その程度じゃなんともないんだよなぁ。お化けＶＩＴと物理耐性スキルレベル３を舐なめないほうがいい。

「あー、はいはい。意図的に避けてたからね、殴り合いは。前に色々話し合った時にも絶対に殴り合いをするつもりはなかったし」

　席を立ち、集会場の外に足を向ける。集会場に集まっていた鬼人族の大半は既に集会場から出て土俵っぽい特設リングに向かったらしく、内部はガラガラだ。

　集会場の外に出ると特設リングはもう目の前である。そこには既に上半身の衣装を脱ぎ、肌を晒さらしている鬼人族の男達の姿があった。ウホッ、女性も透けるような薄着じゃないか。

　鬼人族の女性は大鬼族も小鬼族もボンキュッボンのグラマラススタイルな人が多いので、実に眼福である。ありがたやありがたや。

「おごぉっ!?」

「主あるじ殿、見すぎじゃ」

「うふふ、露骨なのは良くないわよ？」

　振り返ると、拳に魔力を纏まとわせたエルミナさんとごっつい攻撃腕わんを素振りしているクスハの姿があった。流石さすがにそれでぶん殴るのは命の危険があると思うんですがそれは。

「ま、行ってこい。妾わらわ達はここで応援しておるからの」

「女の子相手でも手加減しちゃだめよ？」

「うぇーい」

　上着を脱ぎ、エルミナさんに預けて特設リングに上がる。一いち番ばん槍やりは戦士団のまとめ役を務めているセンキであるようだ。センキは筋肉もりもりマッチョマンって感じの青肌の大鬼族である。骨格も太く、体中が戦いで負った傷跡だらけだ。

「まともにサシで向かい合うのは初めてだな」

「ああ」

「お前は俺の持ってきた三ヶ条に反対か？」

「いや」

「それでもやるのか」

「ああ」

「そうか。これ以上の言葉は不要だな、かかってこい」

　俺がそう言うが早いか、センキはぬるりとした動きで間合いを詰めてきた。大げさに重心を動かさず、最低限の動きで突きを放ってくる。

「ふんっ」

　俺はその右みぎ拳こぶしに同じく右拳を合わせて打ち出した。拳と拳がぶつかり合い、鈍い音が鳴る。しかし、センキは僅わずかに眉まゆを顰ひそめただけで、即座に左足で蹴けりを放ってきた。いやいや、確実に拳を砕いたはずだぞ、僅かに眉を顰めるだけとかどうなってんだよ。

　横よこ薙なぎに迫ってきた蹴り足に左ひだり肘ひじを落とす。骨を打った感触はなかったが、これも酷ひどい打ち身になって──!?

「随分頑丈だな、お前」

　たった今手酷い打撃を受けて打ち落とされたはずの左足を軸足にして今度は右足で蹴りが飛んできた。これは打ち落とさず、左手で受け止める。センキは俺の言葉に答えず、無言で右足を引き戻して右拳で殴りかかってきた。砕けたはずの右拳で。

　理屈はわからないが、どうもこいつは異常に頑丈か、あるいは自然回復力が並外れているかしているらしい。拳を砕いた感触は確かにあったから、自然回復力……いや、最も早はや再生能力と言ったほうが適当か。恐らく強力な再生能力のようなものをセンキは持っているんだろう。それがわかればこちらの打つ手はいくらでもある。

「死ぬなよ」

　右拳に魔力を込め、迫る右拳に同じく右拳を打ち付ける。パッと見は初撃の再現に見えるだろう。だが、その結果の違いは明らかだ。

「があぁぁぁぁっ!?」

　俺の拳を受けたセンキの右拳が──いや、右腕全体が血ち飛沫しぶきを上げた。まるで血液が行き場を失って右腕全体の血管が破裂でも起こしたかのような凄せい惨さんな有様だ。拳を砕かれても眉をピクリと動かす程度のリアクションしかしなかったセンキも、流石にこの一撃を喰くらっては平常心ではいられなかったらしい。

「そこまで！」

　まだ闘志の消えていないセンキにもう一撃魔力撃を叩き込もうと拳に魔力を込めた瞬間、横から制止の声がかかった。誰かと思えば今まで存在感が欠片かけらもなかった里さと長おさのエンキである。

「小僧の勝ちだ。良いな？」

「……仕方あるまい」

　右腕から血を滴らせたセンキが無念そうに嘆息する。右腕を潰つぶしてもかかってこられたら、もう四肢を潰していくしかないしな。止めてくれて良かったか。

「治療するぞ」

「無用だ。これくらいなら放ほうっておけば治る」

　いや、多分それ腕の骨がバッキバキに複雑骨折してると思うんだけどな……ってもう血が止まってやがる。それになんかミシミシ聞こえる……骨までそんな速度で治るのかよ、こえぇなオイ。

「で、まだやるんだろ？　どんどんかかってこい。全員捻ひねり潰してやるから」

「チッ、余裕たっぷりでいけすかねぇ小僧だ。小僧がそう言うならどんどん行け」

　次々に土俵に上がって殴りかかってくる鬼人族達をバッタバッタと薙ぎ倒す。殴りかかってきた大鬼の胸を打って吹き飛ばし、飛び蹴りを放ってきた小鬼族の足を摑つかんで振り回し、他の鬼人族をぶん殴る。薄着の女の鬼も嬉き々きとして殴りかかってくる。流石に女を殴るのは気が咎とがめるので、やんわりと受け止めて土俵の外に放り投げる。

　え？　男女平等にぶん殴れって？　そりゃぶん殴ることなんてわけないが、手加減しても余裕で全員捌さばけるだけの力の差があるのにわざわざぶん殴る気にはなれないね。別に恨みがあるわけでもないしな。放り投げる際にお尻しりや胸に手が当たってしまうのは役得げふんげふん不慮の事故ってやつだよ。

「主殿？　あまりおいたをするのは感心せんの？」

「私達ならいくらでも触り放題よ？」

「はいすみません」

　クスハとエルミナさんの目を誤ご魔ま化かすことはできなかった。

　実際問題、放り投げるだけだと何度でも復帰して殴りかかってくるしどうしたものか。社会的殺人拳けんを振るうのも吝やぶさかではないが、嫁入り前かもしれない女性の肌を衆目に晒すのも良くないしなぁ。こうなればもう一つの奥の手を使うしかあるまい。

「やぁっ！」

　殴りかかってきた大鬼族の女性の腕を取り、捻り上げて関節を極きめる。

「くっ、このっ!?」

「すまんな……許せ！」

「何を……ひゃあぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　女性の身体からだに俺の魔力を流し込み、逆に女性の身体からは魔力を収奪する。始原魔法を用いた魔力循環……これをされた相手は多幸感に包まれて死ぬ！　噓うそです、気持ち良くなりすぎてちょっとだけ我を失ってしまうだけです。実際安全。

　ぐんにゃりとなった大鬼族の女性を土俵の外で待機している女性の鬼人族に向かって放り投げる。

「まだかかってくるならばこのタイシ、容赦はせん！　無様なアヘ顔を晒したい者からかかってくるが良い！」

「はっ！　女にしか効かないんだろ!?　やってやらぁ！」

　他の鬼人族達が尻込みして飛びかかってくるのを躊ちゆう躇ちよする中、一人の若い小鬼族の男がそう啖たん呵かを切って突っ込んでくる。疾はやい、が実に直線的な動きだ。俺は難なく男を捕獲する。

「女にしか効果がない、と誰だれが言った……？」

「なん……だと……？」

「光になれえぇぇぇぇぇぇ！」

「ま、まて、やめ……んほぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　物もの凄すごい表情で昇天した小鬼族の男を土俵の外に投げ捨てる。体中からなんか汁が出てた気がするが、きっと気のせいだ。

「さぁ、次は誰だ？　なぁに、痛くないから怖くないぞ。かかってくるといい」

　普通に殴り飛ばされたり投げ飛ばされたりするのはともかく、始原魔法で気持ち良くなってアヘ顔を晒すのは抵抗があるらしい。うん、当たり前だよな。俺も嫌だわ。

「臆おくするな。あの手が使えるのは同時に精々二人と見た。こうなれば一斉にかかるぞ」

「しかし、それは流石に卑ひ怯きようでは？」

「おうおう、かかってこいかかってこい。俺を対等の相手と思わないほうが良いぞ。大型の魔物か何かだと思え」

　一斉にかかってくるというのであればこちらとしても手間が省ける。こういう時のためにおふざけで開眼しておいた奥義があるのだよ。体内で魔力を練り、集中する。これも大樹海で魔力のコントロールをこつこつと積み重ね、研けん鑽さんしたからこそ再現できた殺人拳の一つ。

「行くぞぉ！」

「うおおおおぉぉぉ！」

「いやあぁぁぁぁっ！」

　迫る鬼人族達を無視し、俺は土俵のど真ん中に座して胡座あぐらをかいた。それと同時に目を瞑つぶり、両手を軽く振り上げ、全周囲に複雑な結界を展開する。ククク、見えるぞ。私にも敵の動きが見える。

「ぐっ!?　か、身体が動かん!?」

「くっ、結界か!?　なんて緻ち密みつな！」

　すぐさま両手から魔力を放射し、周りを取り囲んで動けなくなっている鬼人族達全員と魔力の経路を繫つなげる。一人一人と相互に接続するのではなく、全員で一つの回路となるように繫げるのがコツだ。

　程なくして俺の右手と左手から伸びた魔力経路が全すべての鬼人族と繫がり、一つになる。何かを感じたのだろう、鬼人族達が顔を引き攣つらせる。

「や、やめ……」

「○斗！　有情○顔拳！」

　奥義の名前を叫びながら両手の魔力経路に魔力を流し、収奪して一気に魔力を循環させた。人数が多いから出力は強めだ。その結果は推して知るべしである。

「「「おほおおぉぉぉぉぉぉぉっ!?」」」

　断末魔の嬌きよう声せいを上げて俺の周りを取り囲んでいた鬼人族達が崩れ落ちた。

「せめて痛みを知らず安らかに死ぬが良い……」

「これは酷い」

「大惨事ね」

　全員痙けい攣れんしながら気を失っているので阿あ鼻び叫きよう喚かんすら起こらない。皆みんな怪け我がもせず気持ち良く終わった。流石だよな、俺。

「さぁーてぇ？　次はてめぇの番だなぁエンキのおっさんよぉ？　イロリも覚悟しろよオラ。人妻だからって容赦しねぇぞ」

「待て、落ち着け、話せばわかる」

「問答無用！」

「くっ、おい蜘く蛛もの！　なんとかしろ！」

「断る。最初から唯々諾々と従っておれば良いものを、変に色気を出すからこうなるのじゃ」

「うーん……私もパスね。自業自得よ、受け容いれなさい。でなければ抗あらがいなさい」

「ヒャッハー！　お仕置きタイムだー！」

「この性悪どもめぇぇぇぇぇっ！」

　数分後、鬼人族の里にエンキ夫妻の情けない叫び声が響き渡った。うん、割と本気の俺相手に数分でも抗ったのは素晴らしい。感動的だな。だが無意味だ。
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「嫌な事件だったね」

「元凶が何かほざいておる」

「鬼人族の里は暫しばらく再起不能でしょうね」

　里のトップであるエンキとイロハの里長夫妻を始めとして、主だったまとめ役達がほとんど全員俺の始原魔法によって昇天し、無様な姿を晒さらしたわけである。一番槍を務め、単純に暴力で負けただけのセンキが冷や汗を垂らしながらもホッとしていたのが印象的だったな。

　新しい嫁？　それどころじゃなかったよハッハッハ。まぁ、今回は三ヶ条の周知だけってことにして、クローバーとの行き来をどうにかする点とかその他細々としたやり取りはまた後日ってことになったから近い内にまた鬼人族の里に訪れるつもりではある。

「妾がいてもいなくてもこれは同じだったような気がするの」

「それを言ったら私もね。ほとんど全部タイシくんがやり取りしたわけだし」

「交渉らしい交渉もなかったっていうか結局殴り合いになったしなぁ」

「大将、うちではよしてくださいよ」

　男前の渋い声が響き、前を歩いていた蜥蜴とかげ男が呆あきれたようなジト目を向けてくる。彼の名はケイジェイ＝ガイ。大樹海北東部に住む川の民達をまとめるブイティ＝ガイの息子で、彼の後継者となる予定の男である。全身が鱗うろこで覆われたリザードマンで、武器を用いない格闘の達人だ。

「失礼な。俺はなんの理由もなく暴れるような乱暴者じゃないぞ」

「まぁ、そうじゃの」

「それは確かね」

「そうだろうそうだろう」

　二人の言葉に俺は満足して大きく頷うなずく。そうだよ、俺は無意味に暴力を振るうような暴君じゃないよ。むしろ暴力を振るう時にもできるだけ人死にが出ないように配慮するいい子だよ。

「逆に言えば理由さえあれば暴れるということだの」

「そういうことね」

「上げてから落とすのやめてくれません？」

「本当に勘弁してくださいよ」

　やいのやいのと騒ぎながら川の民の居留地を歩いていく。川の民の居留地はちょっと独特だ。大小の川に渡された橋や樹上の家、川かわ縁べりに建てられた家などで雑然としているのだ。橋を使うのは主に俺のような人間や川に住むエルフ達が主で、リザードマンやサハギンなんかは橋を使わずじゃぶじゃぶと川を泳いで渡っている。いや、よく見るとエルフもスイーっと泳いでるのがいるな。

「ここに住んでるエルフにも氏族とかあるんですかね？」

「どうかしらね、もしかしたら大森林では滅んだと思われている氏族の末まつ裔えいなのかも」

「可能性はあるの。エルフ達が大樹海に入ってきたのは外でエルフ狩りが横行した後の話じゃ」

「なるほど。でもここのエルフって風魔法の使い手じゃなく水魔法の使い手なんだよな」

「水魔法に適性のあるエルフも結構多いわよ。それに長い時間をここで過ごすうちに水魔法に特化していったってのもあるんじゃないかしら？」

「そういうこともあるだろうの。水の多い場所での水魔法は強力じゃしな」

　程なくして集会場として使われている広場に着く。大きめの川の中州にあたる場所で、日当たりも良いのでリザードマンがよく日光浴をする場所らしい。

「よく来たな、タイシ殿。屋根もないこのような場所で申し訳ない」

　迎えてくれたブイティ＝ガイと握手を交わし、彼の対面に座る。座るといっても椅い子すのようなものはない。ただ茣ご蓙ざのようなものが敷かれているだけの地面だ。ネーラとかこんな対応されたら目を吊つり上あげて怒りそうだな。俺は気にしないけど。

「気にしないでくれ。オープンでいいじゃないか、隠すことなく皆に聞こえるし」

　本当は重要な政策決定とかもオープンにしたほうがいいのかな？　などと考えつつ、早速ストレージから三ヶ条の書かれた紙を取り出す。

「今回話し合いに来たのは、今後の国としての方針というか、掲げる目標みたいなものについてだ。簡単にだが、これに書いてある」

「ふむ。拝見しよう」

　ブイティ＝ガイが俺から紙を受け取り、目を通す。リザードマンの年齢ってのは正直見た目じゃ見分けがつかんのだが、これでかなりの高齢らしい。だが、彼の身体にはまだまだ力が漲みなぎっており、生気に溢あふれているように見える。後継者のケイジェイも実直な男だし、川の民はまだまだ安泰だな。

「ふむ、儂わしとしては特に意見もない。つまりは、今まで通りということだろう？」

「うん、まぁそうだな。今まで通りだ。川の民も、アルケニアも、鬼人族も、妖よう精せい族も、獣人も、ケンタウロスも、元奴隷達も、そして人間も。勇魔連邦に属する者は皆対等の仲間だ。自分のために、家族のために、皆のためによく働き、困ったら皆で助け合う。今までは川の民の中でだけやりくりしていたんだろうが、今後は勇魔連邦全体でやりくりしていく」

「うむ。我々川の民は既にタイシ殿に、勇魔連邦に随分と助けてもらった。今度は我々が力を尽くしていく番だ」

　鬼人族の里とは違い、実にスムーズに事が進んだ。紙面は集った人々に回し読みされていき、それぞれが納得したような表情をしている。

「今回はこの方針、というか国是を近々発布しようということでその事前通達というか説明というか、意見を聞きに来たわけだが……あっさり納得されるとなんとも拍子抜けだな」

「我々はタイシ殿を信じている。タイシ殿の助けがなければ今いま頃ごろこの場にいる者のうち半数も生き残ってはおらぬゆえ」

　ブイティの言葉に広場にいる全員が頷く。あー、まぁそうね。俺が最初にここを訪れた時にやりあってた奴やつら、電撃と冷気を使う奴らだったからね。君達との相性は最悪だったよね。

「そうか。なら後は……そうだな、何か困っていることとかはないか？　足りていないものや、病気や怪我で困っている奴がいたりはしないか？　そういうのがあれば遠慮なく言って欲しい」

「物資は行き渡っているが、怪我人が少々……しかし、良いのか？　そのように軽々しく力を振るって」

「いいんだよ。怪我人の百人や二百人くらい俺に取っちゃ片手間でなんとかなるんだしな。こんなことを勿もつ体たいぶった挙げ句誰かが苦しんで寝覚めの悪い思いをするほうが深刻な問題だ。ささっと集めてくれ。怪我人も病人も全員だぞ」

　自分に背負えない荷物を背負って潰つぶれるのはただのアホだが、これくらいの力の行使はなんの負担にもならない。やれることはついでにやっておくに限る。

　肩を借りたり背負われたりして怪我人や病人が広場に運び込まれてくる。手足を失っているような大怪我はなかったが、深い切り傷や刺し傷を負っている者がいた。恐らく魔物の爪つめや牙きばで負った怪我だろう。

　変な毒や病気を貰もらっていたらコトなので、念入りに治療をしておく。

「病人はいないのか？」

「我々リザードマンやサハギンは元々病気に強いし、水魔法の得意なエルフも多いからよほどの重症でなければ治療はできるのだ」

「なるほど」

　思い返してみればどの怪我人もしっかりとした治療の痕あとはあった。あのまま安静にしていれば問題なく治ったに違いないが、俺が回復魔法を使えばこの場で治る。早ければ早いほど人手が増えて集落の運営は楽になるわけだ。そして俺はいいことをしていい気分になる。いい事尽ずくめだな。

「クローバーとの行き来については問題ないか？」

「うむ、運河もできたし魔物除よけも問題なく機能している。時間はかかるが、今のところ危険もなく通行できるようになっている」

「距離はそこそこあるよな。中間地点に休憩所でも作るか？」

「それはいいな。だが、それくらいは我々でやれるだろう。魔物除けの魔導具をいくつか融通してもらえるか？」

「ヤマトに通達しておこう。今後は運河の幅の拡張も行って、輸送量の増加を目指してくれ。船で荷物を運べるようになれば輸送効率が大幅に上がるからな。薬草の類たぐいも原料として出荷するだけじゃなく、ここで魔法薬にして出荷できるようになるといいな」

　川の民の居住区の特産品は水辺に生える珍しい薬草だ。今は薬草をそのまま、あるいは干してクローバーに出荷しているが、原料を出荷するよりも加工品を出荷したほうが儲もうかるのが道理というものだ。元々川の民が作っていた薬も薬効は十分だったのだが、効果が日持ちしないため今のままでは商品にならない。川の民の魔法薬作りは我流というか、口伝されてきた所いわ謂ゆる『古い』魔法薬だったからだ。

　マールの提案で川の民の薬くす師しには最新の錬金術の指南書が入門編から上級編まで一通り揃そろえられ、与えられている。現代の錬金術を学び直して川の民の魔法薬レシピを改良することを期待したのだ。

　何な故ぜマールがそれをやらないのかって？　なんでもかんでも与えてしまうのは良くないからな。それに川の民の薬師達にもプライドというものがある。それを蔑ないがしろにするのも良くないだろうともマールは言っていた。

「薬師達は魔法薬作製の目め処どが立ったと言っていたがな。まぁそちらは気長に待つしかあるまい」

「だな、急せかしても良い結果が生まれるとは限らんし。砂金はどうだった？」

「砂金掘りは試してみたが、駄目だな。人手を投入してもそう採れるものでもない。これなら魚を獲とって焼干しを作っていたほうがマシだろう」

「そうか、まぁなんでもかんでも上う手まくはいかんな」

　しばらくは住民達も交えて産業の話をする。川の民は今までギリギリの狩猟採集生活をして生きてきたので、商売に使えるような余剰生産物などがほとんど存在しないのだ。居住地の大半がアマゾン川流域のような川と密林と少々の陸地、といった様相なので畑作にも向かない。密林を焼き払って更地を作り、畑にすれば畑作はできるかもしれないが……あー、焼畑農業ってどんなだったかな。

　川の民に知っているものがいないか聞いてみたが、そういったことをしたことのある者はいなかった。しかし、過去に畑作を試そうとしたところロクに作物が育たなかったらしい。うーん、土地が瘦やせているのだろうか？　でもこんなに木が繁茂してるし土地が瘦せてるってこともなさそうな気もするんだが……いや、素人しろうと考えは良くないな。こういう地域での耕作に関してはミスクロニア王国が知識を持っていそうだし、マール経由で聞いてみるのもアリか。




　川の民の居住地でスムーズに三ヶ条の発布に同意も得られて色々と話もできたので、次に向かうとする。

「次はアルケニアの里だな」

「うむ、たまには主殿にも里の様子を見てもらわねばな」

「そういえば、クスハが里さと長おさのままなのか？　もうほとんどクローバーにいるだろ」

　基本的にクスハはずっとクローバーにいるので、アルケニアの里は里長不在状態が続いているはずだ。それなのにずっとクスハが里長のままというのも少し変な話のような気がする。

「里長と言ってもすることはほとんどないからの。我々アルケニアは寿命が長いから、齢よわい二百を超えるようなのも数人いる。妾わらわがいなくとも里の運営にはなんの心配もいらぬ」

「わかるわ。一日一日に変化がなくなるのよね。稀まれに子供がイレギュラーを起こすけれど、それも予測してるから大事になる前に解決しちゃうし」

「そうじゃな。それに加えて妾達には糸がある。里の周りの警戒にも使うが、勿もち論ろん子守りにも使えるのでな」

「ああ……」

　脳裏にニコニコと子供を見守るアルケニアとその子供から伸びる細い糸が思い浮かぶ。迷子紐ひもかな？　でもアルケニアだからな……一定以上離れると逆バンジーみたいな勢いで引き戻されたりしそうだ。

「はい到着、と」

「この里もまたユニークな見た目ね！」

　長距離転移で到着したアルケニアの里の風景を眺め、エルミナさんが楽しそうな声を上げる。

　アルケニアの里は大樹海の木々を切り拓ひらいて作られているが、鬼人族の里のように周りを囲む高い壁は存在していない。

「壁もないのに建物は平地に建てられているのね。魔物に襲われたりしたら大変じゃないの？」

「里の周りには糸を使った警戒網と防衛網は敷かれておる。それに妾達は長年ここに住んでおるからの。魔物共も学習したのか、今では里に近づいてくる魔物のほうが珍しいのう。近づいてきても村中のアルケニアに事前に気付かれ、糸を利用した数々の罠わなを突破した上で村を襲えるような魔物はそうそうおらん」

「たまにはいるのか」

「ごく稀まれにじゃの。突破してきたところで里中のアルケニアの糸に巻かれてお陀だ仏ぶつだの」

「南な無むい」

　そうして歩いていると、地面に据え付けられた頑丈な扉がパカリと開いて中からアルケニアが這はい出してきた。

「おや、里長」

「久しぶりじゃの。変わりはないか？」

　クスハが世間話を始める一方で、エルミナさんはパカリと開いた扉を見て首を傾かしげていた。ああうん、なんだろうと思うよね。こんな住居アルケニアの里でしか見たことないし。

「あれがアルケニアの住居なんですよ。地上に建ってるのは食料保管庫とか、炊事場とか、集会場とからしいです」

「へぇ、地下に住居。ドワーフみたいね」

「ドワーフも地下に住居を作るんですか？」

「私も見たことはないけど、そうらしいわね。大森林の外に商売に行くケットシーがそう言ってたわ」

「なるほど、ドワーフかぁ。大樹海の南にある山岳地帯を開発する時に協力を得られるといいんですがね」

　山岳地帯となれば鉱物資源にも期待が持てる。そして鉱石掘りや加工といえばドワーフだ。クローバーで鍛か冶じの親方をしてくれているペロンさんの伝つ手てでどうにかならないかな？

「主あるじ殿、皆を集めて話をするぞ」

「はいよ」

　よし、本日三度目になるが気合を入れていこう。




「満場一致で賛成じゃな。他に何かあるか？　特に何もないようじゃの。では解散じゃ」

「あるぇー？」

　気合を入れてアルケニアの里での会合に臨んだのだが、誇張でもなんでもなく五分で終わった。はいこれ、勇魔連邦で採用する活動方針ね。回し読みして。読んだね？　これＯＫ？　いいね、んじゃ決定、解散！　これで終わりである。俺が口を出す暇すらなかった。

「もっとこう、疑問とかそういうのないのかよ。あっさり受け容いれすぎじゃね？」

「妾も案の策定に絡んでおるのじゃから、なんの問題もないのも当たり前じゃの。内容自体もアルケニアにあっさり受け容れられるようにちゃんと妾も考えておったわけじゃし」

「深く考えることはないわよ。タイシくんとクスハがそれだけ信用されてるってことでもあるんだから」

「うーん、そういうことで納得しておくか」

　これで大樹海に点在する集落に三ヶ条の発布を認めさせることができたので、晴れて三ヶ条を掲げることができるわけだ。しかしまだまだ問題は山積しているので、一つ一つ解決を図っていかなければならない。

「とりあえずは、道だな」

「道か」

「うん、国家にとって道というものは血管みたいなものだからな。人、物資、金を循環させる道を作らなきゃならん」

　問題は、大樹海の魔物と各集落との距離である。道を作るのはまぁ、俺が魔法で大樹海を吹き飛ばしていけば比較的簡単に通せると思う。しかし、その道を維持するためには魔物対策が必ひつ須すであるし、折角作った道がまた木々に吞のまれてしまっては元も子もない。陸路の維持が難しいなら空路という手もあるが……。

「この世界には飛行機なんてないしなぁ」

「ヒコーキ？」

「同時に何十人、何百人という人間と大量の荷物を抱えて飛べる乗り物のことだよ」

「ふむ、空を飛ぶ船のようなものか。しかし、大樹海では難しいのではないか？　よほど高いところを飛ばないと魔物に撃墜されるかもしれんぞ」

「それな」

　大樹海の魔物の中にはでかい鳥のような奴もいれば、ワイバーンみたいない奴もいる。その他ほかにもどうやって飛んでんだお前、って言いたくなるような飛行型の魔物もいるし、強力な遠距離攻撃手段を持つ魔物だっている。それらに対抗できるだけの装甲と火力を持つ飛行機を作るか、あるいはそいつらが追いつけないような速さの飛行機を作るか、それとも高高度を飛べる飛行機を作るか……飛行機を作ること自体は多分できるが、大型のものを作るとなれば相当量の資材もいるし、必要な要件を満たせないと撃墜されて大損になりかねない。

　それなら陸路を開拓して丹念に魔物除けを施し、ケンタウロス達を走らせて街道の維持をしたほうが現実的なんじゃないだろうか。鉄道を敷くなんてのもアリかもしれない。

「やっぱ陸路かねぇ。いや、常識に囚とらわれてはいけない。転移魔法を利用するという手もあるな」

　決まった二点間だけを繫つなぐ限定的な転移門なら頑張れば作れるんじゃないだろうか。問題は魔力コストだけど。魔物から採れる魔核を燃料として使うことになるだろうが、採算は取れるんだろうか？　大樹海の魔物から採れる魔核は外のものに比べれば保有している魔力も多いし、供給は問題ないと思う。でも、それを使って転移門を動かして得られる利益よりも、魔核を外部に売って得られる利益のほうが多かったりしたら本末転倒だ。動かすだけ損をする移動手段なんぞ使うに値しない。

「コストが見合えば良いがの」

「難しそうよねぇ」

　転移門は一瞬だけ開けても意味がない。全員、あるいは全すべての物資の移動が終わるまで開き続けていないといけないのだ。俺は簡単にポンポン使っているが、それは俺の絶大な魔力と回復力に物を言わせているから簡単そうに見えるだけで、常識的な魔力量の魔法使いが使うとなると多分十秒も保たずに魔力切れでぶっ倒れるだろう。それを魔核や魔晶石で補うとなると、どれくらいのコストがかかるかわからんな。一発につき中型の魔晶石一個を消費する携行型魔導砲よりも金食い虫になるんじゃなかろうか。

「うーん、悩ましい。ともあれ、暫しばらくは道作りに精を出そうかな」

「そうじゃの。悩んどる時間があれば色々動いてみるのがいいかもしれんな」

「取り返しのつくことであれば試行錯誤するのはいいわね」

　俺一人でコツコツとやる分には失敗しても俺が骨折り損をするだけだしな。マール達にも話を通して早速明日から動いてみるか。




　ちなみに、アンティール族に対する三ヶ条の発布は三秒で終わった。そこらで歩いていたアンティール族の一人に三ヶ条の書かれた紙を見せたら三秒で了承したからね。

　彼女達は集合意識みたいなもので繫がっているらしく、一人に見せれば全員に情報が伝達されるのだ。とびきり異質な存在ではあるが、全体的に明るい性格で人懐っこい上に働き者ばかりなので、クローバーの住人の間では半ばマスコット扱いである。

　見た目はデカいアリだけどな！

　とにかくこれで三ヶ条発布の下準備は整った。








第四話　～変身ヒーローに襲われました～









　それは三ヶ条について各集落に通達し、三日ほど経たった日のことだった。今日も今日とてアルケニアの里に続く道を切り拓きましょうかねぇ、などと考えつつ領主館を出て十歩ほど歩いたその瞬間である。

「ぬぉっ!?」

　今までに感じたことのないレベルの危険察知が働いた。完全に油断していた俺は回避行動が遅れる。まずい、転移魔法も防御魔法も間に合わない！

　せめてもの抵抗として攻撃が来る方向を向き、腕で頭と心臓だけは守ろうとする。

「ガアァァァァッ!?」

　熱い、痛い、熱い！　攻撃の正体がなんなのかは皆目見当がつかないが、危険察知が働いてから着弾までが速すぎる。熱さと衝撃を感じ、平衡感覚があやふやになる。恐らく爆発して吹き飛んだんだろう。突然の爆発に領主館前広場が騒然とした。

　そりゃそうだ。起きて身支度を整えて、朝飯食ってすぐに出てきたんだから、領主館前広場にはそれなりの人通りがある。一体相手が何者なのかわからんが、最悪のタイミング、場所で襲撃されたな！

「クソァ！」

　攻撃の方向に向いていた前面が痛い。辛うじて一撃死は免れたようだが、攻撃の正体すらわからないのはまずい。痛む身体からだに鞭むちを打って無様に転がり、視線を動かして隠れられそうな物陰を探す。領主館からさして離れていないのだから領主館に駆け込むのが一番早いのだが、それは論外だ。領主館の中にはマール達がいる。戦闘に巻き込むなんてあり得ない。

　再び危険察知が働いた。魔法を使うには時間が足りない。回避が間に合うとも思えない。ならば諦あきらめるか？　そんなわけがない。

「全員この場から逃げろ！　収容地に行け！　走れ！　おらぁ！」

　自分がどんな状態になっているかもわからないが、周りにいると思われるクローバーの住人達に指示を出しながら拳こぶしを振り上げる。元奴隷達の収容地は領主館からだいぶ離れている。あそこならよほどのことがない限り戦闘に巻き込まれることはないだろう。

　もっと色々と考えたいことはあったが、これ以上考えている暇はなさそうだ。全力で魔力を込め、振り上げた拳を石畳の地面に叩たたきつける。

　轟ごう！　という爆音と共に石畳の地面が炸さく裂れつし、捲めくれ上がって視界を塞ふさいだ。捲れ上がった石畳と土砂の向こうから爆風と閃せん光こう、そして衝撃が襲いかかってくる。今がチャンスだ。身を翻し、隠おん形ぎようスキルを発動しながら爆風に隠れるようにして攻撃者がいると思われる場所とは反対方向の建物の陰に駆け込む。

「くっそ痛いてぇ」

　手早く全身に浄化をかけ、攻撃を受け止めたと思われる腕の傷を確認する。なんじゃこりゃ……爆はぜた上に焼かれたような感じだぞ。この痛みの感じだと、顔も頭も腹も酷ひどいことになっていそうだ。鏡で見たら軽くホラーな状態なんじゃないだろうか。

「ふざけやがって……！」

　だが、攻撃の正体はなんとなく予想がついた。これは多分レーザーのような光学兵器による攻撃だと思う。高出力のレーザーによる攻撃を受けると、焼き切れるとかじゃなくて表面が蒸発して爆発するとか聞いたことあるし。巻き上がった土砂に邪魔されて俺を攻撃できなかった点から考えても、普通の魔法弾とか質量兵器の類たぐいではないと思う。

　そう結論づけた俺は回復魔法で身体の傷を癒いやし、極光剣と魔王鎧よろいｍｋⅡを装備する。どこのどいつだかわからんが、落とし前はつけさせてもらうぜぇ……アイサツもせずにアンブッシュとか絶対汚いニンジャ的な奴やつに違いない。極光剣でバラバラに引き裂いてやろう。

「引っかからない、だと？」

　気配察知を使い、敵の位置を探るがそれらしい反応が見当たらない。気配察知を騙だますような何かを持っているのか？　隠形スキルか、それとも魔導具の類か。

　こうして隠れていても状況は改善しないだろうなぁ。むしろ、俺を誘おびき出すために領主館に攻撃をし始めるかもしれない。出たとこ勝負で行くしかないか。

「くっそ、後手後手の対応を迫られるのは面倒だな」

　これがクローバーでなければ敵がいそうな場所を更地にしてもいいんだが、そういうわけにはいかない。こちらは広範囲、高威力の攻撃を封じられてあっちはやりたい放題となるとキツいな。

　しかしこのやり口を見る限り、相手は俺のことを知っているな？　ただ情報を集めて調べただけじゃない。多分実際に一度やりあってるか、俺の戦いをその目で見ているかしてる奴だ。

　隠形スキルを解除して飛び上がり、魔力を集中しながら石造りの建物の上に着地する。

「さぁて……？」

　心当たりはそう多くない。神々のうちの一柱か、そうでなければ──。

「やっぱりてめぇかおっさん」

　無残に砕け、抉えぐれた地面の向こう。こちらと同じく建物の上に、白い全身甲かつ冑ちゆうのようなもの──強化外骨格を纏まとった人影があった。

　名前は知らないが、あの姿は前に大森林で出会った古代人の生き残りらしきおっさんに違いあるまい。あのおっさんは旧世界を滅ぼした邪神であるリアルに並々ならぬ復ふく讐しゆう心を抱いており、そのリアルの力を復活させようとしていた俺を殺そうと襲いかかってきた奴だ。こっぴどくぶっ飛ばした上に念入りに極大爆破をぶちこんでおいたのだが、生き延びていたようである。

　奴は俺の声が聞こえなかったのか、それとも無視したのか。肩に担いだ大砲のようなものを無言でこちらに向けた。途端に危険察知がガンガンと頭の中で警告音を鳴らす。

「畜生め！」

　しかしこちらもそうなるのは予測済みだ。集中していた魔力を使い、転移魔法で一気に間合いを詰め──!?

「なっ!?」

　転移魔法は発動せず、魔力が霧散する。一体何が起こっている!?

「があぁぁぁぁっ!?」

　閃光、爆発、激痛。浮遊感の後に衝撃。どうやら建物の上から吹っ飛ばされて落ちたらしい。今の一撃で魔王鎧ｍｋⅡは一撃で大破である。ぬああぁぁぁぁぁっ！　ほとんど性能を発揮できないままに破壊された！　悔しい！　そして痛い！　回復魔法！

「くっそ、本気だなあの野郎」

　前にも一度転移魔法は見せている。きっとなんらかの方法で対策をしたんだろう。あのおっさんの装備していた強化外骨格──あのおっさんはパワーアーマーと呼んでいたが──は元々擬神格を取り入れた人間を殺すために作られた兵器みたいなことを言っていた。気配察知から逃れる術すべといい、今の転移魔法の発動を妨害した術といい、恐らく当時からそういうものを使う擬神格持ちがいたんだろうな。それに対抗する手段も当然開発されていたってわけだ。

「お、おい大将、大丈夫なのか？」

　俺の隠れていた建物の窓が開き、その窓からにゅっと牛の顔が出てきた。

「全然大丈夫じゃないが、大丈夫だ。それより建物の中の奴ら全員に声かけて収容地のほうに逃げろ。広場には出るな、その窓から出て逃げろ。急げ！」

「わ、わかった！」

　牛の頭が窓の中に引っ込んでいき、ドスドスと走り去る音が聞こえる。

　よし、少し冷静になれたような気がする。

「このまま隠れていたら、あっちも攻め手がないだろうな」

　俺を倒すなら認識の外から、危険察知をしてから回避行動に移る前の一瞬、一撃で仕留める必要がある。大打撃を与えても今みたいに物陰に隠れてしまえばすぐに回復できてしまうからな。と、なれば次におっさんが打つ手は……？

「まずい！」

　俺なら物陰をなくす。それはつまりクローバーの町並みを破壊するということに他ほかならない。領主館にはマール達がいるし、まだ目の前の建物にも、この周辺の建物の中にだって住人達がいる！

「くっそ！」

　魔力を集中しながらすぐさま飛び上がり、再び建物の上へと着地する。おっさんに視線を向けるが、手にした武器に変わりは見られなかった。考えすぎか？　それとも、あくまで目標は俺のみに絞っているということなのか？

　再び向けられる砲口。だが、こっちだっていつまでもやられっぱなしではない。集中していた魔力を練り上げる。

「何度も何度もハエ叩きできると思うんじゃねぇぞコラァ！　土槍乱舞ジヤベリンストーム！」

　次の攻撃が発射される前に土で生成された電信柱状の槍やりがおっさんに向けて殺到していく。その一方で俺は土の槍の弾幕の後ろにピタリと追従。攻防一体の盾として間合いを詰める。こうして間合いを詰めさえすれば勝てる！
















「と、思うよなぁ？」

　おっさんの声と共にズン、と。何かが大量の土の槍で構成された弾幕を貫いた。

　土の槍の弾幕を貫いてきたのは、赤い切っ先だ。剣か、それとも槍か。禍まが々まがしいオーラを放つ切っ先は、土の槍の弾幕の後ろにピッタリとくっついて移動していた者にとっては不可避の刃やいばだ。

　そう、不可避の刃だっただろう。それを予測していなければ。

「と、思うよなぁ？　その言葉そっくりそのまま返すぜ」

　赤い切っ先の間合いの外、土の槍で構成された弾幕の陰から横に飛び出し、射撃モードに変更していた極光剣の砲身をおっさんへと向ける。おっさんは赤い刃を持つ禍々しい剣を土の槍の弾幕へと向けて突き出した体勢のままだ。つまり脇わきがガラ空きである。

「死に晒さらせぇ！」

　二ふた股またに分かれた刀身の間に眩まばゆい閃光が迸ほとばしり、砲口から発射された熱線がおっさんの強化外骨格の脇腹に突き刺さった。隙すきだらけのおっさんは為なす術すべもなく吹き飛び、城壁を越えてクローバーの外へと弾き出されていく。

　当然、俺がこのままおっさんを逃がすはずもない。

「おらぁ！　待てやコラァ！　今度は確実に息の根止めてやんぞてめぇぇ！」

　煙の尾を引きながら吹っ飛んでいくおっさんを飛行魔法で追う。前にやりあった時も念入りに爆破はしたんだがな。死体を確認することができなかっただけに『やはり生きていたか』という思いも強い。至近距離からの爆裂光弾を喰くらっても全然壊れる様子がなかったもんな、あの強化外骨格。

　おっさんが落下していったのはクローバーの北側。奇くしくもクローバー侵略軍が展開し、マールの魔核地雷で派手に吹き飛んで更地になった地点だった。樹海に落ちて逃げ隠れされたら面倒なことになるところだったが、あの地点なら見失うこともない。存分にぶち殺してやろう。

　そう思ったところで危険察知が働いた。見ればおっさんが吹っ飛びながらも空中で体勢を整え、銃器のようなものをこちらに向けてきている。

「しぶといなてめぇ！」

　おっさんは無言で左手に持った銃器のようなものを発砲した。武器の正体はわからないが、肌に感じる危険度は先程のレーザー砲と同等かそれ以上だ。転移が使えるなら転移するのが一番なんだが、また発動阻害されたら目も当てられない。

「ぐゥ!?」

　全身に魔力を漲みなぎらせて防御を上げながら、空中で横っ飛びに回避する。慣性を無視した急激な方向転換で身体に急激な負担がかかるが、俺が苦く悶もんの声を上げた理由はそれではない。

　右側に避よけたために無防備に晒されることになった左半身。そこに走った激痛のためだ。攻撃の正体はわからないが、恐らく物理的な攻撃である。肉が抉れて、血が噴き出したからな！

「いちいち痛ぇんだよこの野郎！」

「加速散弾砲をまともに喰らって痛いで済むとかおかしいだろお前。常識ねぇのかよ……生身でこいつを喰らったら、普通はバラバラだぞ」

　着地した俺におっさんが心底呆あきれたような声でそう言いながら再び銃口を向けてきた。奇妙な銃だ。多数の銃身が束ねられたような見た目で、パッと見はあの冷血王子が使っていたペッパーボックスピストルを大型化、長銃身化したもののようにも見える。

「なんだそのゲテモノ銃」

「お前みたいな化物を殺すための銃さ」

　再びの発砲。しかし対策は既に済んでいる。

「土壁！」

　地面から分厚い土の壁がせり上がり、銃弾を受け止めた。何発か貫通して俺に命中したが、威力が落ちていて大した傷にもならない。

　だが、この分厚い土壁を貫通してくる威力があれば、建物の陰に隠れていた俺をこいつで炙あぶり出すことなんてわけなかったはずだ。やはり、このおっさんは俺以外は戦闘に巻き込まないように配慮しているようだな？

「おいおっさん。ここらでやめにしないか？　これ以上やったら大おお怪け我がくらいじゃ済まんことになるぞ」

「そいつは無理な相談だ。前に言ったな？　俺は奴を絶対に許さない。奴はその権能を使い、ヒトを獣以下の存在に創つくり変える。ヒトとしての尊厳を全すべて剝はぎ取ってな。お前は知った顔がそんな風に創り変えられてしまったことがあるか？　そいつの息の根をやむを得ず止めた経験は？　ないなら俺の恨みを理解することはできまい。理解できたとしても殺すがな」

　恨み骨髄に徹する、というのはまさにこのことか。おっさんの言葉に染み込んだ怒りと憎悪は相当のものだな。あいつの権能でヒトとしての尊厳を剝ぎ取られ、ってのは一体どんな状態なのか全く想像もつかないが、きっとロクでもない状態だったんだろうな。

　だが、それはそれ、これはこれだ。俺にしてみりゃそんなことは知ったこっちゃない。素直にこの首を差し出す気にはとてもなれんね。

　これ以上の話し合いは少なくともお互いに五体満足な状態では無理だろう。そう判断した俺は回復魔法を発動して傷を癒やしながら土壁を右側から回り込んでいく。奴は左手に銃を持っていたから、腕の外側にあたるこちらから回り込んだほうが反応が遅れるはずだ。

「ビンゴ」

「ファ○ク！」

　だが、おっさんは俺の動きを読んでいたらしい。ピタリと照準され、再びの銃撃。

「あっぶねぇ！」

　慌てて土壁の後ろへと身を隠し、土壁に魔力を注いで強度を増しておく。今回は貫通されなかったようだ。

「やい、この野郎！　俺が死んだってあの邪神は死なねぇぞ！」

　むしろ今死んだら嬉き々きとして昇神させられそうな気がする。まさかとは思うが、あいつそのためにこいつをここに誘導したわけじゃあるまいな？　いくらなんでも流石さすがにそれはないか。

「噓うそだな、邪神の器になっているお前を殺せば奴も滅びる」

「はいぶっぶー！　残念でしたぁ！　もう奴は復活して俺の身体からだから出てってますぅー！　俺を殺しても何も解決しませぇーん！」

「なん……だと……？」

　挑発しながら土魔法で俺と同じくらいの大きさの土人形を作り、土壁の左側から飛び出したように見えるよう投げる。その上で俺自身は一拍遅れて土壁の上に跳躍した。

　目もく論ろ見み通り、発砲音と共に壁の左側から飛び出した土人形が砕け散る。

「んなっ!?」

「隙ありィ！」

「がっ!?」

　剣の間合いの外、ゆうに十メートルは離れている場所で振るった俺の極光剣は確かにおっさんの両腕を斬きった。白い強化外骨格に覆われた二本の腕が肩から斬り離され、赤い剣と奇妙な銃を握ったまま宙に舞う。

「馬ば鹿か、な……!?　一体何が!?」

「教えてやる義理はないねぇ」

　いつかおっさんに言われた言葉をそっくりそのまま返してやる。俺は声高に手の内を晒す間抜けではない。そもそも、剣術スキルを限界突破して覚えた奥義です、とか言ってもおっさんには理解できまい。

「さて」

　殺すか、と考えたところで少しだけ思い留とどまる。

　今回、このおっさんはあくまでも俺を狙ねらってきていた。まだ他にも強力な武器を隠し持っていそうな感じだし、そもそも手段を選ばずクローバーごと俺を葬るつもりなら他にやりようがあったんじゃなかろうか。

　そう考えると、ここであっさりと殺して良いものなのか、と思ってしまう。いや、勿もち論ろん今後のことを考えればこのおっさんは間違いなく大きな不安要素なんだから、今この場で後腐れなく始末しておくのが正解だ。

　しかし、リアルが俺の身から出ていった今、このおっさんが俺をつけ狙う理由はなくなったとも考えられる。こうしている間にもおっさんの両肩からは血液が噴き出し続けている。俺が手を下さなくても程なくして死ぬだろう。

「ぐっ……何を」

「とりあえず傷を塞ふさいだ。素直に話をするなら両腕を元通り生やしてやらんこともない」

　何いずれにせよ、両腕を失ったおっさんにこれ以上俺をどうすることもできまい。回復魔法で両肩の傷を本当に最小限にだけ塞ぎ、出血だけは止めておく。あと、そこらに転がっているおっさんの腕と武器は没収だ。手早くストレージに収納しておく。

「おっさん、話をしよう。前も今回も、ロクに話もせずやりあってるじゃないか。俺らには言葉を操る知性が一応存在するんだからよ」

「知性ね、そんなものが俺達に存在するのかどうか、俺は懐疑的にならざるを得んがな」

「違いない。人間にまともな知性があったら人間同士で争うことも、世界を滅ぼしてしまうこともないだろうしな。だがまぁ、今はそういう虚無主義的な話は脇に置こうぜ。俺は必要だと思えばこの手を血で汚すことも厭いとわない覚悟だが、無益な殺生は避けたいとも思っている」

　強化外骨格のヘルメットの向こうにあるであろうおっさんの目を見る。うん、ヘルメット越しだから視線も表情もわかったもんじゃねぇな！

「おっさんの目的は旧世界を滅ぼした邪神──リアルへの復ふく讐しゆうだろう？」

「……そうだ」

「なら、今の俺を狙うのは筋違いってもんだ。リアルはとっくに力を取り戻して俺の身体から出ていってるから、俺を殺してもおっさんが得られるものは何もないぞ」

「その言葉が本当だとどう証明する？」

「知らんよ、そんなのは。旧世界の研究施設とかなら調べられそうな気がするが、わざわざそこまで赴いて検査にかかろうとも思わないしな。ただはっきりしてるのは、今ここで俺があんたに噓を吐つく必要性は何もないっていうことだな。噓を吐いてあんたを説得するよりも、とっとと殺すほうが圧倒的に手っ取り早い。そうだろ？」

　俺の物言いにおっさんは沈黙した。おっさんに言った通り、俺がこの状況で噓を吐く理由など何もないのだ。おっさんに付け狙われるのをなんとかしたいってんなら、言った通りとっととぶっ殺してしまうのが一番早くて確実である。

「その話が本当だとすれば、何な故ぜ奴やつはこの世界を滅ぼさないんだ？　力を取り戻した奴が自由の身であるのなら、この世界に破滅が訪れていなければおかしいだろう」

「そんなん知らんがな。本人に聞け」

「なんだと？」

「へーい！　見てるんだろ！　出てこいや！　出てこないと等身大の全裸像を作って崇あがめ奉るぞオラッ！」

「いや、それは別に構わないけどさぁ……」

　まるで最初からそこにいたかのような唐突さである。見る角度によって虹にじ色いろにも見える神々しい銀髪、端整な顔、シンプルな白いワンピースに隠された成熟しきっていない、起伏の控えめな少女らしい身体。清せい楚そでありながら強烈に劣情を誘う完かん璧ぺきな肢体。

　なんの前触れもなく、まるでこの世の者とは思えないような完璧な美少女がこの場に出現した。

「はーい、皆みんなのアイドル、超絶かわいいリアルちゃんです☆」

　ぱちん、とウインクすると煌きらめく星のエフェクトが飛んだ。原理は全くもってわからんが、魔力とか神力とかそういうものの無駄遣いだということだけはよくわかる。

「ほら、お前が昔ぶいぶい言わしてた頃ころの被害者だぞ。責任持って面倒見ろ」

「えー、そんなこと言われてもなぁ。確かにボクがちょっとやんちゃして旧世界を滅ぼしたのは事実だけど、そもそもの話をすればエネルギー資源として神々を消費し続けて、最終的にボクというエネルギー資源を制御しきれずに自滅したってだけの話じゃない？　というかむしろ、神の座から引きずり出されて無理矢理受肉させられた上に、エネルギー資源として消費されかかったボクのほうが被害者でしょ？」

　俺を第三者と言って良いのかどうか正直わからんが、俺もまぁそう思うな。強制徴用の上、無理矢理死ぬまで働かされそうになったら俺でも文句言うし、文句を言うことすらできないなら力の限り暴れるわ。

「しかも神の座から引きずり出して受肉させる際に知性を封じる処置までしてたじゃない。ボクが本能のまま暴れる羽目になったのはあの処置が原因だよ？」

　リアルがそう言って腕を組み、頰ほおを膨らませる。うん、可愛いけどその結果旧世界を滅ぼすってのもスケールがデカい話だよな。

「確かにそうかもしれん。だが、俺の仲間と家族がお前に嬲なぶり殺されたのもまた事実だ。俺は決してお前を許すことはできん」

　そう言ってリアルを睨にらみつけるおっさんの目は復讐心で昏くらく、激しく燃え盛っている。うーん、なんとか翻意させようと思ってリアルを呼んだんだが、これは逆効果だったか？

「あっそ。こっちだってボクをこの世界に引きずり出して面倒事を押し付けた君達を許せないけどね。他ほかの神々を滅ぼしたのはどうでも良──良くはないか。おかげでボクが世界再生なんてガラにもないことをする羽目になったし。まったく、秩序サイドの神が一人でも生き残っていればもっと楽もできたのにさ。言っておくけど、君達がやらかした後始末、尻しり拭ぬぐいもボクがしたんだからね？　秩序サイドも混こん沌とんサイドも関係なく神々を消費し尽くしてくれて本当にもう。仮にボクを完全に制御してエネルギー資源として使っていたとしても、この世界滅びてたからね？　当たり前だよね、世界の運行を行う神々を尽ことごとく殺し尽くしてたわけなんだからさ。地は砕け、水は腐り、火は灯ともらず、風はやんで、光は差さなくなり、闇やみすらも消えて何もかもが虚無の果てに消え去る。当時の世界はその瀬戸際、崖がけっぷちにあったんだよ？　わかってるの？」

　何それ怖い。そっかー、神々を殺し尽くすとそういう弊害があるのかぁ。

「俺達の愚かさ、傲ごう慢まんさなんてものはとっくに身に沁しみている。だからこそ俺は生き恥を晒さらし、二度とあんなことが起こらぬように旧世界の遺産を管理し続けている。それだけが生き残った俺が人類に対してできる唯一の贖しよく罪ざいだ。そして、そんな俺の前にお前が現れた。お前の存在は仇かたきであると共に、俺達が遺のこした負の遺産の最たるものでもある。この身に代えてでもお前だけは滅ぼさなきゃならん。またこの世界を滅びさせるわけにはいかない」

「あっはっは！　笑わせるねー。いいかい？　旧世界を滅ぼしたのはボクじゃない。君達自身だ。さっき、君はタイシに言ってたね？　ボクがヒトの尊厳を剝ぎ取ってどうこうと。違うね、逆だよ。君達がボクの、ボク達の尊厳を何もかも剝ぎ取ったんじゃないか。その事実を棚に上げて人類の守護者気取りで自己陶酔とは恐れ入るね」

　にっこりと天使のような笑みを浮かべながら痛烈な批判の言葉を放つリアル。うーん……立場上、無意識にリアルのほうに肩入れしてしまっているのかもしれないが、やはりリアルの主張のほうが正しい、というか正当に感じるなぁ。

　いや、それでもリアルがかつて人々を大量に殺さつ戮りくし、世界を滅ぼしかけたのは間違いないんだろうけども。話を聞く限りは古代人の自業自得感が激しいよなぁ。本当にリアルが古代人達の手によって知性を失っていたのかどうかわからないけど、おっさんもその点については一切否定をしてこない以上は事実なんだろう。

「ま、今の君にこんなこと言っても仕方ないんだけどね。もう過ぎたことだし、結局なんとかかんとかこの世界は存続させられているわけだしさ。今となっては受肉したからこその楽しみっていうのも見つけたし。どーでもいいかなーって」

　リアルがこちらにチラリと視線を向けてくる。お？　なんだ？　ハグしてやろうか？　よーしよしよし、ちょっと細いけどなかなか良い抱き心地だ。俺の胸に顔を埋うずめてほっぺたをスリスリしてくるところとかちょっと猫っぽくて可愛い。

「だいいちさー、今更そんな昔のことを言われても困るよねー。もう時効だよ、時効。世界を滅ぼしかけた償いとして、ボクは邪神としての本分を捨ててこの世界の再生を頑張ったわけだし、罪は十分償ってるよね？」

「まぁ世界は滅びてないし、人間もそこそこに生活してるし、俺はいいんじゃね？　と思うけど」

　おっさんにしてみればつい先日、あるいは数年前のことなのかもしれないが、俺にとっては遥はるか昔の話だしな。

　リアルにしてみても数千年前の話には違いないし、滅亡寸前の世界を再生して人間達が自分の力で生きることができるように八方手を尽くし、今までずっと見守ってきたということで過去の罪は償ったという認識みたいだ。

「キミはそういうとこ、懐が深いよねぇ。いいの？　ボクは昔、大勢の人間を惨むごたらしく殺しまくったやべー奴なんだよ？」

「今もそうしようと目論んでるならドン引きだけど、そうじゃないんだろ？　それにまぁ、その所業も全面的にお前が望んでやったってわけでもないみたいだし、償いも俺から見ればちゃんと終わっているように見えるし、俺としては問題ないな」

　過去にやらかしていたとしても神話級に前の話だしなぁ。俺に直接的に何かがあったわけでもないし、おっさんの恨み言も俺からすれば『ふーん、それは大変だったな』ってだけの話だ。

「んふふー……本当にもう、キミはもう」

　リアルがまさにでれでれといった様子で俺に抱きつく。あー、いけませんお客様いけません！　度重なる被弾で服がボロボロになっているからって乳首に吸い付くのはおやめくださいお客様！　あーいけませんいけません！　ここでやらかすつもりですかお客様！

「お前が恨んでる相手こんなだけど、いいのか？」

　いかなる術理によるものか、盛大にピンク色のハートを撒まき散ちらしながら俺に吸い付くリアルをなんとか引き剝はがし、なおも吸い付こうとしてくる奴の額を手で押さえながらおっさんに問いかける。

「……死にたい」

　リアルが撒き散らすハートの流れ弾にピシピシと被弾しながら、おっさんがチベットスナギツネみたいな表情になっていた。なんという虚無の表情。これは本気ですわ。

「おっさんが鬱うつになってるぞ。なんとかしてやれ」

「ここはサクッと殺してあげれば？」

「お前、そういうとこだぞ」

　唐突に無慈悲な邪神ムーブをキメるリアルにデコピンをお見舞いしてから項うな垂だれて肩を落とすおっさんの傍そばに近づく。いや、今は落とす肩がなかったな！　ＨＡＨＡＨＡＨＡ！

「で、まだ俺を付け狙うか？　なら本当にあんたを始末しなきゃならんのだが」

「……なんかもう何もかもが馬ば鹿からしくなったよ、おじさんは」

「そうか、大変だな」

　斬きり捨てたおっさんの腕をストレージから取り出して傷口を浄化してから押し当て、回復魔法で再生してくっつける。早速指をわきわき動かしているところを見る限り、処置は成功したようだ。

「違和感があっても知らん、自分でどうにかしてくれ」

「……お前、なんで俺を殺さなかった？」

　おっさんがそう言って力のない目で俺を見上げてくる。会話をしようとボールを投げたら鉄球になって返ってきたでござる。なんだよいきなり。質問が重いわ。

「あんた、俺以外の住人を巻き込まないようにしてただろ。無関係な奴も巻き込み上等で襲ってきてたら、問答無用でぶっ殺してたさ」

「そうかい……なぁ、お前から見てそいつはどうだ？」

　膝ひざを落としたまま、おっさんがリアルへと視線を向ける。視線を向けられたリアルは何故か胸を張ってドヤ顔だ。なんでドヤ顔なの？　お前。

「有り体に言って邪悪な奴だな」

「ちょっと？」

「気まぐれで俺をこんな世界に連れてくるし、人の行動を操って色々と画策しやがるし、粘着と煽あおり滅め茶ちや苦く茶ちやウザいし、自分の本能に割と忠実だし、人が苦労して右往左往しているのを眺めてニヤニヤしてるようなとこがあるし、興味が湧わかないものは一切顧みないところがあるし、唐突に邪神ムーブするし」

「ええとその……」

　リアルが冷や汗を垂らしながら視線を逸そらす。俺はそんなリアルを抱き寄せながら言葉を続けた。

「でも、本当は面倒見が良いところとか、自分の努力をあまり人に見せないようにするところとか、気楽に話せるところとか、自分から誘惑はするくせに攻められると弱いところとか、結構寂しがり屋で可愛いところとか、そういうところは実にいいぞ」

「はぅあぁぁぁ……やめてぇぇ」

　リアルが真っ赤になった顔を両手で隠しながら身み悶もだえる。

「ははは……お前さんにしてみりゃそいつもただの可愛いお嬢ちゃんか」

　おっさんは力なく笑いながら立ち上がり、どうやってかはわからないが身に纏まとっていた強化外骨格を消し去った。やっぱり俺のストレージと同じような能力を持ってるみたいだな。

「この先はどうするんだ？」

　俺の申し出におっさんは首を横に振った。

「さてな、今の世界ってのを見て回るのも良いと思ってるが」

「そうか。その辺で野垂れ死ぬなよ、迷惑だから」

「口の減らない小僧だな」

　おっさんはくつくつと笑いながら身体からだについた埃ほこりを手で払うと、なんだかスッキリとした顔で空を見上げた。憑つき物ものが落ちたような顔というのはこういうのを指して言うのかもしれないな。

「それじゃあな。二度と会うこともないだろう」

　そう言っておっさんは身を翻し、歩き去ろうとしたので俺は後ろからその肩をむんずと摑つかんだ。

「どこへ行こうというのかね？」

「なに？」

　振り返ったおっさんが怪け訝げんそうな表情をする。

「おっさんの襲撃のせいでぶっ壊れた石畳やら、一方的に俺に攻撃した件についてやら、片付けるべき案件があるだろう？　なんで『今生の別れだ』みたいな雰囲気出して逃げようとしてんだ許さんぞてめぇ。やるだけやって後始末を疎おろそかにするんじゃねぇって今しがたリアルに言われたよなぁ？」

「あっ、はいすみません」

　肩に食い込む俺の手が痛かったのか、おっさんは引き攣つった笑みを浮かべる。

「いや、締まらないねぇホント」

　やれやれ、とでも言いたげな表情で肩を竦すくめるリアルの顔面を鷲わし摑づかみにする。

「あだだだだっ!?　な、なにさ!?」

「何他ひ人と事ごとみたいなこと言ってんのお前。お前が原因でこのおっさんが襲ってきたんだから、お前も許されんよ？」

「えっ!?」

　鳩はとが豆鉄砲食ったような顔してるけど、当たり前だよなぁ？　お前目当てのおっさんに滅茶苦茶痛めつけられたんだぞ、俺は。イイハナシダナーで終わると思ったか？　そうは問屋が卸さない。

「さぁ、まずはクローバーに行こうか！　逃げたらどこまでも追いかけて生きていることを後悔させてやるからな、お前ら」

　おっさんが持つであろう旧世界の技術とリアルの神様パワー、存分に利用させていただくとしよう。勇魔連邦の未来は明るいぜ。








第五話　～賠償を得て、責務を負わされました～









　おっさんとリアルを扱こき使うことが決まったその翌日。俺は万感の思いを込めて溜ため息いきを吐ついた。所いわ謂ゆるクソデカ溜息ってやつである。

「はー、駄神マジ駄神。ほんとつっかえ」

「ボクの領分は堕落と快楽なんだよ！　創造的なことは苦手なの！」

　涙目でそんなことを叫びながらリアルが地団駄を踏む。いや、ほんと使えないんですよこいつ。神様パワーで石畳の修復をするように言ったら領主館前の広場全面をピッカピカの大理石張りにしやがるし、違うそうじゃないって言ったら何な故ぜか大理石だった地面がオリハルコンになりやがるし。

　当然ながらオリハルコン張りになってしまった領主館前広場の復旧の目め処どは立っていない。なんせオリハルコンなので容易には破壊できないし、破壊できないから張り直しもできない。もうオリハルコン張りのままにするか、いっそオリハルコン層の上に石畳を敷き詰めるかって話になってきている。

　え？　リアルに直させないのかって？　これ以上こいつにやらせるのはやめようということが勇魔連邦上層部の満場一致で決まったからね、やらせてないよ。オリハルコンよりヤバいものにされても困る。

「どういうことでなら貢献できるんだよ」

「この街の出生率を大幅に上げることなら今すぐにでもできるけど。そりゃもうあっちこっちで励ませてみせるよ？」

「おいやめろ馬鹿。クローバーの公序良俗を乱すんじゃねぇ」

　とんでもないことを言う駄神の顔面をむんずと摑んでアイアンクローをかましておく。

　一方、おっさんは実に有能であった。目下一番の悩みであったクローバーと各集落を結ぶ交通手段についての解決策を提供してくれたのである。

「これで設置完了だ」

　こちらに振り返ってそう言うおっさんの後ろには円形の台のようなものが鎮座していた。台と言っても高さはそれほどでもなく、精々十センチメートルほどだろうか？　台の縁はスロープ状になっていて、車輪のついたものであれば容易に台の上に乗れるだろう。旧世界にもユニバーサルデザインという概念があったのかね？

　円の面積は結構広く、荷馬車程度なら上に乗れそうだ。人間ならみっちみちに詰めれば三十人……いや、四十人くらいまでいけるか？

「それで、こいつはどう使うんだ？」

　この円形の装置は何かと言うと、旧世界で使用されていたという簡易型の転移装置である。簡易型と言うだけあって、設置はごく簡単だ。本体と付属品をケーブルで繫つなげればそれで設置完了である。だが、簡易版ということもあって機能は限られている。この転移装置は二つで一組になっており、複数設置したとしてもあくまでセットになっている転移装置間の移動しかできないのだそうだ。

　ちなみに、こいつはおっさんのストレージから取り出した品である。ここに設置されているのは一セットのうちの片方で、この装置と対になるものは大森林のとある遺跡の中にあるらしい。恐らく妙に高圧的だったエルフの居住エリア内にあるんだろうな。

「転移装置の中央にスイッチがある。あれを踏めば転移装置の上にあるものが対となる転移装置に送られるという仕組みになっている」

「受け手側に物体が存在していた場合は？」

「セーフティが働いて転移は行われない。同時に、対となる転移装置側にアラーム音が鳴る。その他ほかにもこのインジケーターランプで移動先の転移装置に障害物がないか確認できるようになっている。移動先の転移装置の上に障害物がある場合、このランプが点灯するわけだ」

　おっさんが指を指した先には確かにそれっぽいものが存在した。模様か何かなのかと思っていたが、そういう用途のインジケーターランプだったわけか。

「なるほど。じゃあ本当は屋外じゃなく屋内に設置したほうがいいんだな？」

「そうだな。風で飛んできた砂埃程度でセーフティが働くことはないが、小鳥や虫などのせいでセーフティが働くことはあり得る。セキュリティの観点から考えてもそうしたほうが良いだろう」

「耐久性と稼働期間は？」

「クロノミクス製の製品だから、基本的には半永久的にメンテナンスフリーと言われている。半永久的に、というのは言いすぎとしても、故意に破壊しようとしない限りは長期間稼働し続けるだろう。今でもクロノミクスで作られた品が問題なく動作しているという点を考えれば、半永久的に稼働するという謳うたい文もん句くもあながち誇張とは言えないだろうな」

「確かに」

　クロノミクスというのは旧世界の遺跡や、そこから発掘される遺産に使用されている白い陶器のような材質のことである。異常に頑丈で、俺でも破壊するのにはかなり気合がいる。

　で、最後の問題はアレだ。

「動力源は？　アレか？」

　俺の視線の先にはケーブルで転移装置と繫がったソーラーパネルのようなものがあった。結構大きい。横幅一メートル半、縦幅はその半分くらいだろうか。それが全部で四枚設置されている。パネルは薄く、縦に直立していてなんだか衝つい立たてみたいだな。

「そうだ。あの吸魔板が周辺の魔力を吸収して転移装置に魔力を溜ためる。何も手を加えずに動力として使うのであれば、できればもっと離して設置したほうがいい。転移装置のこのインジケーターが蓄積されている魔力量を示している。この溜まり具合から考えると一時間に一回くらいは稼働させられるんじゃないか。吸魔板を離して設置すればもう少し効率が上がるかもな」

　おっさんはそう言いながら魔晶石をセットしたハンドライトのようなものを取り出し、光らせ始めた。そうすると急激に蓄積魔力量を示すインジケーターが上昇し始める。ほう、吸魔板を密集させて設置したところに魔力を放射すると急速充電みたいなことができるわけか。

「なるほど、素晴らしいな。これは転移門……だと俺が使う魔法のほうと被かぶるな。トラベルゲートと呼ぼう」

　ソーラーパネルと違って別に太陽に向ける必要もないようだし、設置自体はかなり楽そうだ。普通に使う分には離して設置したほうが効率が良いって話だし、その言葉には素直に従うとしよう。

　でも、一度に輸送できる量は大したものじゃないな。大量の物資を輸送したいならトレジャーバッグなんかを活用する必要があるだろう。魔力のチャージにそれなりに時間がかかるみたいだし、回転率も高くないみたいだからな。でもそんなのは工夫次第でなんとでもなる。魔力を注いで回転率を上げることができるなら、魔力の余っている人から魔力を買い取るなんて方法もあるしな。献血ならぬ献魔力みたいな感じで。

　さて、性能も概おおむね理解できたところで本題に入るか。

「それで、こいつはあと何セットあるんだ？」

「なに？」

「できれば六セットは欲しいんだが」

　鬼人族の里、アルケニアの里、川の民の居住地、あと東西街道の関所とそのうちできるであろう北街道の関所にも。あー、研究用にもう一個あるとなお良しだよな。

「唐突に図ずう々ずうしさを出してきたな、お前さん」

「いいじゃねぇか、どうせ使われもしないで埃を被ってるんだろ？　それなら俺のところで有意義に使われたほうが道具にとっても幸せってもんだ」

「これは貴重な品なんだぞ。それに元々幾らすると思ってるんだ」

「あー！　いたたた！　あー、おっさんにレーザーとか銃で撃たれた傷が痛むわー。リアルと会わせてやった上に腕もくっつけてやったのになー」

　大げさに胸を押さえてよろめいて見せてからチラリとおっさんを見る。

「……ないもんはない。俺が保管しているもので提供できるものは二セットだけだ。吸魔板やケーブルの予備はいくらかあるから譲っても良いがな」

　二セットか。まぁ、目下交通が不便すぎるのは鬼人族の里だけだし、一個を研究用とすれば許容範囲内かな？

「設計図とかの技術資料も頼むぞ」

「……とことん図々しいなお前さん」

「何せ俺の肩には勇魔連邦の民を幸せにするっていう重責が乗っかってるんでね」

　呆あきれた様子を見せるおっさんにヒラヒラと手を振って見せ、今まで俺とおっさんとのやり取りをずっと仏頂面で眺めていたリアルに視線を向ける。

「おっさんと比べてこの駄神と来たら……」

「今すぐその残念なものを見る目をやめてくれないと今夜また後悔することになるよ？」

「あ、はい。すみません」

　こいつの本気はマジでやべーので素直に謝っておく。限界に挑戦するのは勘弁して欲しい。昨日もどこからこんなに出たんだってくらい搾られたよ。一回くらいなら楽しいで済むが、二日連続は本気で干からびかねない。

「お前らを見ているとどうにかなりそうだ……俺は戻って機材を取ってくるから、こっちの装置に悪戯いたずらするなよ」

　リアルとじゃれあっていたらおっさんはそう言い残してさっさと転移装置で行ってしまった。

　うん、人類を滅ぼした邪悪の化身だと思っていた奴やつが妙に可か愛わいらしい小娘になっていて、しかも普通に人間といちゃついていたりしたら確かにそう思っても仕方がないかもしれない。でもこれが現実なので受け止めて欲しい。

「さーて、このポンコツには何をしてもらえばいいかね」

「ナニならいくらでもしてあげるよ！」

「お下品だわ。お前、ほんとそういうとこだぞ」

　人差し指と親指で作った輪っかに指を出し入れするのをやめなさい。黙っていれば無む垢くで清純な超絶美少女なのになぁ。本当に残念な奴だ。

　と、その時である。

「うおっ!?　なんだおい眩まぶしい！」

　なんの前触れもなく激しい光が俺とリアルの目の前で発生し、まともにその光を見てしまった俺の目が眩くらむ。危険察知にはなんの反応もないので、多分危険なものではないと思うが一体何事だ。

「うごごごご、目が……」

「あれ、ガイナじゃない。どうしたの？」

　俺の視界が眩んで何も見えない中、全く堪こたえていない様子でリアルがそんな言葉を放つ。ガイナ？　ガイナって地母神ガイナ？　なんだってそんなのが唐突に湧わいて出てくるんだよ！

「お母様、呼び出しです」

「え？　今？　見ての通りイチャイチャしてて忙しいんだけど」

「それについてです」

　やっと眩んでいた目が治って突如現れた第三者の姿を視界に捉とらえることに成功する。透けるような、というか実際透けている薄布に包まれた豊満な肉体、輝く黄金の髪の毛、そして深く、蒼あおい、慈愛に満ちた瞳ひとみ。この姿は以前にも二度ほど目にしたことがある。

　彼女は地母神ガイナ。法と裁きを司つかさどる雷神にして主神でもあるヴォールトの妻、生命と豊ほう穣じようを司る女神だ。まさかの本人光臨である。これ、世間的に見て物もの凄すごい大事なんじゃなかろうか。前に酒神メロネルが別大陸の酒場に現れて酒盛りしてったって話を聞いたことがある。つまり、神が人前に現れたりするのは、通信の発達していないこの世界においてすら海を渡るほどのニュースなのだ。

　うん、間違いなく大事だわ、これ。あと、ガイナに限ってはそこに存在するだけで差し迫った危機が発生する。どういうことかというと、ガイナはただそこにいるだけで地母神としての権能を垂れ流しまくるので、精神攻撃に対する耐性を持たない者はその姿を目にしただけでバブみエネルギーが天元突破してマザコンになってしまうのだ。つまり歩くマザコン製造機なのである。

　俺はもう精神耐性のスキルを３にしたからな！　割と大丈夫だ。今にもあの豊満なおっぱいに飛び込みたい衝動に駆られているが、気合で我慢できるので俺は正常。実際安全。

「ボクが誰だれとどう付き合おうとボクの勝手だよ。それに干渉する気なら……覚悟するんだね」

「別にお母様が誰と褥しとねを共にしようと、歳としも考えずにイチャつこうとどうでもいいです」

「歳は関係ないよ！　ボクは永遠の少女だし！」

「だからそれはどうでもいいのです。とにかく、来てください。タイシ君も一緒にです」

　有無を言わさぬガイナの態度になおも何かを言い返そうとするリアルの口を塞ふさぎ、羽交い締めにする。

「埒らちが明かないからとっとと連れてってくれ。クローバーにマザコンを大量発生させるわけにはいかん」

「話が早くて結構ですね」

　ガイナがニッコリと微ほほ笑えみ、腕を一振りすると一瞬で周りの景色が切り替わった。様々な花が咲き乱れる庭園のような場所だ。きっとここがガイナの御座なんだろうな。御座というのは神々が所有する自分の領域、住すみ処かみたいなもののことを指すらしい。

　しかし、ここは綺き麗れいだけどなんというか無秩序だな、人の手が入っているような様子は一切ないし、生命力が旺おう盛せいすぎて華やかだけど荒々しい印象すら受けるわ。

「凄すごいとこだな、ここは」

「ありがとうございます」

　俺の言葉にガイナはなんだか嬉うれしそうな声で微笑むが、別に褒めたわけじゃないんですけど。ここで昼寝とかしたら目を覚ました時には植物に覆われてそう。というか身体からだから植物が生えてそうで怖い。

「タイシ、ボクから離れないようにね」

「そうする」

　不機嫌そうな、あるいは面倒臭そうな雰囲気を醸し出しながらリアルが俺の手を握ってくる。既に俺をどうこうするって話はなくなったと聞いてはいるが、心変わりしていきなり『死ぬがよい』とか言われる可能性はあるからな。

　リアルの小さな手に引かれつつ、前で揺れるガイナの尻しりを眺めながら歩いていく。しかしここはどの辺りなんだろうな？　結構蒸し暑い感じがするから、クローバーよりもかなり北だろうな。この惑星の赤道付近だろうか。

「どこ見てるの？」

「前」

　リアルに肘ひじ打ちされた。なんでや、噓うそ吐ついとらんやろ。

　そんなやり取りをしながら辿たどり着ついた先は、開けた広場のような場所だ。そこには既に何人──いや、何柱もの先客がいた。

「来たか」

　鋭い眼光を向けてくるのは雷神ヴォールト。ガイナの夫で、俺を危険視して排除しようとしていた神々の勢力の主導役だ。ボリュームのある癖っ毛気味の茶髪と、燃えるような意志を宿した赤い瞳が特徴だな。奴の髪の毛が癖っ毛気味なのは奴が雷を司る神だからじゃないかと思っている。きっとあれ、静電気でブワってなってるんだ。そうに違いない。

「不快な視線を感じるな」

「自意識過剰なだけだと思いまーす」

　目を逸そらしながら口笛を吹いて誤ご魔ま化かす。他ほかの面子メンツは……知っている顔は鍛か冶じ神バルガンドと酒神メロネルくらいだな。バルガンドは筋きん骨こつ逞たくましい半裸の爺じじいで、メロネルは福々しい見た目の恵え比び寿すさんみたいなおっさんである。

　あとはローブを目深に被った男と、肌が透ける薄衣を纏まとった妖よう艶えんな美女、それに目の下に隈くまを作ったスーツ姿の男。

「そっちのローブのと痴女は前にやりあったことがあるな。スーツ姿のは初めて見る顔だ」

　多分薄布の女は水神クローネだろう。そして初めて会う顔だが、隈が酷ひどいことになっているスーツの男は死と闇やみの神ヘイゲルだろう。前に実際に会ったことのある人物から仕事のストレスで苦しんでたとか聞いたことあるし。

　ローブの男の正体だけがわからんな。前にジャイアントスイングをかましてやったことだけは覚えてるんだが。

「ゲーツ、魔法を管理している神だ」

「クローネ。水神よ」

「ヘイゲルだ。俺のことはマリアから聞いてるな？」

「少しだけな」

　大体思っていた通りだった。ちなみに、マリアというのはミスクロニア王国の女伯爵で、俺と同じく異世界からこの世界にやってきた女性である。彼女は死と闇の神であるヘイゲルと因縁があるという話だったが、そんなに詳しくは話を聞いていない。正直あまり近寄りたくないタイプの女なんだよな。

「それで、なんでボク達はここに呼ばれたのかな？　ボク達は忙しいんだけど」

　不機嫌そうにそう言うリアルをヴォールトがギロリと睨にらみつけた。本人としてはもしかしたらただ視線を向けただけなのかもしれないが、目の力が強すぎて睨んでいるようにしか見えない。

「母上、旧世界の過ちを繰り返させない。それは母上も含めた我々全員の総意であったと思うのですが？」

「そうだね」

「では、何な故ぜ旧世界の技術を復活させるようなことを黙認するので？」

「あの転送装置のことを言っているのかい？　あれには神力も絡んでいないし、既にエリアルド中に出回っている魔導具の延長線上の存在だろう？　コストを度外視すれば同じようなものはタイシにだって作れるだろうし、なんの問題もないはずだよ」

「詭き弁べんですね。神力の利用と擬神格の抽出は結局のところ、そういった技術の到達点の一つです。徒いたずらに技術の発展を加速させるのは、あの過ちが再び繰り返される可能性を増大させることと同義です」

　うーん、どちらの言っていることも一理ありそうな感じがするな。

「二人だけで言い争ってないで、他の神にも意見を言ってもらったらどうだ？　ほら、そこの魔法を司ってる人とか詳しそうだし」

「俺か。そうだな、俺は直ちに何か問題が発生するとは思わない。この程度の技術的なショートカットがあったところで、神力の発見やその利用にまで至るにはまだまだ足りないものが多すぎる」

　魔法神ゲーツはフードを目深に被かぶったままよく通る声でそう宣言した。見た目は陰気な感じだが、別に性格はそういう感じでもないようだ。

「ただ、問題はお前だ。お前は異世界の技術を知っている。調べてみたが、魔法や異能の存在が表に出ず、物質的な文明が大きく発展した世界であるようだな。勿もち論ろん、お前自身は専門的な技術を持っていないだろう。だが、あちらにあったものをこちらの世界の魔法やその関連技術を使って再現することによって、神力の利用に繫つながるブレイクスルーを引き起こしてしまう可能性がある。そして、旧世界の技術をお前が理解していくことによってブレイクスルーが起きる可能性は飛躍的に上昇していく。技術的に似通ったところがあるからな。特にゴーレム関連技術はマズい。ゴーレム関連技術から魔導頭脳技術に発展してしまうと、技術開発の加速度が一気に上がるからな」

「なるほど？」

　首を傾かしげつつも、ゲーツの言い分に一定の説得力を感じる。魔導頭脳技術というのは、恐らく人工知能関連技術のようなものなのだろう。元の世界でも人工知能──つまりＡＩ技術の発展によって技術の発展そのものが超加速するという考え方があった。確かシンギュラリティとかなんとか。

　要は、人間よりも格段に思考速度が速く、また疲れを知らない機械が自己の更なる進化、改造も含めた技術的問題の解決を始めると、人間が今まで歩んできたスピードとは比べ物にならないスピードで技術が発展していくとかそんな感じの内容だったと思う。

　つまりゲーツはこう言いたいわけだ。

「今回の件をなぁなぁな感じで見逃してしまうのはマズい、というわけだな。ああいう遺物を解析してモノにしていくのを何度も見逃していれば、そのうちヤバいことになるかもしれないと」

「端的に言うとそういうことだ。ただ、先程も言ったように今回問題となっている装置に関して言えば、問題になる可能性は限りなく低い。俺から言えるのはこれくらいだな」

「なるほど。専門家の意見はこういうことだが、あんたはどういう処置を考えているんだ？」

　ヴォールトに視線を向けると、奴は厳しい表情のまま口を開いた。

「危険な存在は消してしまうのが一番だが、そういうモノが出てくる度にいちいち我々が手を下すのは非効率的だ」

「その短絡的なやり口には同意できないが、非効率的なのは確かだな」

　こいつはことあるごとに消すだの殺すだの処分するだのと……一見厳しく、思慮深そうに見えるけど。実はとんでもなく短気で面倒臭がり屋な脳筋野郎なんじゃなかろうか。

「だから、貴様が管理しろ」

「……Ｗｈａｔ？」

　お前は一体何を言っているんだ。管理する？　俺が？　なんで？

「我々が現世に干渉するには色々な制限がある。そしてどうしても大げさになる。もし我々が魔導技術の発展を抑制するよう神託を出したとしたら、どうなるかは想像がつくな？」

「つかねぇよ。ただ、ロクでもないことが起きることだけは確信できるな」

　神託のままに行動しようとする神殿勢力と、国家の繁栄を支える魔導具技術を手放したくない国家や魔導具技術で儲もうけを出したい商人達は激しく対立することになるだろう。下へ手たしたら内戦状態になるかもしれないし、もしかしたら神殿勢力が弾圧される羽目になるかもしれない。逆に、魔導技術の研究者や職人が弾圧されるようになるかもしれない。どっちにしろロクなことにならないのは確かだ。

「しかし、貴様はまだ只ただ人びとだ。現世に干渉するのに我々ほどの制約はないし、我々に比べれば細やかに状況をコントロールする手段も行使できよう。よって、貴様に危険な古代技術の拡散を防ぎ、管理する役目を申し付ける」

　ははぁ、なるほど。神託か本人光臨かという二択くらいしかない神々にとって、数が多くて細々とした問題の解決は難しいというわけだ。それに比べれば俺はコソコソと動くのもできなくはないし、勇魔連邦という国家組織の元首であるわけだから、ある程度自由な裁量で多くの人間を動かすこともできる。こういった問題の解決にはうってつけだと。なるほど納得！　って、んなわきゃない。

「いや、その理屈はおかしい。何故俺がお前らの走そう狗くになってそんな責務を負わなきゃならんのだ。それに、俺の勢力圏は精々ピート大陸内がいいとこだぞ？　エリアルド全体の管理なんぞいくらなんでも無理だ」

　俺の機動力をもってすれば世界中を飛び回ることは不可能ではないかもしれないが、そのためだけに今後の人生を捧ささげるなんてお断りだ。

「別にタイシはんになんもかんも全部を押し付けようっちゅうわけやないで。ま、言うなれば神になるための修行、下働きってとこや。タイシはんはタイシはんのできる範囲でやってくれればええで」

「小僧、貴様は母上と添い遂げる覚悟を決めたのだろう？　なら、つべこべ言うな。観念しろ」

「そうよぉ。気合を入れて使いっ走りしなさいな」

「ぐっ、ぬ」

　ここでお断りだバーカバーカ！　と言うのは簡単だ。だが、まだ俺の手を握っているリアルの表情を見ると……ああおい、お前そういうキャラじゃないだろう。なんだよその不安そうな顔は。ここで断ったら泣きますって言ってるようなもんじゃないか、それは。くそ、卑ひ怯きような。

　ぐぬぬぬぬ……この世界に来てからというものの、自由に生きようと思っていたというのに、ことあるごとに柵しがらみが増えていく。

　異世界に来てその日の内にマールに酔よい潰つぶされて美お味いしく食べられ、少し頑張ったらすぐに勇者とバレてカレンディル王国に暗殺者を差し向けられ、それを撃退したら今度はカレンディル王国に取り込まれ、俺への襲撃に失敗して犯罪奴隷として売られていたフラムを引き取り、彼女達との関係に悩みながらも勇者として大だい氾はん濫らんを乗り越え、マールの実家に挨あい拶さつに行ったら今度はティナに酒で嵌はめられて、獣人達をちょっと自由にモフりたいからと大樹海を開拓し、探検していたらアルケニアの糸に引っかかってクスハと出会い、クローバーを作り始めて、デボラやカレン達が嫁になり、それに乗っかってメルキナとクスハも嫁になり、ここらでもういっぱいいっぱいなのにゲッペルス王国に絡まれ、お礼参りに行ったらネーラも娶めとることになり、やっと結婚式が終わって落ち着くと思ったら神々に喧けん嘩かを売られ、ボコボコにされて大森林でエルミナさんやリファナと出会って、リアルともそういう関係になって、やっと帰ってきたと思ったら侵略軍だの俺を殺しに来た勇者だのとバタバタして、なし崩し的に昇神する話も吞のむことになり……ああ、思い返すと涙が出そうだ。

　何かをする度に柵が増えるのは今更の話か。

　それに、きっと悪いことばかりじゃないだろう。今までだってそうだった。きっとこれからもそうに違いない。一歩一歩、確実に前に進む限りはきっとそうだ。皆みんなも一緒に歩いてくれるというなら尚なお更さらだ。大丈夫だ、きっとなんとかなる。

「よーしわかった、いいだろう。俺もいい加減観念して腹を決めようじゃないか。その話、乗ってやる……ただし！」

　俺は静かにこちらに視線を向けているヴォールトと対たい峙じする。

「何が危険で、何が危険じゃないかは俺が判断する。これは俺が昇神するまでの修行で、昇神した後には俺が司つかさどる部分になると考えていいよな？　なら、その判断は俺に一任してもらう。意見があれば聞くが、決定権があるのはあくまでも俺だ」

「貴様に全すべてを委ゆだねろと？　冗談ではない」

「冗談ではないのはこっちのほうだ。いいか？　前にも言ったが、俺はお前のやり方には賛同できない！」
















　俺はそう言って真正面からヴォールトに人差し指を突きつけた。

「人を家畜のように間引きし、発展を阻害して管理するってやり方には反へ吐どが出る。人は自らの力で立ち、歩き、未来を切り拓ひらいていくべきだ。そして神はそれを見守り、支え、人が道を誤りそうになった時にそっと手を貸してやる存在であるべきだ。刃物を持ったこともない子供が刃物の危険さを学べるか？　火を見たこともない子供が火の危険さを理解できるか？　そんなわけがないだろうが」

　そりゃ怪け我がなんぞしないに越したことはないんだろうが、人間なんてのは痛い目を見ないと中々学習しないものである。やはり俺には今のヴォールトのやり方が正しいとは到底思えない。

「この世界に来るまで命のやり取りどころか、まともな殴り合いもしたことがなかった子供が知ったような口をきくものだな」

「あんたからしてみれば、俺の言っていることは子供じみた理想論なんだろう。実際にそうなのかもしれないけどな。俺はこの身で世界滅亡寸前の地獄を体験したわけじゃないし。だが、俺にだって譲れないものはある。俺のこの考えを支持してくれる酔狂な奴やつだっているしな」

　バルガンドやメロネルに目を向けると、両者は無言のまま頷うなずいた。にこやかなメロネルとは対象的にバルガンドは思いっきり仏頂面だったが、同意してくれたことには違いないので気にしないでおく。

「容認できん、と言ったらどうする？」

「どうもせんよ。俺は俺の思うようにやるだけだ。急激な技術の進歩によって殺傷能力の高すぎる武器や大量破壊兵器が氾濫するのは俺だって避けたいし、神力や擬神格関連の技術は俺も広めるべきじゃないと思うから、俺にできる範囲で拡散を止めるさ。そっちが野蛮にも暴力に訴えるってんなら不本意ながら応じるがね？」

　しばしヴォールトと睨み合う。どうせ見つめ合うならガイナとかクローネみたいな美人のほうがいいんだがな？　何が悲しくて異常に目力の強いおっさんと見つめ合わなきゃならんのだ。なんの罰ゲームだよ。

「ヴォールト、そこまでだ。俺は暇ではない。こうしている間にも通常業務が積み上がっていく。お前のくだらん意地に振り回されるのはうんざりだ。俺はそっちの小僧の側に付く」

「ヘイゲル？」

　心底うんざりとした声でそう言うヘイゲルをガイナが咎めるが、彼はその態度を覆すどころか逆に姉であるガイナを睨み返した。

「姉さん、俺はもううんざりなんだよ。定期的に本来天寿を全うするはずだった魂を処理するのは。今回はそういう仕事がいつもより少なくて正直俺はせいせいしてる。順調にタスクが減り続けている。こんなことは本当に、気が遠くなるほど久しぶりのことだ。もしかしたら余暇を満喫できるような日々が来るかもしれない」

　え、何それ怖い。神のくせに目の下に隈くま作ってる原因はそれかよ。気が遠くなるような年月、余暇もなしに働きづめなの？　いくら神でもそれは色々と病むんじゃね？

「私は別にどっちでもいいけどぉ、また殴り合いをするのは嫌よ。こいつ、女相手でも容赦ないし」

「殺意を持って命を狙ねらってくる相手に男も女も関係ないだろ、常識的に考えて」

　どんなに美人でもそんなん本気でぶん殴るわ。相手が圧倒的に弱いとかなら手加減することもあるかもしれないが、少なくともお前はそういう対象じゃない。

「俺もこいつと……というか母上とやりあうのは御免だ。やるなら俺を巻き込まんでくれ」

　またぶん回されて投げられるのも嫌だしな、と続けてクローネと同様にゲーツも俺とこれ以上やりあう気はないと表明する。

「……不本意だ」

　ゲーツ、ヘイゲル、クローネの三柱にこれ以上の俺との敵対を直接的、間接的に拒否されたヴォールトが、言葉通り実に不本意そうなしかめっ面でそう呟つぶやく。

「一体全体お前は俺の何が気に入らないんだよ。逆に興味が湧わいてきたわ」

　確かにこいつとは徹底的に反りが合わないというか意見が合わないが、ここまで露骨に嫌われる心当たりはないんだよな。理屈や考え方の違いというよりも感情面で嫌われている気がする。

「ヴォールトはボクがタイシにぞっこんで、かかりきりなのが気に入らないんだよ。ねー？」

「母上」

「この人は妻の私よりもお母様のほうが大好きですから」

「ガイナ」

「いかつい見た目だけどこいつこじらせたマザコンなのよねぇ」

「クローネ！」

　女性陣にボッコボコにされ始めたヴォールトがついに叫びだす。口を開かない男神達に視線を向けると、メロネルとゲーツはニヤニヤしており、バルガンドは我関せずという感じで瞑めい目もく、ヘイゲルに至ってはゴミを見るかの如ごとき冷たい視線をヴォールトに投げかけていた。これはただの勘だが、ヘイゲルはヘイゲルでシスコンを拗こじらせているんじゃないだろうか。

「神様も複雑怪奇な人間模様で色々大変だな」

「儂わしとあやつらを一緒にするな」

「せやで、わいを見てみい。自由なもんや」

　バルガンドは鍛か冶じ以外に興味なさそうだし、メロネルは自分の御座で美人達と毎日イチャイチャしてるもんな。ゲーツにちらりと視線を向けると、彼は彼でこの状況に慣れているようで、どこからか取り出した真新しい本に視線を落としている。

「俺は暇ではない、と言ったはずだが」

　場の混乱を収めたのは全身から黒いオーラを立ち昇らせたヘイゲルだった。うん、暇じゃないって言ってんのに本題そっちのけでじゃれ合い始めたら俺でもキレるわ。

「タイシは危険な古代技術の拡散を防止し、古代技術の管理を行う。その技術が危険かどうか、どうやって管理するのかという判断についてはこれをタイシに一任する。ただし、我々も発見された技術に対する評価を行い、管理方法に関して提言を行う。しかし、提言を受け容いれるかどうかの判断はタイシが行う。この契約をもって我々はタイシへの敵対行為を停止し、またタイシは後に昇神することを了承するものとする」

　ヘイゲルの宣言内容を吟味する。俺としては問題ないように思える。リアルと視線を交わすが、彼女も頷いた。この期に及んでリアルが俺に不利な条件を押し付けるとも思えない。

「了承する」

「……了承する」

「契約はここに交わされた。私を含め、ここにいる全員がこの契約の証人である。契約を破った者には各自がそれなりの対応をすることとする、努ゆめ々ゆめ忘れることのないように」

　ヘイゲルがそう締めくくり、古代技術の拡散と管理に関する神々の緊急会合はこれにて終了することとなった。
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「帰ってきたらどこにもいないし、誰だれも行き先を知らないしどうしようかと思ったぞ」

　クローバーに戻ると、おっさんが待っていた。トラベルゲートを取って帰ってきたら引き渡す相手が行方不明とかそりゃ困るだろうな。

　ちなみに、リアルはまだ向こうで話すことがあるのが俺一人で戻ってきた。きっとヴォールト辺りをからかっているか、そうでなければ俺の今後の活動に関して色々と話し合っていく必要を感じたとかそんなところだろう。考えてみれば、あれも結構尽くすタイプなのかもしれん。今後はもう少し丁寧に扱おう。うん。

「悪かった。で、席を外してた理由がおっさんにも割と関係のあることでな」

　トラベルゲートを受け取り、設置のレクチャーを受けながらかくかくしかじかと神々との会合の内容を話す。旧世界の崩壊を生き延びた古代人であるこのおっさんは神々からすればある意味俺以上の危険人物だ。古代の遺産の扱いに精通し、当時の記憶からどこにどんな施設があるのかをある程度把握している。本人が神々と似たような倫理観──つまり、旧世界の過ちを繰り返させたくないという思いを強く持っているという点が救いだろうか。

「神、ねぇ」

　おっさんは俺の話を聞いて白けたような雰囲気を醸し出している。おっさんにしてみればヴォールト達は自分とは違う形で生き延びているだけの同胞みたいなものだものな。

「何はともあれ、そいつらの志には全面的に同意する。神力砲でそこらじゅう焼け野原になるような時代はもう二度と訪れるべきじゃない」

「そりゃ良かった」

「危険なブツの管理をどうするかが問題だな。跡形もなく破壊してしまうのが一番ではあるが……何かに使える可能性もあるからな」

「まぁ、そうだな」

　このエリアルドという世界は率直に言って人間が生きづらい世界である。人間を簡単に引き裂く魔物の類たぐいがそこらじゅうを跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こしているし、人跡未踏の秘境には戦いを挑むことが馬ば鹿か馬ば鹿かしいレベルの凶悪で、強力な魔物が生息していたりもする。そして、そんな魔物が稀まれに人里に近づいてきたり、勢い余って人里を襲ったりすることだってある。そんな時に強力な武器というのは実に役に立つわけだ。

「いずれにせよ、俺が保管しているものについては心配いらん。厳重に保管されているし、保管場所も大森林の奥、リイの氏族の勢力圏内だ。あいつらはよそ者に敏感だからな」

「それもそうだな」

　リイの氏族というのは大森林に住むエルフ達の氏族の一つで、気位の高い排他的な連中である。大森林に住まう他ほかの住人も彼らの気位の高さと排他性には辟へき易えきしており、用がなければ近づく者もあまりいないらしい。

　そして、俺がすべきことはあくまでも危険な技術の拡散防止と、その管理である。危険な技術の収集ではない。安全な場所に適切な方法で管理されているというのであれば、手を出す必要はないだろう。

「でも、もしもの時の対策は必要だよな」

「なに？」

「万が一だ。保管されている危険な物品を狙って手て練だれが攻め寄せてきたりしたら？　絶対に守りきれるってわけじゃないだろう」

「そうだな、それは否定できない。実際、お前達に邪神殺しを奪われたわけだからな」

　おっさんがジト目で俺に視線を向けてくる。あ、はい。その節はどうも。結果的にだけど、あの時におっさんをぶっ殺していなくて良かったな。もしおっさんをぶっ殺していたらトラベルゲートは手に入らなかっただろう。俺の性格上、わざわざトラブルを起こしてまであるかどうかわからないおっさんの遺産を奪いに行くとは考えられない。

「何かしらの緊急連絡手段を持つというのはどうだろうと思うんだが。万が一、おっさんの保管庫がおっさんの手に負えないような奴に襲撃されたりした際に、こちらから増援を送れるかもしれない。そうでなくとも、何かがあったということがわかればこちらも行動を起こすことができる」

「ふむ……それは悪くないな。だが、手持ちに使えそうな装備がない」

「んー、大森林の魔物から魔核は採れるよな？」

「ああ、採れるが？」

「なら、今の時代に出回っている通信用の魔導具を使おう。魔核の消費がちょいと激しいが、二点間の連絡には十分使える」

「ほう、今の時代にそんなに高度な道具が流通しているのか。興味深いな」

「高いけどな。用意できしだいそっちに俺が届けに行こう」

　おっさんからはトラベルゲートを二台融通してもらったし、俺の務めに必要なものでもある。伝つ手てはあるし、用意することは問題なくできるだろう。ちなみに現在我が家で運用されている通信用魔導具は全部で三つ。それぞれミスクロニア王国、カレンディル王国、ゲッペルス王国の中枢に直通のホットラインである。見た目はそれぞれ若干違うが、だいたい豪華な台座の上に鎮座する水晶玉って感じだ。豪華な台座に魔核を嵌はめ込んで使う感じである。

「話はわかった。引き渡しも完了したし、今度こそ俺は行くぞ」

「おう、達者でな。そこらへんで野垂れ死ぬなよ」

　おっさんは俺の言葉に後ろ手に手を振り、歩き去っていった。その姿を見送り、身体からだをグッと伸ばして気合を入れる。

「あー、めんどくせぇ！　でも頑張るか！」








エピローグ　～自由の対価として得たもの～









「それで、元奴隷の移民達が続々とやってくるこの忙しい中、神々に無理難題を押し付けられてきたと？」

「はい」

「ただでさえ人手が足りないのに、人手を割いて危険な古代技術の復活や拡散を監視して、それを妨害したり隠滅したりしなきゃならないと？　なんの見返りもなしに？」

「はい、すみません」

　タイシです。家に帰って神々から申し付けられた任務の内容を嫁達に報告したら、床に正座させられているタイシです。どうしてこうなった。

「タイシさん、なんでもかんでも気軽に請け合ってくるのは良くないですよ。それがどれくらい大変なことなのか、わかってますか？」

「んんー、その、あまり？　ヒェッ……」

　マールが腰のポーチから極彩色に光り輝くフラスコを取り出した。やだ、なにそれこわい。振ってもいないのにフラスコ内が渦巻いて、色が刻一刻と変わってるんですけど。

「古代技術の研究をしているところがどれだけあると思っているんです？　各国の研究機関は勿もち論ろんのこと、冒険者ギルドや商人ギルド、魔術師ギルド、各貴族家、それに個人で研究している人だってたくさんいるんですよ？　どうやってそれらの研究者が危険な研究をしていないか調べるって言うんですか。当然ながら、主だった研究施設は警戒も厳重ですからね？」

「えーと、俺がこっそり潜入する？」

「タイシさんが千人くらいに分裂できるなら可能かもしれませんね？　試してみましょうか？」

　マールが極彩色に輝くフラスコを笑顔でゆらゆらと揺らす。たすけて。

「マーリエル、そう旦だん那な様を怖がらせるのはどうかと思いますわ」

　救世主はいた。ネーラ愛してる。

「どのみち、外に耳目は放たなければならないのですから、それが早まっただけですわよ」

「それはそうですが、今は他にも注力すべき事項が多いじゃないですか」

「色々と不足する部分は旦那様に頑張ってもらうしかありませんわね？」

「お手柔らかにお願いします」

　ネーラのおかげで俺が分裂させられるという事態は避けられたようである。そんなことできるわけがない？　いいや、マールならやりかねない。前に性転換ポーションを創つくり出してるからね。当然飲まされたし、嫁達も飲んだ。どうなったかは想像できるね？　女性には優しくしよう。お兄さんとの約束だぞ。本当に約束だぞ。

「性質上、任務を行う部隊の存在は表おもて沙ざ汰たにはできませんね。そういう部隊のノウハウについては私に任せてください」

　元々カレンディル王国の影の部隊に所属していたフラムが気合を入れた様子で鼻息を荒くする。

「頼るけど、まずはお腹なかの子のことを第一にしてくれよ。人員はどうするかね？」

「正直言って、亜人だらけのこの国は諜ちよう報ほうにはとことん向かないんですよね……基本的にそういう研究機関の職員は人間ばかりですし」

「最悪、妖よう精せい族を頼るという手も……ないな」

　あいつらには姿を消す特殊能力もあるし、魔法も達者だ。だが、適当な性格の奴やつも多いので諜報員には向かない。そもそも、研究施設に潜入したとしても悪戯いたずらという名の破壊工作しかできそうにない。資料を盗み出してこいとか、目標物を確保してこいとか言ってもお菓子とかちょろまかしてきそうだ。

「ないの。そういうのはあやつらには向かんし、やろうともせんじゃろうな」

　クスハがそう言って苦笑いをする。

「ですよねー。基本的には少数精鋭の実行部隊と、情報を広く集める諜報部隊って感じの構成で行くべきかな。実行部隊はとりあえずソーン達私兵部隊を使うか」

「そうですね。情報を広く集めるなら、うちから出す隊商にその任を請け負わせると良いかもしれません」

「なるほど。他に何か良い意見はないか？」

　俺の言葉にデボラが手を挙げた。

「ケンタウロス達が言ってたんだけどさ、他国の商人を魔物や盗賊から護衛するというのは商売になるんじゃないかって。自分達は足が速いから馬車と同じ速度で動けるし、戦闘力もそこそこあるから行商の護衛にはうってつけだって」

「なるほど、ケンタウロスガードサービスか。いいんじゃないか？　なんならうちから外に出る商隊もケンタウロスメインで構成してもいいかもしれない」

　もともとケンタウロス達は広い草原を駆け回って生活していたようだし、ひとところに留とどまって生活を続けるよりもそういう生活のほうが性に合っているのかもしれないな。

「そうですね、ケンタウロスの代表を呼んで話を進めてみましょう」

　前にケンタウロスの宅配便なんて構想は話していたが、ケンタウロス達自身からその構想を前に進めたものを提案してきたというのは実に素晴らしいことだと思う。目下、ケンタウロスはこの街の人口の多くを占めている状態だし、彼らの特性に合わせた職が生まれるというのは実に喜ばしいことだ。

「今決められそうなのはこれくらいか……現時点では目的そのものも曖あい昧まいというか、具体的にどんなことをするべきかというのも定まっていないしな。まずは情報収集を行えるだけの組織を作らないといけないな」

「そうですね。こればかりは一朝一夕でどうにかなることじゃありません。コツコツとやっていきましょう」

「そうだな、コツコツとやっていこう。ローマは一日にして成らず、と言うしな」

「なんです？　それは」

「ローマってのは俺の世界に昔あったとても発展した国でな。つまりはどんな大事業も長年の努力によって成し遂げられるものだって意味だ。こっちだとクローバーは一日にして成らず、だな」

「タイシなら一日で作っちゃいそうだけどね」

「そうね、タイシくんなら一日で作っちゃいそうよね」

　メルキナとエルミナさんがそう言ってクスクスと笑う。会議に参加していた他の面子メンツも釣られるようにクスクスと笑いを零こぼした。

「みなさーん！　夕食ができましたよ！」

「あいよ。それじゃ今日はこの辺にするか」

「そうですね、何も急ぐ必要はありません。クローバーは一日にして成らず、ですね？」

「そうだな、一日にして成らずだな。コツコツ行こう」

　マールの手を取り、立ち上がるのを手伝ってやる。今日も明日も、明後日あさつても。一日一日、コツコツとやっていこう。それがきっと生きていくってことだよな。
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　おっさん襲撃事件を区切りに、生活は安定した。いや、なんか変な言い方だけど、そうとしか表現できないんだよな。クローバーの存亡をかけるような危機も起こらないし、ミスクロニア王国も、カレンディル王国も、ゲッペルス王国も実に平和だ。侵略軍関連で王家の言うことをあまり聞かない地方貴族の勢力を大幅に削ることができたからかね？

　クローバーも実に平和なものだ。勿論小さなトラブルはいくつも起こっているが、どれも取るに足らないものばかりである。

「いや、それはおかしい」

「……死ぬかと思った」

　俺の私兵部隊の隊長である狼おおかみ獣人のソーンと、元犯罪奴隷で俺が私兵部隊員に抜ばつ擢てきしたベルクがげんなりとした顔でそんなことを言っていたが、ベヘモスの群れがクローバーに突進してきたのなんてただのボーナスゲームじゃないか。美お味いしい肉と捨てるところのない素材の山が手に入って万々歳だぞ。

　元奴隷と言えば、ゲッペルス王国から連れてきた彼らも少しずつではあるが、クローバーでの暮らしに馴な染じんできているようだ。特に彼らが活躍しているのは、宿屋や食堂関連だろうか？

　これから先、クローバーにはミスクロニア王国やカレンディル王国から多くの商人が訪れることになる。なんせ、もう街道自体は出来上がってるからな。恐らくはその護衛として冒険者も訪れるようになるだろうし、大樹海の魔物を狙ねらって護衛でなく魔物狩りを目的とした冒険者達もクローバーを訪れることになるだろう。

　ということは、クローバーでそういった旅人が身体を休めるための場所が必要になる。勿論、その腹を満たす食事もだ。というわけで、今のクローバーでは宿泊施設や食堂の整備が急ピッチで進んでいるのだ。

　建物を作るのは人海戦術でなんとでもなるのだが、接客や調理に関してはそうも行かない。技術職だからな。なので、ミスクロニア王国やカレンディル王国から宿屋の経営者や料理人を招き、元奴隷の人々を含めた多くのクローバーの住人達が彼らの指導の下で研修中なのである。

　その研修の一環として昼飯時と仕事上がりの夕方になると、一定以上の調理の腕を認められた人々がそれぞれ腕を振るう屋台を出すようになっているのだ。

　ついでに労働の対価も食料配給チケットだけではなく通貨での支払いも開始することになった。仕事の対価として貨幣を手に入れ、それで好きなものを選んで食べる。そういったことを通じて、クローバーにおける貨幣経済の導入を加速しようというわけである。

　今まで通り食料配給チケットで受け取ることもできるし、後から食料配給チケットを貨幣に交換できるようにもした。結果として、クローバーで働く人々のほぼ全員が貨幣で労働の対価を受け取るようになり、ごく短期間でクローバーに貨幣経済が浸透することになった。

　大量の銅貨や銀貨を用意するのには骨が折れたけどな……いや、それよりもクローバーにおける貨幣価値の安定化と、滞りない供給を過不足なく行うためにいつにも増して忙しそうにしていたヤマトが死にそうになっていた。山や羊ぎ獣人のクリムトを始めとした元知識奴隷の面々がいなかったらヤマトは死んでたね、間違いない。

　元奴隷と言えば、物静かな割にガッツのあった猫獣人のルミナも頑張っているようだった。お菓子作りに才能を見み出いだされたらしく、ミスクロニア王国から来た菓子職人の下でメキメキと腕を上げているらしい。彼女が昼と夕方に出しているクレープ屋は男女を問わずいつも盛況である。俺も結構食いに行っているが、実際美う味まい。うちの嫁達も彼女のクレープのファンだったりする。

　あのラフィルという名のウサ耳娘はクローバーに建設予定の商業ギルドで受付嬢をやるようである。ちょっとした縁で俺がカレンディル王国にいた頃ころから懇意にしていた商業ギルド員のヒューイに紹介してみたところ、凄すごい勢いで食いついてきてあれよあれよという間にそういうことになった。確かヒューイは独身だったなぁ……まぁ頑張れ。

　他ほかに変わったところは……鬼人族達かな。国是の発布以降、彼らは積極的にクローバーに進出するようになった。最初はいくらかトラブルも起こしたが、その後は概おおむね問題なくクローバーの暮らしに順応してくれているようである。

　鬼人族は力が強く、プライドが高い。だが、裏を返せば彼らは頼りがいがあり、職人意識が高い人々だということでもある。あと、意外と面倒見が良い。慣れない仕事で挫くじけそうになっている元奴隷の人々にはっぱをかけたり、面倒を見たりしているのをよく見かける。ちょっと強こわ面もてで、粗野な者が多い印象のある彼らではあるが、元奴隷や子供達からの人気は高いようである。肉食系の獣人とは相性が悪いみたいだけどな。多分同族嫌悪みたいなもんだろう。

　他に特筆するようなことは……特にないな。とにかく平和なんだよ。やることはまだまだ多いけどな。大樹海横断街道が稼働し始めたら今度はゲッペルス王国に行く北街道の整備もしなきゃならないし、大樹海の南にある山岳地帯への道も開拓しなきゃならない。山岳地帯への道を作ったら資源開発もしたいし、そのためには大陸西方のマウントバスに住むドワーフ達の助けが欲しい。山岳地帯を抜けた先には海があるし、海があるなら塩も採りたい。そのためには大樹海の北端にする喋しやべるペンギンこと鳥人族達の協力も欲しいところだ。

　メルキナやエルミナさん、リファナ達エルフが進めている大樹海正常化計画も進めたいし、他にもやりたいこと、やるべきことが山ほどある。

「タイシさん。一歩一歩確実に、ですよ？」

　皆の集まっているリビングのソファに腰掛けて物思いに耽ふけっていると、隣に座っていたマールが俺に声をかけてきた。物思いに耽るのをやめてマールのほうを向くと、彼女はにっこりと微ほほ笑えんでくれる。周りを見回すと、皆も物思いに耽る俺を眺めていたらしい。

「キミのそれはもう病気だよね。ま、時間はまだまだあるよ。このボクが保証するから、安心してダラダラ生きるといいよ」

　いつの間にか俺を挟んでマールと反対側に陣取っていたリアルがにんまりと笑みを浮かべる。こいつが保証するならそれ以上のものはないな。

「タイシは本当に生き急いでる感じよねー。子供のためにも長生きしてもらわなきゃいけないんだから、頼むわよ？」

　ロッキングチェアに座ってゆらゆらとしながらメルキナが笑う。彼女のお腹は同時期に出産する予定のマールやカレンよりも大きい。リアルが言うには双子だということなので、少し出産が心配な俺である。

「そうですね、もう少しでお父さんになるんですから。もう少し仕事を減らしても良いのでは？」

　フラムがそう言って微笑む。最近はつわりの症状が少し軽くなってきて顔色が良い。

「主あるじ殿はなまじなんでもできるだけになんでも背負い込みすぎるからの」

　正確な手付きで布を織りながら、クスハが肩を竦すくめる。最近は暇さえあればああやって布を織り、赤ちゃん用の服なんかを作ってくれている。まだクスハとの間に子供は授かっていないが、そろそろじゃないかと思っている。妊婦が増えて回数が増えてるからな！

「ん、タイシは優しいから仕方ない。そこがいいところ」

　そう言ってカレンが果物にかぶりつく。身体からだの小さい彼女だけに、大きくなったお腹がものすごく目立つ。食欲旺おう盛せいなのは良いことなのかもしれないが、程々で頼むぞ。

「すみません、なんだかタイミングが悪くて」

「何を謝ることがあるんだ。嬉うれしいに決まってるし、なんの心配もいらないよ」

　重いつわりのせいで顔色が悪いティナが小さな声で謝るのを首を振って否定する。確かに色々と忙しくなってきた中でティナが抜けたのは辛つらいが、子供を授かるというのは寿ことほぐべきことである。ティナの抜けた穴は俺なり他の人なりが埋めれば良いだけの話なので、なんの問題もない。母子共に心穏やかに、健やかに過ごして欲しい。

「そうですわよ。私達の抜けた穴は人を使えば良いのですからなんの心配もありませんわ。そもそも、私達がバリバリ働いていた今までが異常だったのですから」

　澄ました顔でお茶を飲みながらネーラが肩を竦める。そうだな、本来は行政官なりなんなりを使ってやるべきことをマールやティナ、ネーラがやっていたわけだからな。最近やっとその辺りの人材をミスクロニア王国やカレンディル王国から派遣してもらえたので、その辺の業務の手間はむしろティナが抜ける前よりも減っているくらいだ。

「えへへ……」

　そんな話をしている中、狐きつね娘のシェリーは自分のお腹なかを撫なでてによによしている。彼女は本日の夕食前に突如吐き気を催し、調べてみたところ、俺の子供を授かっているということが判明したのだ。

　はい、私がやりました。だが私は謝らない。彼女は大人、大人だからね。結婚もしてるしね。だからセーフ、いいね？

「タイシさん、今日は私っ、私ですからねっ」

　シェリーの隣に座っていたシータンが文字通り跳んできて俺の膝ひざの上に収まり、真正面の至近距離から俺の顔を見上げてくる。この犬少女、目が本気である。

「わかった、わかったから落ち着け」

「はうぅぅ……」

　シータンの頭や耳をなでなでこしょこしょして落ち着かせる。シェリーの懐妊が発覚してからというものの、シータンはずっとこの調子である。今夜は俺、干からびるかもしれん。

「落ち着きな、ほんとにもう」

　デボラが溜ため息いきを吐つきながら大人しくなったシータンを摘つまみ上げ、自分の膝の上に抱っこする。彼女も先日懐妊が発覚した。外見上はいつもと変わらないように見えるが、懐妊が発覚してからというもの、彼女もによによと笑みを浮かべながら自分のお腹を撫でていたりする。

「私は明日よねぇ」

　お茶を飲みながらエルミナさんがニマニマする。これで現在懐妊していない俺の嫁はリアル、クスハ、ネーラ、シータン、エルミナさん、リファナの六人だ。人数が減った分、ローテーションは加速している。皆積極的なのはとても嬉しいが、程々でお願いします。

「色々あるだろうけど、ゆっくりね。あんた、本当に生き急いでる感じがするから」

「そうだな、この先まだまだ長いんだ。くたびれないようにゆっくりコツコツやってかないとな。やることもそのための時間もまだまだあるんだから」

　特製のハーブティを作りながら声をかけてくるリファナにそう答えて天井を見上げる。

　もう半年もしないうちに子供達も生まれてくるだろうし、勇魔連邦の、クローバーのあちこちに手を入れていかなきゃならないところはいくらでもある。神々から押し付けられた七面倒臭い役目のこともあるし、昇神後の人生──いや、神生？　だってあるわけだ。きっとどれも一筋縄ではいかないだろうが、俺の隣には皆がいる。

　もう少し人生を自由に生きたかった気もするが、これはこれでまぁ。良いものなんじゃないかな？

　そんなことを考えながら俺は笑顔を見せてくれるマールの手を引き、皆の待つ食堂へと向かうのだった。

















閑話　～黒髪の冒険者～









　その後どうなったかって？　勇者はたくさんのお嫁さん達と一緒に末永く幸せに暮らしました、ちゃんちゃんでいいじゃないか。え？　今までとても子供向けとは思えない話をしておいて、最後だけ童話みたいな終わり方はやめろだ？　面倒くせぇなぁ。

　じゃあ逆に聞こう、気になるところは？　ああ、勇者の子供達か。無事に生まれたよ。そりゃ大国から派遣されてきた助産師と、エリクサー、そして勇者の回復魔法があったんだから当たり前だな。勇者は出産の時に右往左往するばかりでな、泣く子どころか王侯貴族すら黙らせる勇者もこの時ばかりは肝が冷えたって話だ。

　子供達はすくすくと育って、次代の勇魔連邦を支える立派な指導者になったり、優秀な戦士や魔法使い、狩人かりゆうどや錬金術師になったりと大活躍だったらしいぞ。

　他には？　ああ、本当に神になったのかって？　今、例の勇者を神として崇あがめている奴やつがいるか？　そう、それが答えだ。ただ、勇者の墓にもその嫁達の墓にも遺体は入っていないらしいな。ああ、本当さ。何十年か前に学術調査が入ってるから確かな話だぞ。一説によると神の試練を乗り越えたことによって、とある神と仲良くなって、出したりいれたりする関係になっていたらしいからな。案外、永遠の命でも得てそこらをうろついてるかもしれんぞ。え？　下品？　直接言わないだけ良心的だろ。

　最終的に勇者には何人の嫁がいたのかって？　そいつはなぁ、そうだなぁ。たくさんだな！

　え？　誤ご魔ま化かすな？　仕方ねぇなぁ……えーと、まず最初に娶めとったのが十人だろ？　その後にエルフが二人増えて、さっき言った神も入れるともう一人増える。で、その後鬼人族と大樹海のエルフが一人ずつ、カリュネーラ王女の侍女、大森林のラミアとハーピィが一人ずつ、国を興す前に悪徳貴族から助けた娘達のうち、夜魔族の娘が一人、マウントバスのドワーフの娘が一人、ええと合わせて……ピッタリ二十人だな！　人間のクズ？　いやいや、勇者の家庭は最後まで円満だったらしいぞ？　それにしたって二十人は多すぎる？　うん、俺もそれは思うわ。

　他には──。

「タイシさーん！　出発しますよー！」

　あいよー。んじゃ、呼んでるからここまでだな。ん？　勇者と同じ名前？

　ははは、こんな名前、今どき別に珍しくないだろ？　今やピート大陸全土を支配するクローバー合衆国の祖の名前だぞ？
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　とある街の近くに広がる森の中──嘗かつて大森林と呼ばれ、今はフォレスティン自治区と呼ばれている、広大な森の一角にその遺跡はあった。中に入ったものが誰だれ一人帰ってこない『帰らずの遺跡』と呼ばれる古代魔法文明の遺跡である。

　そんな遺跡の最奥、古代魔法文明の古代人が制御室と呼んでいた場所で、一人の男がぼんやりとした光を放つ端末を操作していた。




　もう少しだ。もう少しで完成する。

　独自に編み出した暗号解読術式をコンソールに走らせ、解析を邪魔しようとする古代魔法文明の対抗術式を順調に無効化しながら作業を進めていく。

　古代魔法文明を焼き滅ぼした最強の兵器、堕おちた旧神の力を砲弾として発射する最強最悪の兵器！　その力がもうじき私の制御下に入る。

　この力さえあれば、この俺を馬ば鹿かにしたアカデミーの奴らを見返すことができる。あいつも、あいつも、あいつも見返すことができる。さぁ……さぁ！　こい！　こい！

　祈りの念が通じたのか、ついに暗号解読術式が古代の魔力炉の起動に必要なパスワードを暴き出す。あとはこのパスワードを入力すれば古代の魔力炉が完全に再起動する。旧神を肉の身体に封じ、その力を無尽蔵に吸い出す旧世界の叡えい智ち、擬神炉が息を吹き返すのだ。

　興奮に震える指でパスワードを入力し、間違いがないか何度も確認する。そして、いよいよ確定キーを叩たたこうとしたその時だった。




　轟ごう！




　耳を劈つんざく爆音と共に不壊素材として知られる白いクロノミクス製の壁が粉砕され、破片が室内に飛び散る。そんな馬鹿な、あり得ない。

「神に片足を突っ込んでも自由に生きられないとか、世知辛いにも程があるよなぁ」

　気け怠だるげな声でそう言いながら制御室に足を踏み入れてきたのは、どこにでもいそうな黒髪の男だった。みすぼらしい革かわ鎧よろいに身を包み、白い材質──恐らくクロノミクスだ──でできた立派な剣を携えた男である。十中八九、冒険者の類たぐいだろう。いくらクロノミクス製の魔剣を携えていようと冒険者如ごとき、人類最高の叡智を有する私が恐れるような相手ではない。

　だが、男の発する雰囲気──覇気のようにも感じられるそれが、私の身を竦ませる。

「な、何を言っている？　お前は何者だ!?」

　あまりに咄とつ嗟さのことで呆あつ気けに取られてしまったが、我を取り戻した私はすぐに腰のホルスターから武器を抜き、男に向けた。この武器は古代魔法文明で使われていた強力な魔導銃だ。今の世界で作られている魔導銃とは比べ物にならない高性能な品で、こいつから発射される魔法弾は掠かするだけでも対象を無力化することができる。木っ端冒険者など恐るるに足らない。

「言ってもわからんだろうし、わかったとしても信じられんと思うぞ。とにかく……」

　また、あの覇気だ。身が竦み、膝が震える。跪ひざまずきそうになるのを必死で堪こらえる。

　嫌だ、もう少しなんだ。もう少しで無限の力がこの手に……！

「おいたはそこまでだ」
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　ここはとある冒険者ギルドの酒場。冒険者達が安酒を舐なめながら噂うわさ話をしている。

「帰らずの遺跡が更地に、ねぇ。見ねぇと信じられねぇな。遺跡ってのはとにかく頑丈じゃねぇかよ？」

「んなこたぁ俺だって知ってらぁ。でも実際にこの目で見てきたんだよ。綺き麗れいさっぱり、跡形もなく更地になってたぜ」

　そんな話をしていると、新たに冒険者ギルドの扉を潜くぐってくる者達がいる。黒髪の男と、鳶とび色いろの髪の女、その姉妹らしき同じく鳶色の髪の女、それと黒い長髪の女、女達は三人共なかなか見ないくらいの美人だ。

　突き刺さる視線をものともせず、四人は依頼が張り出されている掲示板へと足を向けた。

「久々の外出ですし、ワクワクするようなのがいいですね！」

「折角ですから、暫しばらく解決されていないような塩漬け依頼を片付けるのはどうでしょうか？」

「そういう依頼は裏をきちんと取らないと、厄介事に巻き込まれてしまいますよ」

「まぁ、それはそれでいいんじゃないか。ワクワクするようなのって趣旨にも合致するし。あー、皆みんなにも何かお土産を買っていかないとなぁ」

　そう言って男は一枚の依頼用紙を掲示板から剝はがし、カウンターへと持っていく。

「チッ、ハーレム野郎め」

「なんだよ、僻ひがみか？　結構やりそうだし、絡むのはやめとけよ」

「そんなことしねぇよ。心の中では滅びろと祈っておくがな……それにしても塩漬け依頼か。お前聞いたことあるか？　消える塩漬け依頼の噂」

「そりゃあるさ。でもあれだろ、どうせただ取り下げられただけって話だろ？」

「いやそれがな、前にギルド職員と吞のんだ時に聞いた話なんだが、実際に達成されてるんだとよ。だが、誰が達成したのか記録にも残ってねぇし、クエスト受注を受理した職員も、その依頼を出した依頼人さえも誰が達成したのか覚えてねぇらしい。職員の間では定番の怪談なんだとさ」

「そりゃけったいな話だな。大丈夫かよ、冒険者ギルド」

　そういった情報がきちんと管理されていないというのは大問題である。普通なら大騒ぎしそうなものだが。

「それが何な故ぜか問題にならないらしいんだな……って、なんでこんな話してるんだっけか？」

「あぁ……？　ま、なんでもいいじゃねぇか。おおい！　エールおかわりだ！」

　冒険者の注文に給仕の娘が返事をして、エールが運ばれてくる。ふと冒険者ギルドの出入り口に目を向けると、女達を連れて外に出ていく黒髪の男の姿が見えた。

「ちっ、いいよな、ああいう奴はよ。金にも女にも力にも困ってなさそうだし、いかにも自由って感じだぜ」

「そうだな」

　キィ、と音を立ててスイングドアが揺れ、一組の男女が入ってくる。普通の剣と立派な拵こしらえの幅広の剣を腰に下げた茶色い髪の毛の少年と、銀糸のような煌きらめく頭髪の少女だ。

「目立つのが入ってきたぞ」

「剣は立派だが……ああ、早速ゴルツの野郎が絡みに行きやがったな」

「ゴルツのアホがぶっ飛ばされるほうに大銅貨二枚」

「じゃあ俺はあの坊主がボコられるほうに二枚だな。とはいえ、あの嬢ちゃんがゴルツの野郎に何かされるのは気の毒だから、止める用意はしとくぞ」

「へいへい、お人ひと好よしなこって」

　二人の冒険者は図ずう体たいだけはデカい三流冒険者と少年達の動静に注目する。その頃ころには、三人の美女を連れた黒髪の男のことを気にしている者はもう一人もいなかった。








あとがき









　十巻をお手に取っていただきありがとうございます、リュートです。

　ついに十巻、最終巻です！　あとがきを書くのもこれで十回目です！

　そして未だにあとがきを書くのは慣れません！　これはアレですね？　慣れるとかそういうものじゃなく、恐らく持って生まれた特性的なヤツですね？

　十回目にして確信したこの事実に若干戦せん慄りつしておりますが、今回もいつも通りに参りましょう。

　はい、いつもの近況報告でございます。







　健康面はいつも通り特に変わりなく……いや、今回は最後の最後で歯痛に悩まされました。今も通院中です。おっさんになっても歯医者さんはこわい。あのキュイーンって音を聞くと背筋がゾクゾクしますね。そのキュイーンってやつでわたしに酷いことするつもりでしょう!?　って言っても歯医者さんはニコニコするだけです。不断の意志……つよい、かてない。

　歯は大事ですね。痛いと集中することができずに何も手に付きませんし、美お味いしいものも食べられません。歯は大事にしましょう！

　ああ……俺、原稿が終わったら左右の親おや不知しらずを抜くんだ……大丈夫、生きて帰ってくるさ。パインサラダでも作って待っていてくれよな！

　さて、立派にフラグをおっ立てたところで、歯医者じゃないほうの通院もあるんですよね。こっちは相変わらず自覚症状もなければ悪化もしていないので、やはりいつも通りです。はい。




　では、今回も恒例の遊んだゲームのコーナーです。需要があるかどうかはわからない、だが私は語るのだ。

　さて、あとがきを書いている今どっぷりとハマっているのは地球を占領している宇宙人と戦うゲームの２ですね。１のほうはやってないんですが、非常に楽しめています。え？　宇宙人と戦うゲームなんていくらでもある？　そうですよね！　私がやっているのは２０１６年に発売されたもので、ターン制のタクティクスゲームですね。隊員を動かし、隠密状態から待ち伏せして、時には敵が遮しや蔽へいを取っている障害物や壁を爆発物で吹き飛ばしたりして勝利を摑つかんでいきます。ちゃんと物陰に隠れながら戦わないとこちらの兵士はいとも簡単に倒され、倒された兵士はロストしてしまうという中々ハードな仕様。宇宙人の極秘計画を阻止し、地球各地のレジスタンスと接触して協力を得ながら拠点も整備していって、宇宙人の技術を研究して装備を強化し、ゲリラ戦を展開して……みたいな感じでやることも多く、多彩でとても楽しめます。割とすぐ死ぬ兵士達にＳＮＳでよくやり取りする人達の名前をつけて、戦死したシーンのスクリーンショットをアップして騒いだりもできます。さぁ、キミも新兵になろう！（爽さわやかな笑顔）

　私はパソコンでやってますが、ＰＳ４版もリリースされているようですね、このゲーム。

　他には相変わらず宇宙帝国運営ゲームは楽しんでいます。いくらやっても飽きないんじゃよ……よほど肌に合っているんでしょうね！

　他には少し古いゲームですが、架空のヨーロッパっぽい世界で立身出世したり、行商人したり、山賊をしたり、逆に山賊狩りをしたりできるゲームも遊んでいますね。数百人規模の歩兵、騎兵、弓兵、ＭＯＤで拡張するとマスケット銃を装備した戦列兵とかがぶつかり合うゲームです。

　ああいうゲームをすると砦とりでや城の防御力の高さや騎兵突撃の怖さ、大量に横に並べた弓兵やマスケット兵の強さがよくわかります。そして戦争は最終的には数だよ兄貴！

　あとはスマホゲーですとダンジョンを作る系のゲームにハマりましたね。色々選べる魔王が全員可か愛わいい上に、配置するモンスターも可愛いモンスター娘を選べたりするやつです。割とコミカルなドット絵が可愛いし、滅茶苦茶やりこみ要素があるので気がついたら数時間ぶっ通しで遊んでいたりします。

　え？　ソシャゲ……？　課金は無理のない範囲でやろうな！　爆死したエゾヒグマとの約束だぞ！　真面目に話すと、世界を救ったと思ったら滅びて滅茶苦茶寒いところで冒険することになったゲームではなく、最近はお姫様と繫つながりそうなタイトルのゲームがメインです。微課金でも楽しめるのって最高ですね！




　さて、ゲームの話はこれくらいとして、小説のほうのお話をしていきましょう。




　最終巻です。というわけで目下問題となっていた案件はだいたい片付き、あとは発展していくばかりの勇魔連邦でタイシ達が幸せに暮らしていく……というところまでですね。

　実際のところ、この先も物語は続いていきます。あとがきから読むタイプの人には申し訳ないですが、最終巻とは言ってもタイシが死んだわけではありません！（ドヤ顔）

　トラブルメーカーは色々といますし、これから先もタイシは色々と苦労をするでしょう。勇魔連邦を拡張、発展させる伸びしろはまだまだ残っていますし、嫁もまだ増えます。

　ですが、人間としての彼の物語はここらへんがピークで、この先の物語を書いてしまうのは蛇足感があると言いますか、これまでの彼の物語と比べると残念ながら平へい坦たんな感じになってしまいます。なので、ここが『彼の物語』の終着点です。

　彼が起こした様々な事件や、これから彼が起こす様々な事件、そういったものがエリアルドという世界の有り様を少しだけ変えて、その変わった世界で新たな物語を紡ぐ『誰か』がそのうち出てくることでしょう。それまでエリアルドという世界は神々に見守られながら緩やかに発展していくわけですね。




　勿もち論ろん尻しり切きれトンボにならないようにはしましたよ！　だいじょうぶです！　実際安全！

　何か足りないことがあったらタイシが何でもしてくれるでしょう、多分Ｗｅｂ版で。




　今まで長らくありがとうございました！　この辺りで失礼させていただきます！

　また違う世界の違うお話で、あるいはもっと未来のこの世界でお会いしましょう！

　イラストを担当してくださった桑くわ島しま黎れ音いんさんには大変お世話になりました。スケジュールの厳しい中、本当にありがとうございました！

　そして担当のＡ氏、本書の発刊に関かかわってくださった皆様、何より本巻を手に取ってくださった読者の皆様に心から御礼申し上げます。




　また、どこかでお会い致しましょう！
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北海道在住のエゾヒグマ。

夏になっても巣穴からは出たくないです。

寒い。

暖かくなったら七輪で何か焼きたい所存。

みんなも肉を食べよう！　元気が出るよ！



















カバー・口絵・本文イラスト　桑島黎音

装丁　Afterglow












29歳さい独どく身しんは異い世せ界かいで自じ由ゆうに生いきた……かった。10
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